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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　これでも辛しん抱ぼうしたほうだ。

〈彼〉にしては。

　じっと息を殺して待っているのは肉体的にも精神的にも負担が大きい。

　しかしようやく、その辛抱が報むくわれる一いつ瞬しゆんがやってきた。

　建物のなかにいくつもの足音が反はん響きようして聞こえてくる。近づいてきた。

　捕ほ食しよく者たちの群れだった。

　見た目は人間と変わらない。しかしそいつらは武器を携たずさえており、その武器はことごとく赤い人間の血に汚よごれている。時々、その血を舌で舐なめ取るような仕草をしている者もいた。

　あいつはそれを、捕食者のなかでも下品で下げ劣れつな行こう為いだといっていた。人間の血を体内に取り入れるという行為がそもそも奴やつらにとっては後天的で、なおかつ獣けものじみたあさましい行為だと心得ているからこそ、奴らの先祖はその行動をいかに洗練させ、いかに文化的にするかということに心を砕くだいてきたのだ。

「ここも全ぜん滅めつか」

　まだ若い男がいった。手首に、獣の鉤かぎ爪づめに似た武器を装着している。爪についた血を舐め取っていたのはこの若者だ。

「先せん遣けん隊の奴ら、張り切りすぎだわ。あたしたちの獲え物ものを残しておいてくれてもよさそうなものだけど」

　女が不満げにこぼした。スキンヘッドのこの女の周囲には、直径十センチほどの鉄球がいくつか宙を漂ただよっている。その重そうな見た目に似合わず、まるで風によって自然に舞まいあがっているかのような軽かろやかさだ。

「別の区画にいくぞ。あの川向こうなら、人間がまだ残っているかもしれない」

　もう一人が重々しい声で提案した。見た目は老人に近い。手に杖つえらしきものも持っていたが、足取りはしっかりしている。

「ちくしょう、これだけのご馳ち走そうの山を前にして」

　若者が〈彼〉のいる方向を見つめた。

　そこには人間の死者がうずたかく積もっている。いずれも相当の年寄りなのか、まるで空気の抜ぬけた人形のように全身の肌はだがたるみ、皺しわが寄っている。〈彼〉がじっと息を殺しているのは、その腐ふ臭しゆう漂う死者の山のなかだ。これはあいつの助言だった。木の葉を隠かくすなら森のなか。人間の血の臭においを嗅かぎつける奴らから身を隠したいなら、血の臭いがふんだんにする場所にいけ。

　が──このとき、若者が死体の山に近づいてくるなり、いきなり鉤爪を振ふるった。〈彼〉の一段上に重なっている老ろう婆ばの腕うでがちぎれ飛んだ。生きているうちなら赤い血がシャワー状に噴ふん射しやしただろうが、いまは締しまりの悪い蛇じや口ぐちから水が滴したたるみたいにぽつぽつと零こぼれ落ちるきり。大半の血がすでに流れ出たあとなのだ。本来、若い女の死体だったのだが、老婆のように見えたのもそのためだった。

「よしなさい、はしたなくてよ」

　女が注意する。若者が口を尖とがらせた。

「だってよ」

「死肉を喰くらうのは人間のすることだ」老人がいう。「〈竜りゆうの民たみ〉としての誇ほこりを失うな。われわれは狩人かりうどであり、戦士であり、貴族である。その誇りを失えば、創世の戦いから逃とう避ひしているような連中といっしょになってしまうぞ」

「わかったよ」

　若者は頷うなずきこそしたが、去り際ぎわ、憂うさ晴らしのように鉤爪をもう一度振るった。死体の山の一角が崩くずれかかった。「やめろ」といって振りかえった老人の目が、一瞬鋭するどくなった。

　捕食者たちは、見た目は人間とそっくりそのまま同じだ。だから、この一瞬まで気づかなかった。

　流れ出ている赤い血には、黒ずんだ色の体液が混じっている。

　そう、この死者の山には、人間のみならず、三人と同じ捕食者の死体も交じっていたのだ。

「こいつは」

　老人が足を止めた。若者は死者の山に背を向けかけている。

「身を伏ふせろ！」

　叫さけぶなり、老人は手にしていた杖を振りかざした。先せん端たんから炎ほのおが噴射された。まるで火か炎えん放射器のようだったが、その速度と勢いは科学の産物ではあり得ない。咄とつ嗟さに身を屈かがめた若者のすぐ背後で、死体の山が一瞬にして赤々とした炎に包まれた。

「おいっ、いきなりなにを──」

　抗こう議ぎしかけた若者は、背中からひと筋の矢が飛んできたことに気がつかなかった。

　いままさに火の色に包まれた死者の山からだ。その矢は炎をも広こう範はん囲いにて切り裂さきながら、若者の後頭部に突つき刺ささった──のみならず、首から上をそのまま吹ふき飛ばした。

「なにっ!?」

　ここをすでに立ち去ろうとしかけていた女が振りかえる。

　そのときには、燃え落ちた死体の山から〈彼〉の姿が飛び出ている。先ほどの『矢』を放ったのももちろん彼だ。ただし手にはなにも持っていない。

「貴様──」

　老人がもう一度杖を振りかざした。先端からまたも炎があふれ出る。薄うす暗ぐらかったビルの一角が昼さながらの明るさになった。〈彼〉は一瞬にして炎に包まれた。なまじの人間なら即そく死し。

　が、次の瞬しゆん間かんには、炎は、二条、三条のつむじ風に引き裂かれたかのようにばらばらになった。

　老人ははっとなって杖を盾たてのように構えたが、時すでに遅おそい。

　杖は中央からへし折れて、同時に、老人の額におかしな凹へこみができていた。人間の拳こぶし大の凹みは、老人がたたらを踏ふんでいるあいだに深く、さらに深くなっていく。同じ箇か所しよに、寸分たがわず、これも同じ種類の打だ撃げきが次々と見み舞まわれているのだ。

「狩人だと、戦士だと、貴族だと？」

　声は、打撃の合間に聞こえた。〈彼〉は老人の正面に位置している。相変わらず武器など持っていない。ただ、老人の凹みが大きくなるたびに、左右の手からこれも炎に似た色が放たれているように見えた。

「笑わせるなよ、おまえらなんて上位種の『しもべ』にも劣おとる連中だ」

　そこまでいいきったときには、老人は白目を剝むいて倒たおれていた。口から黒い血があふれ出ている。

　最後に残った女が、憎にく々にくしげな目を〈彼〉に向けた。目のなかの毛細血管が膨ふくれあがって、赤い光を放っているようだ。

「おまえは──そうか、かつてわれわれを狩かり出していたというハンターね」

〈彼〉は答えず、女との距きよ離りを詰つめようとする。女の周囲には鉄球が漂ったまま。

　女は突とつ然ぜんあらわれた『敵』にさぞ恐きよう怖ふしている──かと思いきや、ほくそ笑えみながら舌なめずりした。

「面おも白しろい、『戦う』のは久しぶりよ。それにおまえ、まだ若いし、血も健康そうね？　二人が死んでくれてよかったわ。こっちが複数いて、獲物が一人しかいないんじゃ、せいぜい血をわけあったうえで獲物を殺すしかないもの。だけど、あたし一人だったら、あなたを『しもべ』にできる」

　唇くちびるがめくれ上がる。すると獣の牙きばらしきものが左右一いつ対つい生えているのが見えた。

　が、対する〈彼〉にもおびえの表情はない。

　ただ歩みを進めるだけ。

　女が細ほそ腕うでを振りかざした。するとそのとき巻き起こった微び量りようの風に促うながされるように、鉄球が〈彼〉めがけて飛行した。

　いかに軽く見えようと、実際は一つずつが十キロ前後の重さがある。それらが目にも留まらぬほどの速度で、しかも多方向からいっせいに襲おそいかかってくるのだ。人間の反射神経ではとらえられない。〈彼〉は身体からだのあちこちに鉄球をめり込ませた挙げ句、骨が砕け、内臓が破は裂れつして、そのまま息絶える運命にあった。

　が、女は赤く変色した目をぎょっとひん剝いた。

〈彼〉の上半身がまるで霞かすみがかったように見えたのも一瞬、鉄球のことごとくが音を立てて弾はじき返された。飛来のベクトルをねじ曲げられた鉄球たちのうち、一つはビルの床ゆかに穴を穿うがち、一つはひび割れかかっていた壁かべにめり込んでさらにひびを広げた。そしてもう一つは、女の真正面に飛んできた。首を振ってかろうじてかわした──その直後。

〈彼〉はすでに女の側面へと移動していた。

　さらに一歩を踏み込む。女の鼻っ面つらに拳大の凹みができた。いったいどのような攻こう撃げき手段によるものか、こちらもまさしく『目にも留まらない』。黒い血を滴したたらせながら女が仰あお向むけに倒れかかったところへ、さらなる一撃。まるで空中に浮ういたボールをバットで振り抜いたような速度で、女は吹き飛び、こちらも壁に背中からめり込んだ。

　闘とう争そうの熱冷めやらぬなか、辺りは一瞬にして静せい寂じやくに包まれた。

〈彼〉は軽く息をつきながら、ビルの、かつてはガラスがはめ込まれていた窓の辺りに立った。

　外を見やる。

　滅ほろびの光景がそこにあった。

　ほんの数か月前に視野いっぱいを埋うめるようだった繁はん栄えいの証あかしなど、一つとして見つけることができない。

　通りを埋めていた車の往来はなく、車体があちこちで、そしてあらゆる角度で倒れているのが見て取れるだけ。人の姿もない。これもあちこちに転がっているのは口も利きけない亡もう者じやたちばかり。ここのビルと同じく、ひび割れ、陥かん没ぼつの跡あとが数多く見られる道路には、生き物の影かげがまるで見当たらなかった。

　空には黒い雲がかかっている。

　人はかつてこの光景を予期していた、とあいつはいっていた。

　予期していたからこそ恐おそれ、恐れていたから忘れようとしていた、と。

　世界が決して自分たちのものでないことを。いずれは自分たち以外の何者かの手で奪うばい返される運命にあることを。

〈彼〉は古い書物の記述を思い出した。

　七人の御み使つかいがラッパを吹き鳴らしたとき、世界が新たなはじまりを迎むかえるため、人類の大半が死にいたる、とある。

　黒い雲にそのとき影がかかった。〈彼〉が見あげると、一羽の鳥が飛んでいる。

「災わざわいだ、災いだ」

　と、やはり古い書物のなかで、一羽わの鷲わしが、四つのラッパがすでに吹き鳴らされておびただしい被ひ害がいにさらされた世界を睥へい睨げいしながらこういうのだ。

「地に住む人々は、災いだ。なお三人の御使いがラッパを吹き鳴らそうとしている」

〈彼〉はしばらく立ちつくした。

　捕食者たちの大半はすでに別の区画へ移動したあとだろう。そこに人間が残っていたとしても、奴らの手であらかた『食しよく糧りよう』にされてしまうにちがいない。

　いかなければ。

　そう思っていても、〈彼〉の足は重かった。疲つかれている。身体にも心にも、滝たきの水を頭から浴びたところで何日も洗い流せないだろうというほどの疲れがこびりついている。

　今日、捕ほ食しよく者たちを十人は狩った。昨日はその半分ほどの数だった。明日あしたにはどれくらいの数が狩れるだろうか。

　だが、それでいったいなんになる？　いまこうして疲れを自覚して立ち止まっている一秒ごとに、奴やつらの数が増えていく真っ最中だというのに。

〈彼〉は深く息を吸って、ゆっくりと吐はき出した。

　瞬間、

「ナオ」

　という声が背中に飛んだ。

　重々しい憂ゆう鬱うつに満たされていた〈彼〉の表情が、ぱっと張り裂けんばかりになった。

　その名前で呼ばれていたのはどれほど前になるだろう。そして〈彼〉をそう呼んでいた人物は、決して多すぎはしない。

　振り向いた。

　風が正面から吹きつけてきた。

　思わず目を閉じてしまう。そして次に目を開けたときには、風はぴたりとやんで、〈彼〉の背後で人の姿へと変わっていた。

〈彼〉の首筋に激痛が走った。

　それがなにを意味するかを、〈彼〉は知りすぎるほどに知っていた。

　自分は死ぬのだと思った。

　たとえこの先、奴らから偽いつわりの生を与あたえられたところで、〈彼〉という人格がこの瞬間消失するのはまちがいない。

　そう、だから、死。

〈彼〉は──、ナオは──、黒くろ宮みや尚なお輝きは、死んだ。

　十八歳の生しよう涯がいをここで終えた。
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　これでも辛しん抱ぼうしたほうだ。

　黒くろ宮みや尚なお輝きにしては。

　本当なら、国体の予選が終わって、三年生が部室に顔を出さなくなる去年の秋口あたりからチャンスはあった。

　だけど、その時期を計ったように退部したとなると、さすがにあざと過ぎる。あとになってそれを知ることになるだろうお優やさしい先せん輩ぱい方にも、

「あのガキ、おれたちが辞やめた途と端たんにばっくれやがったんだって？」

　などと大変よくない印象を与えてしまうことになる。それではまずい。怖こわい先輩がいなくなったからようやく厳しい部活動から逃にげられるというのに、辞めたあとになっても先輩にずっとにらまれつづけるというんじゃ本ほん末まつ転てん倒とうだ。

　だから、三か月は我が慢まんした。

　そして新年を迎えてから初の登校日に、尚輝は晴れて退部届を出すことにした。

　理由としては、

「そろそろ三年生になるし、将来を考えて」

　ということにしてある。

　本当なら職員室で顧こ問もんに手て渡わたしたかったが、すでに別べつ棟とうの練習場にいったあとだったので、仕方なく、どうせこれで最後だから、と考えて練習場まで足を運ぶことにした。

　退部届を出した瞬間、部員たちが大笑いした。

「やっぱりな」

「そろそろだと思ってたぜ」

　同級生はもちろん、下級生も納なつ得とくしていたようだった。片かた隅すみでストーブに当たっていた顧問の石いし神がみも笑っていた。

「おい、桐生きりゆう。黒宮、辞めるってよ」

　尚輝のほうに部員が集まるなか、一人でサンドバッグを叩たたいていた桐生真しん吾ごが、のそのそとやってきた。彼も笑っていた。だから、

「逃げるんだね」

　といったときも、冗じよう談だんがそのあとにつづくものだと思って、「え？」と尚輝が促すと、

「ナオは試合で一回も勝ててないもんね。インターハイ県予選、国体予選、選抜予選、全部一回戦負け。他校との練習試合を入れても、明確な勝ちは一度もなし。ナオの性格はわかるよ。一回も勝てないから辞めるんじゃなくて、一回も勝てないままで終わるのが怖いんだ。『三年間ボクシングに打ち込んだけど、結局最後まで一勝もできませんでした』って、そうなるのがいちばん怖い。だから辞めるんだ。『ひょっとして三年生までつづけていたら一回くらいは勝ててたかも』って自分で自分を慰なぐさめるネタが欲しいから」

　テレビに出てくる男性アイドルみたいにととのってはいるが、どこか神経質そうな顔から伝い落ちる汗あせを拭ぬぐいながら、真吾はそういった。一いつ瞬しゆん、周囲の部員が真顔になった。

　桐生真吾は見た目に似て大人しい性格だ。入部した当初は練習についていけるほどのスタミナがないうえに、声も小さくて、上級生から理り不ふ尽じんまでの『しごき』を受けた。それでも真吾はひと言も言い返さなかった。二年生のいま、練習はこなせるようになったが、性格までは変わっていないはずだ。

　まさか──いくら尚輝とは中学時代からの知りあいといっても──そんな真吾が、包み隠かくさない嫌いや味みをいうとは。

「逃げる？　ちがうよ、馬ば鹿か。真吾、おまえだってわかってるだろ」

　それでも、尚輝は最後まで冗談にしようとがんばったのだ。「平和主義者のおれには殴なぐりあいなんて向いてなかったの、最初っから。テレビの試合だってまともに見られないくらいだし。そんな心の底から優しいおれが部にいたって乱暴者の皆みなさんに迷めい惑わくかけるだけだからさ、この辺で辞めるってだけ」

「誰だれが乱暴者だよ」尚輝たちと同じ二年生の山やま中なかが乗ってくれた。「で、その心優しい黒宮くんはボクシング部を辞めてどうするんだよ」

「都会っ子のぼくには文化系が似あっているかも」尚輝は精いっぱい茶ちや目めっ気のある笑え顔がおでおどけた。「あ、そうだ。落おち合あい先生の古文研究会に入ろっかな」

「バーカ、あそこは狭せまき門だっての。入部希望者がいつだって殺さつ到とうしているから、特例で入部試験が認められているんだよ。で、おまえみたいな下心のある男子生徒は容よう赦しやなく振ふるい落とされる、ってわけ」

「顧問の落合先生、人気あるからなあ。ねえ、石神先生？」

「馬鹿、なんでおれにいう」

　がんばって、もとの雰ふん囲い気きに戻もどした。だというのに、真吾は汗を拭い終えると、一人でさっさとサンドバッグのほうに戻りながら、

「なにやったって、ナオじゃつづきっこないよ」新入生のときと比べたらずいぶんたくましくなった背中を見せつけながらいった。「こっちで逃げて、あっちで逃げる。ナオはどうせずっとそうやって逃げつづけるんだから」

　また、周りが静かになった。

　尚輝は奥歯を嚙かみしめた。円満に退部するはずだった。できると決めつけていた。いいや、噓うそだ。どこかで、

（真吾の奴は反対するんじゃないか）

　と思っていた。わかっていた。だからいままで誰にも相談しなかった。真吾の耳に入るのが嫌だったからだ。そして退部届を出すと決めた今日、尚輝はいつも以上に冗談めかして、いつも以上に明るく振る舞まった。

　無視しろ、と尚輝は自分に言い聞かせた。ここまでうまくやってこれたじゃないか。なんだって最後の最後に波風立てる必要がある？

「じゃあ、皆さん、今日も元気に汗を流ながしてください。ぼくはお家うちに帰ってカロリー満点のお菓か子し食べて、ゲームして、彼女とデートにいってきますんで」

　なんて、最後まで冗談っぽく振る舞えばそれでいい。みんな笑ってくれるだろう。山中辺りが、

「生まれてこの方、おまえに彼女なんていねえだろ！」

　と突つっ込みを入れてくれれば最高だ。笑いあいながら別れることができる。

　なのに、

「おい」低い、ドスの利きいた声を、尚輝は自分のものだとは思えなかった。「おい、なんだよ、真吾。その言い方よ」

　桐生真吾は無視してサンドバッグにショートパンチを撃うち込んでいる。階級は尚輝より一つ下のフライ級のはずだが、近づくと、昔の真吾にはなかった厚みが肉体に感じられる。サンドバッグだって、入部当初の真吾なら殴った自分の拳こぶしや手首を痛めていたほどなのに、いまや尚輝がパンチを撃ち込んでいるときよりよほど激しい音を立てて揺ゆれしなっていた。

「シカトすんなよ、真吾」

　真吾はワンツーパンチを撃ち込んだ直後、「まだいたのか」という顔で尚輝を見て、

「辞めたんでしょ。部外者は邪じや魔まだよ。出てってくれよ」

　素っ気なくいった。つづいて、不意打ちが尚輝を襲おそった。真吾がサンドバッグを撃つ振りをして手で押したのだ。それが尚輝の身体からだの正面に当たって、思わず尻しり餅もちをつかされた。真吾の笑い声が聞こえた瞬しゆん間かん、

「手て前めえっ」

　頭がカッとなった。こんなにも腹が立ったのは十七年間の生涯で数えるほどもない。たとえ喧けん嘩かになりそうになっても上手くはぐらかしてきたはずなのに、今回ばかりは我慢ならなかった──というより、気づいたときには身体が反射的に動いていた。

　立ちあがるなり、距きよ離りを詰つめる。後ろに位置していた右足の爪つま先さきが思い切り左にねじれて、腰こしが回転、その勢いを駆かって繰くり出された尚輝の右拳が真吾の顎あごへと撃ち込まれる──、

　はずだったが、尚輝の拳は風を鳴らしただけだった。

「当たらないよ」真吾の声は、腕うでを伸のばした尚輝の側面から聞こえた。「いままでリングでかすったこともないだろ、ナオのへろへろパンチなんか」

　尚輝は自分でも意味のわからないことをわめいて、なお真吾に向かっていこうとしたが、そのときは部員たちに止められていた。

「やめろ、やめろ」

「挑ちよう発はつすんな、桐生！」

「黒宮先輩、落ち着いてください」

　押しあい圧へしあいになる。皆、必死になりながらも、意外そうな顔を隠せない。部員のなかでいちばん仲がよかったのが尚輝と真吾なのだ。スパーリングという実戦に近い練習形式があるが、この二人がリングにあがっても、真吾のほうが、

「ナオを本気で殴れない」

　という、割と恥はずかしいことを、これも割と真しん剣けんにいって、顧問をあきれさせるくらいの仲だった。

　それなのに、今日の桐生真吾は人が変わったようだ。

　尚輝にとっても同様だ。いくら、

（退部を反対されるかもしれない）

　そう予想はしていたといっても、まさかここまで喰くってかかってくるとは思わなかった。あの真吾が。中学時代、机に落書きされたり、体操着を隠されたりしては、いまにも泣きそうな顔をしていたあの真吾が。

　だから、余計に尚輝は熱くなったのだが、

「これ以上は喧嘩になるぞ」とボクシング部の顧問にしては温おん厚こうな石神も、このときばかりは怖そうに声を低めていった。「そうなったら、退部どころじゃない、停学処分だ」

　真吾は当事者の片方なのが信じられないくらい涼すずしい顔をしながら、すでにサンドバッグを撃つのをやめて、リング上でシャドーボクシングをしている。

　尚輝は荒あら々あらしい呼吸をしながら、リング上の桐生真吾を──もう手の届かない場所にいるかつての友人を──にらみつけていた。




　そんな終わり方をした尚輝の部活動だったが、

（ボクシング部を辞めれば、あとは自由だ。いいことばかり起こるに決まってる）

　と考えていたとおりの展開にはなった。

　まず、普ふ通つうに遊ぶ時間が増えた。

　放課後、友達と取りとめもなくだべったり、ゲームをしたり、ファーストフード店にいったりすることができるようになった。

　そんなある日の放課後、クラスの友人に誘さそわれていったカラオケ店に、東雲しののめかすみがいた。

　尚輝の胸がドキッと高鳴った。

　いつもながら、かすみを見ていると、なぜかその後ろに季節を問わず桜が咲さいている気がする。入学したてのころの、緊きん張ちようやら、意気込みやら、そんなものを一人前に抱かかえながら、頰ほおを赤くして、まだ少しだけ冷たさを残した風を浴びていたあの日を思い出す。

　かすみとはクラスメートだったが、まともに話したことはほとんどない。

　授業中や休み時間──つまりは日がな一日──何度か尚輝のほうから視線を送るだけだった。それでたまに目があうと、あわててちがう場所を見ていた振りをする。心臓をドキドキ高鳴らせながらも、そういうときは束つかの間の幸福感に満たされた。

　ボクシング部を退部するときにも話題に出た、例の古文研究会に所属していると聞いた。ただし活動は週に一、二回ていどなので、こうして放課後には友達と遊んでいることもあるようだ。

「あ、ナオも来たんだ」

　と、かすみの隣となりにいた若わか月つき真ま由ゆがマイクを置いて笑った。こちらは尚輝が一年生のときのクラスメート。中学時代は陸上部にいたというが、高校は入学時からずっと帰宅部だ。

「陸上辞やめてもう二年になるっていうのに色黒が抜ぬけない」

　と尚輝と顔をあわせるたびにそうこぼすのが慣例になっていた。

「いままで誘っても来なかったのに。休みの日だってさ」

「日曜だろうが正月だろうが、女の子と遊んでいるところなんて見つかったら、先せん輩ぱいになにされてたかわかんないんだよ」

「あ、そっか、部活、辞めたんだったね」

「そう。晴れて監かん獄ごくから自由になったの」

「監獄なんていっちゃって。自分で入ったくせにさ」

「入るしかなかったの」

「なんの話？」

　東雲かすみが大きな目をことさらに大きく開けて聞いてくる。最初は若月を、それから尚輝のほうを見つめてきた。

　東雲かすみの癖くせだとはわかっている。彼女は、会話の途と中ちゆう、じっと一点を見つめる。それで勘かんちがいをしてしまう男子が──噂うわさによれば男性教師も含ふくめて──一日に十数名は量産されているという話だ。尚輝にもわかっている。わかっちゃいるが、ボックスが狭いこともあって、尚輝と彼女の距離はいままでのどの場面よりも近い。そんな距離の近さでまっすぐに見つめてくるその視線の熱さといったらどうだろう。

「聞いてよ、かすみ。こいつったら、いかつい顔して、てんでヘタレでさあ──」

「おいこら、若月、余計なこというな」

「なによ。本当のことなんだからいいでしょ。ね、聞いて聞いて、こいつ、一年のときにボクシング部に入ったんだけど、その理由ってのが……」

「わあっ、いうなってのに」

　尚輝が大きい身み振ぶりで若月を制そうとすると、かすみはくっくっと小さく笑って、

「話さなくていいよ、真由ちゃん。黒宮くんが聞かれたくないみたいだから。それに……」かすみは大きな目でちらっと尚輝を見た。「いかついなんて、かわいそう。黒宮くん、どっちかといったら可愛かわいい顔してない？」

　若月は、「えー」と「げー」を混ぜたような声と、思いっきりのしかめっ面つらで、とても同意できないことをあらわした。
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「ナオ、調子に乗ったらだめだからね。かすみが『カワイイ』っていったキャラクターとか、誰も賛同できない奴やつばっかりなんだから」

「そんなことない」

　かすみが抗こう議ぎするのを無視して若月はつづける。

「かすみ、昔は漫まん画が家か志望だったんだよね。だから自分でオリジナルのキャラクターとか描かくこともあるんだけどさ、かすみのスケッチブック見たらぶっ飛ぶよ。ナオもその仲間入りするってことだから」

「おれはキャラクターじゃねえぞ」

「ヘタレボクサー、略して『ヘタレン』じゃなかった？」

「略してねえ。『ボクサー』の要素はどこいったよ」

　尚輝と若月のかけあいに、またかすみが笑う。話題が逸それてくれたのもそうだったが、こんなつまらないやり取りでかすみが笑ってくれることが尚輝には嬉うれしかった。どことなく控ひかえめなその笑い方が、これまた愛らしい。これはもう好意がある証あかしでなくてなんだというのか。

　時計を見ると五時を少しまわっている。いつもならまだ練習に汗あせを流しているころだ。あの汗とワセリン、そしてちょっとだけ血の臭においさえする『監獄』にいたころに比べると、尚輝はまるで天国にいるような気分になったのだが、かすみが一度ボックスを出たとき、

「ね」

　とポテトチップスを頰ほお張ばりながら、若月が聞いてきた。「桐生きりゆうくんと、なにかあった？」

　桐生真吾の名前を聞いて、尚輝は感情が面おもてに出ないよう苦労した。

「なにかって、なにが？」

「わたし、いま桐生くんと同じクラスでしょ。ナオが部活辞めたってまだ知らなかったとき、『ナオ、どうしている？』って何気なく聞いたら、『別に』って。『黒宮のことなんか知らない』って」

「いつものことだろ。あいつは愛あい想そが悪いんだ」

「『黒宮』っていったんだよ。前は『ナオ』だったでしょ。わたしだって桐生くんの真似まねをしてそう呼ぶようになったんだから」

　若月は忘れたんだろうか。

　一年のときは、真吾と若月と同じクラスだった。そして真吾は最初のころ、尚輝のことを『ナオちゃん』と呼んでいたのだ。中学時代のままの呼び方をそのまましていたのだが、高校になると新しい知りあいのほうが増える。実際、若月にもからかわれたから、

（おまえな、『ちゃん』はやめろよ）

　と尚輝のほうから忠告した。素す直なおな真吾はその後、苦労して『ちゃん』を外したのだった。

　一いつ瞬しゆん、感傷的な気分になった尚輝だったが、そんなことはおくびにも出さず、「そうだったっけ」と関心なさそうにいいながら、自分もポテトチップスに手を伸ばした。

「うめー」

「なによ、ポテチくらいで感激して」

「普ふ段だんから体重管理にうるさい先輩がいたから、こういうのも滅めつ多たに食えなかったんだ」

「へえ」

「それより」

　と、話題を変える意味でも尚輝は若月に詰め寄った。

「わっ、来んな。汗あせ臭くさい」

「なんで教えてくれなかったんだよ。東雲さんと仲がいいって」

「なんで教えなきゃいけないの？」

　若月が半笑いで答える。聞いてみたところ、かすみと若月は、小、中学校もいっしょの幼おさな馴な染じみらしかった。

「なあ、若月。頼たのみがあるんだけど」

「あー、男子から頼まれごとするときって大体同じ。で、わたしの返事も大体同じ。『手前でがんばれよ』って。ナオ、かすみといっしょのクラスなんでしょ？　チャンスくらい自分でつくりなって」

「そういうなよ」尚輝は拝み手になった。「ついこのあいだまでむさ苦しい監獄に押し込められていたんだぞ。自力で女子と会話なんかできないよ」

「尚輝くん尚輝くん、きみの目の前にいる生き物は、いったいなんなのかなあ？」

「男どもの汗と血の臭いにまみれすぎて身心ともに荒すさみきった哀あわれな子羊に、救いの手を差しのべてくださる女め神がみさまにしか見えません」

　あはは、と若月は笑い飛ばした。

「なに盛りあがってるの？」

　そこへかすみが戻もどってきた。

「哀れな子羊と女神の話」

　若月はそういいながらも、尚輝が驚おどろいたことに女神の片へん鱗りんをさっそく発揮した。お尻しりを横にずらして、わざと尚輝と自分とのあいだにスペースをつくった。自然と、かすみは二人のあいだに座る格好になる。

「いいよ、わかった」若月が、今度はテーブル上にあるポッキーに手を伸のばしながらいった。「協力してあげるよ。ナオ、悪い奴じゃないもんね。でも、一から十まで全部面めん倒どうみるわけにはいかないからね。肝かん心じんなところは男らしくビシッと決めなよ」

「だから、なんの話？」

「ヘタレン、愛を知る──の巻、かな」

「わかんないよ」

　かすみがまたくっくっと笑った。

　ちょうど尚輝たちのところにマイクがまわってきた。

　と、ここで若月は突とつ然ぜん、

「かすみ、全然歌ってないじゃん」

　と非難するような口ぶりでいった。かすみがややうつむいて、

「真由ちゃんみたいに上手だったらいいけど、わたし下手へただから恥はずかしいし」

　と小声で弁解するも、若月は、

「駄だ目め。一人一曲は必ず歌うのがマナー」

　かすみが気の毒になるくらいぴしゃりといってのけてから、尚輝のほうにも矛ほこ先さきを向けた。

「そういや、ナオも歌ってないよね」

「お、おれだって、下手だからさ。盛りさがるのが嫌いやなんだよ」

「いいの、いいの。こんなのノリだから。ほら、曲入れといてあげる。二人でいっしょに歌いなよ。それでノルマ達成にしてあげる」

　などとてきぱき物事を進める。おお、と尚輝は内心彼女のやり手っぷりに半ば驚き、半ばは呆あきれて、それから感謝の念を捧ささげた。




　　　　２




　若月真由による援えん護ご射しや撃げきの甲斐かいもあってか、それから何度かグループで遊びにいくうち、尚輝とかすみの距きよ離りは着実に縮まっていった。

　最初は若月をはじめ、あいだに誰だれかいないとまともに会話も成立しないくらいだったのだが、そのうちにクラスで挨あい拶さつくらいは交かわせるようになって、さらにしばらくすると挨拶のあとも立ち止まって二人きりで会話できるようになり、それから冗じよう談だんをいえるような仲にもなった。

「黒宮くんって、面おも白しろいんだ」

　かすみが笑ってくれる顔を見たくて、尚輝はついつい、いつも以上におどけてしまう。

「正直いうとね」と、かすみは一度打ち明けてくれたことがある。「黒宮くんって、ボクシング部だったでしょ。いつも男子ばっかりで固まってたし、ひょっとして怖こわい人なのかなあ、って思ってたの」

　黒宮尚輝はいわゆる『不良』じゃない。校則違い反はんを堂々とするタイプではないし、喧けん嘩かっ早くもない。

　かといって優等生というわけでもない。成績は中の下くらい。運動はまあまあできるほうだろうと自負しているけれど、一応は継けい続ぞくしてつづけていたボクシングでもまともな結果は出せなかったのだから、あまり胸を張れるレベルじゃないのは確実だ。

　そして、そのほかならぬ『ボクシング部』の肩かた書がきこそが、尚輝のイメージを偏かたよらせつづけていたことは否いなめない。なにしろこの高校でいちばん幅はばを利きかせている類たぐいのお方たち──ひと昔、いや、ふた昔前なら『番長』とか呼ばれていたような──は、歴代揃そろってボクシング部に所属していたのだ。部員たちも全員とまではいわないが、それにならう連中が大勢集まっていたという。いわゆる『吹ふき溜だまり』。いまと昔とでは状じよう況きようもちがうし、そういった部員の数も年々減ってきてはいたものの、尚輝が入部したときの部長はまちがいなくその当時の『番長』でもあったから、『ボクシング部』というだけで尚輝を避さけるような生徒がいたのも事実だった。

　イメージを固定化されて誤解されるのは悲しいことだが、ある意味ではそれで助かるようなことも多々あった。

　というより、新入生当時の黒宮尚輝は、そもそも、その固定化されたイメージ欲しさにボクシング部に入部したのだ。

　まさか三年生になる直前までつづけることになるとは思いもしなかったものの。

　おかげで、東雲かすみみたいな優等生タイプからは、『怖い人』だと思われて避けられつづけてきたわけだ。尚輝はため息もつきたくなる。不良どころか、虫一匹ぴき殺せないほどに心優やさしい性格だというのに──あくまで尚輝の主観としてだ──これまでボクシングのせいで誤解されて、どれだけ実のある出会いを逃のがしてきたのか。

　いや、まだ遅おそすぎはしない。

　せっかく『監かん獄ごく』から逃にげのびてきた身だ。これまで灰色に閉とざされてきた高校生活を一変させ、必ずや、いろどり鮮あざやかなものへと変えてみせる。

　そのためには、日々、汗を一いつ滴てき残らず搾しぼり取るようだったボクシングとはまたちがった努力が必要になるのはいうまでもない。

　──とある日、授業が終わったあと、尚輝は教室に居残っていた。同じ帰宅部の男子生徒たちと取り止めもない話をしながら、ちらちらと時計に目をやっている。

　友人たちがアイドルやオンラインゲームの話で盛りあがっているなか、頃ころ合あいを見計らって席を立った。

　古文研究会が終わるのはこの時間帯のはず。

　図書室に向かった。

　文科系のクラブは、放課後の空き教室をそのまま部室として利用するものが多いが、古文研究会は図書室の一角に小さいなりに独自の資料コーナーを設けており、そこを使っている、と聞いたことがある。

　この日のため、尚輝は読みもしない本を図書室から借りていた。それを返しにいく体てい裁さいを取り繕つくろいつつ、クラブを終えたばかりのかすみと『ばったり』出くわそうという魂こん胆たんだ。

　そのときに話しかける言葉も前もって準備済み。

（あれ、東雲さん。そういえば古文研究会にいる、っていっていたっけ。おれ、いままで教室でずっと本読んでてさ。あ、部活ちょうど終わったところなの？　よかったらこのあと──）

　いじましい努力だ。

　が、女子とのおつきあいに耐たい性せいのない尚輝にはこうした努力が欠かせない。なにしろ相手は東雲かすみだ。指を咥くわえて見ているうちにあっさり別の誰かに連れさられかねない。純情を気取っている場合じゃない、ってことだ。

　図書室が見えてきた。廊ろう下かには人ひと気けが絶えている。あれ、と尚輝は焦あせりを抱いだいた。ちょっと遅かったろうか。まさかかすみはもう帰ってしまったのか。

　早足で図書室の入り口まで急いだ尚輝だったが、ふと足を止めた。なかから話し声がする。一方はかすみ、一方は男の声。入り口から恐おそる恐る覗のぞいてみると、本がぎっしり納まった棚たなの前で、あろうことか、かすみと男子生徒が二人きりでいた。しかも距離が近い。尚輝からは男子の背中しか見えなかったが、棚の前にいるかすみに迫せまろうとしているのが見て取れた。

　一瞬、二人がそのままキスでもするのかと思って、世界が崩ほう壊かいするのに匹ひつ敵てきするほどの衝しよう撃げきを受けた尚輝ではあったものの、

「やめてください」

　かろうじて、かすみがそういうのが聞こえた。すると、

「冷たくすんなよ」男子が低く押し殺したような声で返した。「一度だけ遊びにいくくらいならいいだろ？　別に二人きりじゃねえし。おまえも友達呼んだっていいからさ、な、予定空けといてくれよ」

　どうやら、まさしく『かすみが連れさられかねない』場面のようだった。といっても、もちろん二人が恋こい人びと同士のはずはない。男子生徒のほうが一方的に迫っているだけだ。馬ば鹿か野や郎ろう、と尚輝は憤ふん慨がいした。東雲かすみを口説こうとはなんて身のほど知らずだ、あっちいけ。

　しかしその男子生徒も諦あきらめが悪かった。かすみが何度も「わたし、帰ります」とか「困ります」とかいって男子の前から去ろうとしているのに、その都度棚に手を突ついてかすみを逃がすまいとしている。意を決したかすみが相手を押しのけてでもいこうとした瞬しゆん間かん、男子の手がかすみの肩かたにかかった。

　きゃっ、と小さな悲鳴が聞こえる。

　瞬間、尚輝は我が慢まんならなくなった。

「おい、やめとけよ」

　声を荒あららげつつ図書室のなかへ入る。

「黒宮くん」

　苦痛の色を浮うかべていたかすみの表情が、尚輝を見た途と端たんぱっと明るくなった。

　そこまでは、映画かドラマのワンシーンのようだった。尚輝も決して喧嘩慣れしているわけじゃないが、嫌いや々いやながらでもボクシングをつづけていた身だ。可か憐れんなヒロインを救うヒーロー役を担になえる自信くらいはある。相手がこちらを振ふりかえった瞬間にでも、視線鋭するどくにらみつけてやろう。幸い、尚輝は、若月にいわせれば『いかつい』らしい。あまりその評価を受け入れたくはない尚輝だったが、いまは好都合だ。ひとにらみで相手を吞のんでかかってやれ。

　が、

「黒宮だ？」

　男子生徒が剣けん吞のんな声をあげて尚輝のほうを振り向いた瞬間、

（げ）

　と思わず声をあげたくなるのを尚輝はこらえた。

　知らない相手じゃない。というより、尚輝とは『因いん縁ねん』がある、といっても差し支つかえがないほどの相手だ。

　木き村むら誠せい二じ。

　一年上の先せん輩ぱいで、着き崩くずした制服姿から知れるとおり、素行のよくない方々に属するタイプだ。

　木村は尚輝を視線鋭くにらみつけてきた。普ふ段だんはそこそこイケメンなのだが、その表情がいかつい。慣れているのだ。尚輝は最初から吞んでかかられた。

「へえ」と、木村はにらむのをやめて、むしろ面白そうに口の端はしを歪ゆがめた。「おまえら、知り合いか？」

「く、クラスメートです」

　尚輝は図書室に入った瞬間の威い勢せいを失って、早くもたじたじになっていた。『因縁』があるといっても、実際に顔をあわせたのは数度くらい。できればそんな機会なんてもう二度となければいいな、と思っていた。木村は三年生だから、あともう少しで卒業するはずだったのに──まあ、留年しなければの話だ──まさかここで、しかも東雲かすみの前で出くわすなんて。

　木村が、かすみを本ほん棚だなの前に置き去りにしたまま、尚輝のほうへと歩み寄ってきた。

　一見ゆったりとした歩き方だが、肩や腰こしの揺ゆらし方一つ一つに暴力的な牽けん制せいをにじませている。

「おまえ、ボクシング部、辞やめたんだってな」

「え、ええ」

「入った理由もわかってんだよ。だっせえ真似まねしやがって」

　せせら笑いながら、数歩の距離まで近づいてきた。

「で、その帰宅部になった黒宮くんがおれになんの用だよ？」

　首だけを突き出してきて尚輝に問いただす。

「えっと、あの、おれ、東雲さんと約束があったんで」

「こっちが先だよ。邪じや魔ますんじゃねえよ」

「え、でも、その」

　尚輝はどうしても視線を逸そらしがちになる。さっきから動どう悸きが激しくて胸が痛いほどだ。これは入学当時に味わった恐きよう怖ふと直結している。あのときはなんとか全力で走って逃げたが、そのあとが怖かった。しかもいまは逃げるわけにはいかない。

「『でも』なんだよ？」

　尚輝がおびえているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんなのだろう、木村は獲え物ものを残ざん忍にんに追い詰つめるとき特有の笑え顔がおになって、さらに一歩を詰めてきた。入学時、やはりこうして詰め寄られた。そのときのことを思い出して、びくっと肩が跳はねあがりそうになる。思わず、

「なんでもないです。どうも、お邪魔しました」

　とでもいって尻しつ尾ぽを巻きたくなったが、

（あれ？）

　尚輝はとあることに気づいた。

　近づいてきた木村から、入学時ほどの圧あつ迫ぱく感かんを感じられないのだ。あのときよりだいぶ木村の身体からだが薄うすいようにも見受けられた。桐生真吾のときとは正反対だ。

　もちろん、成長過程にある男子の身体が縮んでしまうなんてことはあり得ない。尚輝はこの二年近く、もっと身体がぶ厚くて、もっと威い圧あつ感かんのある連中と、嫌々ながらも殴なぐりあってきた。その経験が木村の印象をずっと薄くさせていたのだ。

　そしてまずいことに、それが顔に出てしまった。

　木村も気づいたろう。じりじりと追い詰めて、しまいには泣かせてやろうか、とまで考えていた獲物が、急におびえの感情をなくしたことに。

　それが木村を信じられないほどの速度で激げつ昂こうさせた。しまった、と尚輝が思ったときには遅かった。

「手て前めえッ」

　木村が胸むな倉ぐらを摑つかみにかかった。尚輝は身がすくんだ。いくらボクシングの練習を積んだからって、こうした荒あら事ごとに対応できるかというとまた別問題だ。身体というより主に心理の面で。

　このまま一発はぶん殴られるだろう、と尚輝は覚かく悟ごした。

　グローブで殴られる味は散々知っている尚輝だが、さて、素す手での感かん触しよくはどんなものだろうか。

　ちくしょう、と尚輝は心のなかで吐はき捨てた。どうせこんなことになるんなら、ボクシング部になんて入るんじゃなかった。この二年近い『監獄』生活はいったいなんだったんだ──。

　と、

「なにしてるの！」

　鋭い声が背後から聞こえてきて、木村の身動きが止まった。

　尚輝が振りかえると、図書室の入り口に落合先生がいた。

　古文研究会の顧こ問もんだ。

　古文研究会といえば、入部するにも試験が必要なほど、入部希望者が殺さつ到とうするクラブで知られている。なぜこんなお堅かたいクラブ活動が大人気かというと、これはもう顧問を彼女──落合愛あい理りがつとめているから、という理由にほかならない。

　男子間では人気ナンバーワンの女教師だ。二十五歳。見た目、美人というよりは、可愛かわいい、といったほうがしっくりくる。尚輝も何度か見かけたことがあるが、休み時間などに女子生徒といっしょになってはしゃいだり笑ったりしている姿はまるでクラスメート同士でじゃれあっているみたいだった。

　その落合先生が、こちらをにらみつけている。眉まゆと目を吊つりあげ、口をへの字に結んで、精いっぱい『怖こわい顔』をしているつもりだろうが、もともとが童顔なのでいまいち迫はく力りよくに欠ける。

　木村はため息をついて、尚輝の胸倉から手を離はなした。

「ちょっとふざけてただけだよ、先生。相撲すもうの練習中。なあ、黒宮？」

「え、ええ」

　木村に促うながされて、尚輝も首を縦に振らざるを得ない。

「図書室はそんな場所じゃありません。用がないならさっさと帰りなさい」

「そうするよ。センセも暗くならないうちに帰らないと、道みち端ばたで補導されちまうぜ」

「馬ば鹿かいって！」

　木村は落合の怒いかりを笑いで受け流すと、飄ひよう々ひようとした足取りで図書室を出ていった。よくも悪くも手て馴なれているのだ。

　木村が去っていくと、今度は尚輝がため息をつく番だった。とにもかくにも助かった。

「大だい丈じよう夫ぶだった、二人とも？」

　落合が尚輝とかすみにそう声をかける。木村は普段から素行のよくない生徒だから、ひと目であるていどの事情は察したのだろう。

「わたしは……はい、大丈夫です。黒宮くんが来てくれたから」

　かすみがいい、

「いえ、おれは、なにも」

　尚輝はあわてて否定した。本当になにもしていない。詰め寄られてビビッてただけだ。

「ふうん」

　と、落合は心配そうな表情を引っ込めて、尚輝のほうをジロジロ見つめてきた。

「な、なんですか」

「ううん。ちゃんと男の子やってるね」

　そういって、尚輝の額を指でつつく真似をした。

　なんとはなしに顔が赤くなる。

「ちょっと忘れ物をしたのよ」落合はいいながら隅すみっこのほうにいって、紙の束を小こ脇わきに抱かかえて戻もどってきた。「鍵かぎ、東雲さんに預けてたわよね？」

　古文研究会の活動が終わったあとも、かすみは調べものをしたいからといって、図書室に一人で残っていたらしい。

「ええ。もう、出ます。黒宮くんは？」

「あっと、ほ、本を返さなきゃ」

　あわてて、尚輝は読んでもいなかった本の返へん却きやく作業をした。

　ちょっとだけかすみと二人きりになりたい、と下心を出したつもりが、とんだ展開になってしまった。

　三人でいっしょに図書室を出て、ドアに鍵をかけてから、

「このまま職員室に戻るから、鍵はわたしが預かるわ。さようなら、気をつけて帰りなさいね」

　落合はいって、二人に手を振って先に歩いていった。

「さようなら」

　とかすみは先生の背中に向かって律りち儀ぎにお辞じ儀ぎをしてから、

「黒宮くん、さっき」

「え？」

「さっき、赤くなってたね」

　そういう。尚輝は思わず自分の顔を手で押さえた。

「そ、そうかな？　ちょっと、興奮してたからかな」

「落合先生、人気あるもんね。黒宮くんもファン？」

　かすみは笑った。尚輝の好きな控ひかえめな笑い方だったが、どこかその目つきに、普段にはないものを感じた。なんといおうか、男を試ためす、女性のそれのような。もっとはっきりいえば、ちょっと色っぽかったのだ。

　それから二人して校舎を出る途と中ちゆう、

「さっきはありがとう」

　ぽつりとかすみがいった。

「いや、おれはなにも」尚輝は繰くりかえしになる言葉を口にする。「たまたま寄っただけだって。あんな怖い先輩がいるなんて知らなかったよ。知り合い……じゃないよね？」

「ううん。今日、いきなり声かけてきたの。ちょっと怖かった」

「おれも、ちょっと」

　尚輝が、親指と人差し指をぎりぎりくっつけない仕草をしてみせると、かすみはそれにも笑ってくれた。

「黒宮くんのほうが知り合いみたいだったけど」

「いや、そ、それも……ちょっと」

　尚輝は言葉を濁にごした。

　きょろきょろと辺りを警けい戒かいする振ふりをする。『振り』というか、本当にあの木村誠二がどこかに潜ひそんでいるのではないかという恐怖もあるにはあった。

　それから駅に辿たどり着いて、別々のホームへいくまで、二人の肩かたが何度か触ふれあった。

　最後、まるで尚輝を見送るように足を止めたかすみは、

「本当にありがとう、黒宮くん。今度、なにかお礼をさせてね」

　そういって、先生にしたのと同じような深々としたお辞儀をした。




　　　　３




　数日後、尚輝は深夜を過ぎてだいぶ経たつというのに机の前にかじりついていた。

　クラスでも成績のいい東雲かすみに一歩でも近づくために猛もう勉べん強きよう中──であればよかったのだけど、生あい憎にくと尚輝はそういった努力に前のめりになるタイプではない。彼は多機能携けい帯たい電でん話わを手にしていた。さっきから画面をタッチし、スライドさせる指の動きが止まらない。画面内のメモ帳には明日のための『作戦』が綴つづってあった。

　ボクシング部を辞めてひと月以上は経つ。いままで、かすみとは何度かグループで遊びにいったが、明日は、二人きりで遊びにいくことを提案するつもりでいる。

　つまり、デートだ。

　東雲かすみにデートのお誘さそいをかけようというのだ。

　信じられない。

　黒宮尚輝、十七歳。高校生活の大半を、怖い先せん輩ぱい方の監かん視しするなか、殴りあいの練習ばかりをして過ごしてきたような自分が、クラスでも人気者の女子生徒をデートに誘おうというのだ。

　無む謀ぼう。

　無む茶ちや。

　愚ぐ劣れつ、とさえいっていいかもしれない。

　そんなことは尚輝だってわかりきっている。

　だけど、もうすでに二月も終わりごろ。

　ぼやぼやしていたらあっという間に三年生、つまりはクラス替がえだ。いまみたいに毎日顔をあわせられる環かん境きようじゃなくなったら、ますますチャンスがなくなってしまう。

　以前、若月相手に、

「自力じゃ女子としゃべれない」

　とおどけてみせたことがあるが、実はそれもあながち噓うそじゃない。

　若月みたいに、自分から距きよ離りを詰めてくれるタイプの女子だったらいいけれど、たとえば尚輝のほうから、

（お近づきになりたい）

　と思った女子には、むしろ一歩たりとも近づくことができなくなる。そしてかすみはいうまでもなく後者のタイプだ。あのカラオケ店で若月を介かいしてしゃべれるようになっていなければ、いまでも尚輝は遠くからかすみの姿を眺ながめて満足しているだけだったろう。

　それが、互たがいに冗じよう談だんをいえる仲にまでなった。あの図書室での『事件』の帰り道、いつも以上に距離が近かったし、きちんと二人きりでも話すことができた──と思う。これがチャンスでなくてなんだろう。

「やるぞ」

　尚輝は燃えている。携帯を片手にして、初デートの誘い文句にふさわしい言葉をネット上から検けん索さくしては、画面内のメモ帳にコピーしている。あまりに張りきっているので、すでに一生ぶんは女性を口説けるのではないかというほどの量になっているが、尚輝にとってはまだまだ足りない。決定的なものに欠けるのだ。

　尚輝は燃えているのと同時に、緊きん張ちようもしている。

　こういうときは悪い癖くせが出る。胸がドキドキして落ち着かないとき、ついつい椅い子すから立ちあがって、「シュッシュッ」と息を吐きつつ左右の拳こぶしを繰り出している自分がいる。嫌いやで、苦痛でたまらなくなって辞やめたボクシングだというのに、これも業ごうだろうか。二年近く、否いや応おうなく身体からだに叩たたき込まれた習性がいまだに残っている。

　尚輝ははっとわれに返って椅子に戻ったが、身体を動かしたことで少し落ち着いたのか、いいアイディアが浮うかんだ。

　そうだ、なにも、一か八ばちか──、敵将の首を取るか討うち死にするか、なんて覚悟で挑いどむ必要はない。保険をかければいいのだ。

　若月に声をかけて、ついてきてもらおう。

　自分のほうから「三人で遊びにいこう」という話をして、かすみが十分に乗ってきたところで、

「あっ、ごめん、その日駄だ目めだった」

　と若月がばつの悪そうな顔をしていう。残念がるかすみを、

「わたしはいけないけどさ、せっかくだから二人でいってくればいいじゃん？」

　と若月にあおらせるのだ。

　悪くない考えだ。なにがせっかくなのかわかりはしないが、若月のことだから上手に事を運んでくれるだろう。

　それですっかり尚輝は気が楽になり、肩に入っていた力も抜ぬける思いがした。なにより、これならたとえ断られたところで、いわゆる『振られた』状態にはならないはず。自分もかすみも気まずい思いをせずに済むのだ。

　尚輝は携帯の電源を落として一つ欠伸あくびをすると、すぐベッドに潜もぐり込んだ。




　翌日。

　まだ午前中の時間帯に、尚輝は若月のいる教室まで足を運んだ。彼女とは事前に打ちあわせをしなければならない。計画を話せば、

「いいよ、面おも白しろそう」

　と目を輝かがやかせて乗ってくれる──はずが、

「そんなの、自分でやんなよ」

　廊ろう下かに呼び出した若月は、なぜかここに来て、哀あわれな子羊に手を差しのべてくれなかった。

「えっ、な、なんで」

「いったでしょ。一から十まで面めん倒どうはみない、って。肝かん心じんなところはあんたが自分でビシッと決めろ、って。いまがそのときだよ」

「そんな。頼たのむよ、若月。若月さま。ねえって」

「いかつい顔で甘えた声出すな」

「『スタパ』でキャラメルなんたらーの、奢おごるから」

「フラペチーノ」

「そう、それ」

「もう、好きくない」

　半月前くらいは夢中だったじゃねえか手前、といいたくなるところをぐっと堪こらえて、なおも頭をさげようとした尚輝だったが、

「女め神がみさまは慈じ悲ひ深ぶかいばっかりじゃなくて、子羊に試練を与あたえるものだよ。自分でいいなって」

「だから、それができたら──」

「なに、どうしたの？」

　そこへ、当の東雲かすみが姿を見せてしまった。尚輝があわてて自分の口を塞ふさぐ。若月がにやっとした。「いまがチャンスだ」といいたいのだろうが、こんなところで討ち死にする覚かく悟ごなど決まっていない。

「あ、ひょっとして、なにか内ない緒しよ話ばなし？」

　むしろ尚輝と若月の仲をかんぐるように、かすみは二人を交こう互ごに指差した。

「うんにゃ」

　と若月は首を横に振って、それから、

「ナオとあんたが二人っきりで遊びにいくっていう、その相談」

　とんでもないことを、それも大声で口にした。

　廊下を通りかかった生徒たち、それに廊下側の席にいた若月真由のクラスの生徒たちがいっせいにこちらを見る。

　なんてことだ。尚輝は自分が青ざめるのがわかった。すべてが終わった。着実にかすみと距離を縮めていたことも、昨夜の携帯片手の奮ふん闘とうも、ボクシングを辞めてからいいように転がっていたすべてのことも。なにもかもがガラガラと音を立てて崩ほう壊かいしていく。壁かべが崩くずれ、柱が倒たおれて、残されるのはからっ風の吹ふき抜ける廃はい墟きよだけだ。そこには白骨化した尚輝の亡なき骸がらが横たわっている。

　男子生徒の大半がニヤニヤ笑っているのが視界の隅すみで見えた。

（馬ば鹿かが）

（元ボクシング部の、鼻の潰つぶれた汗あせ臭くさい野や郎ろうが、東雲かすみとつきあおうだって？）

　男子生徒たちの顔は見えても、かすみの顔は見えない。見る勇気もない。

　あきれているだろうか。困っているだろうか。それとももしかして、怒おこっているとか？

　一いつ瞬しゆんごとにのしかかってくる沈ちん黙もくが怖い。そして痛い。これじゃまるで死し刑けい宣告を待つ罪人だ。できれば、刑をいいわたされる前に逃げ出したかった。そうだ、そうしよう。逃げて逃げて逃げまくって、かすみもいない、邪じや悪あくの権ごん化げたる若月もいない、誰だれも自分を知らない土地へいこう。そこで一人老いさらばえていきながら、かつて自分がとてつもなく強い、伝説に語られるほどのボクサーであったことを若者たちにほのめかしながらひっそりと生きていく──。

「あ、この前のこと、真由ちゃんが話してくれたんだ？」

　逃亡者の汚お名めいを着る覚悟を固めかけていた尚輝の耳に、意外なほどに明るい声が聞こえてきた。

　はっとして顔をあげると、東雲かすみが微笑ほほえんでいる。

「こ、この前、って？」

　尚輝が聞くと、若月が小声で、

「ナオ、かすみを不良から助けたらしいじゃん。やるね。それでさ、かすみから、『黒宮くんにお礼がしたいんだけど』って相談されてたんだ」

　と教えてくれた。

　尚輝は血の気が引いて冷たいほどだった顔が、一気に火ほ照てるのを感じた。倒れた柱が元に戻もどり、崩れ果てた壁が再生されていく。

「わたし、奢るから。お年玉貯ためているから、なんでも好きなものいってね」

　かすみはそういった。

　どうやらデートというより、かすみは尚輝にお礼がてら食事を奢るだけのつもりでいるらしいのだが、「二人で遊びにいく」というのを了りよう承しようした格好ではある。つまり、デートだ。まごうことなきデートだ。

「よかったじゃん」

　若月が尚輝の腕うでを肘ひじ打うちした。どこか夢ゆめ見み心ごこ地ちで頷うなずきかけた尚輝に、邪悪の権化からめでたく女神さまに復権した若月はまた小声になって、

「でも、今日からは校内を一人で歩けないかもね？」

　と耳打ちしてきた。

　見ると、先ほどまで嘲ちよう笑しようを浮かべていた男子生徒たちの様子が一変している。笑えみがなくなった代わりに、各おの々おのが火を放つかのような視線でこちらを射抜いており、尚輝は「うお」と腰こしが引けるような思いを味わった。




　迎むかえたデート当日。

　かすみを誘ってからおよそ十日後。

　若月は大げさに、男子クラスメートたちのコミュニケーションアプリにおいて「黒宮殺す」の文字が躍おどらなかった日はない──とまでいっていたが、実際のところ、身辺は静かなものだった。それより、当日を迎えるまでの尚輝自身の心境のほうが騒さわがしかった。

　初デートだ。女子と二人っきりで外出するなんてこれがはじめて。眠ねむれない夜がつづいた。その代わりに授業中に何度も居い眠ねむりをして叱しかられた。なにをするにも集中力がなくて、体育の授業中などは、サッカーボールが何度か顔面を直ちよく撃げきした。それでもちっとも痛くなかったのだから人体とは不思議なものだ。

　三十分も早く着いてしまった尚輝は、駅前のロータリーを眺めながら、何度も腕うで時ど計けいを見た。

　休日の駅前だから、人の出入りが激しい。時々、知りあいが通りかかることもあって、尚輝はそんなときはあわてて姿を遠ざけるか、店のショーウィンドウを覗のぞき込む振ふりをした。

　待ちあわせ時間がもう五分後に迫せまったころ。クラスの女子が見えたのでまたさっと身を遠ざけようとしたところ、いちばん出会いたくない相手と正面から出くわしてしまった。

　目を逸そらそうとしたが、遅かった。そいつは、

「ナオ」

　と呼びかけてから、

「黒宮」

　と呼びなおした。

　真吾だ。ボクシング部員の桐生真吾。

　若月から聞いてはいたが、彼から「黒宮」と呼ばれたのは久しぶりのことだった。尚輝はなんといっていいかわからず、ただ「ああ」という風に頷いたきり。真吾はものめずらしげに尚輝を観察していたが、それから、

「デートだってね」

　と笑った。彼にまで知られているらしい。尚輝は答えなかった。ボクシング部を退部してから直接顔をあわせたのははじめてだ。正直、あまり長く向きあっていたくない。尚輝は腕時計を見る振りをした。あと三分。

「シカトしないでよ」

　退部したその日に尚輝がいったことを真似まねてか、真吾は面白そうにいう。尚輝はまた無視をした。腕時計を見る。残り二分。高校ボクシングの一ラウンドと同じ時間。

「逃げないの？」と真吾はいった。「デートからも、ぼくからも、逃げちゃえよ。そうしたほうが楽なんだろ、黒宮は」

「いい加減にしろよ」

　最後まで無視を決め込むつもりが、またカッとなった。不良のつもりがなくとも、尚輝だって昔から決して気の長いほうじゃない。

「なんだよ、逃げる、逃げるって。部活を途と中ちゆうで辞めるのがそんなに悪いことかよ。そんな奴、いくらだっているって。おまえ、そいつら全員に嚙かみつくのかよ」

「ほかの人のことなんて知らないよ」

　真吾が目を細めた。尚輝は正直、息を吞のんだ。いつ殴なぐりかかってきてもおかしくないような──リング上で対たい峙じしたときすら感じたことのない、はっきりとした『敵意』を感じたのだ。中学のとき、転校してきた当初は線が細く、頭がよくて、気が小さくて、つまりはいじめっ子たちの格好の的だったのに、いつからこんな『凄すごみ』が出せるようになったんだろう。ボクシングの成果だろうか。いや、部活中だって、仲のいい尚輝とはスパーリングをしたくないとダダをこねていたはずなのに、たかが『退部』を告げたくらいで、なぜこんな風な関係になってしまったのか。

「ほかの人のことなんて知らない」

　と、真吾は繰くりかえした。「ただ、黒宮を見てると苛いら々いらするんだよ」

「そうかよ、だったら話しかけてくるな」内心ちょっとだけビビりながらも、尚輝は虚きよ勢せいを張っていいかえす。「知らんぷりしてろよ。おれだっておまえとかかわりあいたくないよ」

　真吾は尚輝の顔をじっとにらみつけた。尚輝が「相手にしない」というように目を逸らしても、長いこと見つめつづけた。一分、二分……もう約束の時間のはずだ。ボクシング部の練習に慣れた尚輝は、体内できっちり二分間を計ることができる。と、無言のまま真吾は尚輝の横を素す通どおりしていった。

　と、その瞬しゆん間かんだ。

「黒宮、そんなだったら、いつか死ぬよ」

　信じられないことをいってのけた。

　死ぬ？　おれが？　どうやって？　おまえに殺されるっていうのか？

　そう言い返してやろうと思ったが、すでに真吾は背中を遠ざけていた。

　尚輝は深いため息をついた。

　大事な初デートの前におかしなことになった。

　両手で自分の顔を揉もみほぐす。いまの自分は「怖こわい顔」をしているかもしれない。かすみがいってくれたような「可愛かわいい顔」に戻らなきゃ、彼女を怖がらせてしまう。

　だが、その心配は無用のものだった。

　なにしろ、いつまで経たっても東雲かすみは待ちあわせ場所にあらわれなかったからだ。




　　　　４




　体調がよくない、ということだった。

　連れん絡らくをくれたのは若月だ。直接こちらに連絡してくれればいいものを──かすみ自身は、いまどき携けい帯たい電でん話わの所持を親に許されていなかったが、尚輝のほうから番号は連絡してある──わざわざ若月を介かいして今日のデートを延期にしてほしい、といってきた。

「そこはそれ、乙女おとめのジュンジョーでしょ、わかってやんなよ」若月は電話で気の毒そうな声を出した。「直接ナオにそういうのは気が引けたし、恥はずかしいんだよ。学校で会っても責めないでよね」

「わかってるよ」

　尚輝はがっかりするとともに、ほんの少しだけ、ほっと肩かたから力が抜ぬけるのがわかった。約束を取りつけてからのこの数日、緊きん張ちようのしどおしだったからだ。だけど、またこれから約束するところからやり直して、そこからふたたび同じような緊張の日々が待つのかと思うと少しやるせない。

　翌日は翌日で、どんな風にかすみと挨あい拶さつを交かわすべきか迷った。なんてことはない顔をすればいい。当然、「体調、大だい丈じよう夫ぶ？」と気き遣づかいの一つも見せるべきだろう。

　しかしこれも杞き憂ゆうに終わった。かすみは学校に来ていなかった。

　翌日も、そのまた翌日も。

「東雲さん、だいぶ悪いのかな」

　若月に聞いてみたが、彼女自身、

「わかんない」と不安げな顔でいった。「家電にかけても五月さつきさんが出て、『かすみ、疲つかれているらしいの』っていうだけだしさ」

　五月さん、とはかすみの母親のことらしかった。若月は小学校時代からかすみと友達だったらしいから、家にいったことも何度かあって、かすみの母親とも仲がいいのだろう。

「家にいっても、あげてくれないんだ。かすみが断ってるらしくて。『ごめんね』って五月さんに何度も謝られたけど。逆にあれこれ聞かれたよ。『関係ない話だけど、たとえば、かすみがいじめにあっているとかないよね？』って」

「いじめって……そうなのか？」

「同じクラスのナオのほうが詳くわしいでしょ」

　考えるまでもなく、あり得ない。かすみは男子生徒からの人気が高いし、普ふ通つう、そういう女子はほかの女子から嫌きらわれやすくもあるのだけど、

「なんだかかすみって女の子が見ても守ってあげたくなる感じだよね」

　と、女子からもいわれるくらいだから、同性の友達だって多い。男子がたまにかすみの気を惹ひこうとしてか、乱暴なからかい方をしたときなど、周りの女子たちがきっとまなじりを決してその男子をいっせいに攻こう撃げきする場面を、何度か目もく撃げきした。団結した女子は恐おそろしい。

「かすみのいる古文研究会だって、大人しい女子がほとんどだからなあ。トラブルがあったなんて思えない。やっぱり、疲れてるんじゃないの？　かすみ、真面目まじめだから。いろいろがんばっちゃう子なんだって」

「うん……」

「それとも、もしかして」

「もしかして？」

「ナオとのデートがすごくウザくて、でもきっぱり断るのも悪いし、ってんで、気に病やんじゃったのかも」

　洒落しやれにならない。男子の尚輝だって、デートの日が迫るごとに緊張の度合いが増したものだ。若月のいうとおり、本当に気の進まないデートだったなら、かすみが抱かかえていた負担は尚輝の倍以上もあったのかもしれない。それなら、倒たおれちゃっても不思議じゃない。

　思わず考え込んだ尚輝を見て、若月は、「噓うそ、噓」とあわてた様子で手を振った。

「かすみだって、ナオとのデート、楽しみにしてたよ。かすみ、携けい帯たいは持ってなくてもパソコンなら持ってるからさ。部屋のなかであれこれ着き替がえた写真をメールで送ってきて、『着ていく服はどれがいいかな？』『ちょっと気合い入れすぎかな？』とか、何べんもわたしに聞いてきたくらいだもん」

　だけど、翌日も、その次の日も、かすみは学校にあらわれなかった。

　おかしい。よっぽど重い病気にかかってしまったんだろうか。でも入院したという話は聞かない。やっぱりおれと顔をあわせるのが億おつ劫くうになったんじゃ、と心配事は尽つきない。かすみの、あの控ひかえめな笑顔が脳のう裏りをよぎって、泣きたくなるような気持ちにさえなった。

　土曜の夜。

　いろいろ頭を悩なやませた挙げ句、こうなったら東雲さんの家に直接いってみるか、とまで考えた。

「もう、おれのことは気にしないでいいから。デートのことは忘れて。その代わり学校おいでよ」

　って、ドラマや漫まん画がの主人公みたいにかっこよく自分のほうから振られてみようか。かすみと顔をあわせづらくなるのは寂さびしいが、このままかすみが学校に来なくなるよりはずっといい。

　いや、いきなり家に押しかけるのもまずいか。もしかすみが自分のことを負担に思ってるんなら、ストーカー扱あつかいされてもおかしくない。

　悶もん々もんとした時間ばかりが過ぎた。

　この日、すでに深夜をまわっている。さすがに少し眠ねむ気けを感じはじめたころ、結局、まずはかすみのパソコンにメールをしてみるか、とごく簡単な答えにいたった。

　若月真由からアドレスを聞きだして、メールを打とう。最初から「おれのことは気にしないで」なんていったところで、空まわりする恐れもあるから、「身体からだ、大丈夫？」くらいの文面でいいだろう。「不安で不安で眠ねむれない」と本音をずばり伝えるのもまずい。あくまで軽く、さらっと、スマートに。

　尚輝は机の片かた隅すみにあった携帯に手を伸のばした。プログラム上のメモ帳を開く。最初、かすみをデートに誘さそうための口説き文句をずらずらと書きつらねたメモ帳には、その次に、初デートはどこがいいか、やはりネットや口コミで調べた場所があれこれ書かれてあった。そして今度は、メールの文面を試行錯さく誤ごするためにまたあれこれ書き足される──はずだったが、パネルをタッチしようとした矢先に着信音が鳴ったので、思わず携帯を取り落としそうになった。

　画面に表示された番号に覚えはない。

　だが、その瞬間、尚輝は胸が高鳴るのを感じた。すばやく電話に出る。

　いまや懐なつかしいとさえいえる声が聞こえてきた。




　夜の公園。

　映画やドラマでは何度か見た光景だったけれど、まさか自分が経験するとは思いもしなかったシチュエーションだ。

　最も寄よりの駅から、メインストリートを住宅街のほうに外れる坂道を登っていくと、公園の塀へいが左手側に見えてくる。

　朝早く、そして夕方には園路をジョギングする人もたくさんいるくらい広い公園だが、夜ともなると、照明の数が少ないせいもあって、一転して怖い雰ふん囲い気きになる。

　この住宅街に住む尚輝の悪友いわく、

「あの公園、夜になると、なかでも外でもカップルがいちゃついてるんだぜ」

　ということらしい。

「外でも？」

　と尚輝が聞くと、

「公園の塀沿いに車を停とめて、ギッタンバッタン」

　と、頼たのみもしないのに手でその様子を再現してくれた。

　電話を受けてから、ここまで約十分。ずっと走りっぱなしだった。塀が見えてきたところで足を止める。息が切れていたが、そこは二年近く『修しゆ業ぎよう』を耐たえ抜いた身だ。呼吸がととのうのも早い。

　さすがに冬だからか、公園内にも、また外にも人ひと影かげはない。悪友のいっていた「ギッタンバッタン」の車も見当たらなかった。

　公園の入り口に入るとき、やや身体がこわばった。悪友のおかしな言葉を思い出したせいだろうか、ただ運動の直後というだけではなく、頭の芯しんが妙みように火ほ照てっている感じがする。

　ゆっくり足を進めた。

　数分もしないうちにその足が止まった。

　照明が白々しく照っている下、屋根つきのベンチの傍かたわらに、人影があった。

　尚輝は息を吞のんだ。

　人ひと気けのない夜の公園に、たった一人、照明に照らされて女子高生が立っている。

　女子高生、とひと目でわかるのは制服を着ていたからだ。それも、この季節になぜか夏服。白い半はん袖そでのブラウスから伸びた、これも白くて華きや奢しやな手がスカートをつかんでいる。尚輝はぞっとするものを感じて、長いこと動けずにいた。

　東雲かすみだ。

　それはまちがいない。たとえ距きよ離りがあっても、彼女の顔を見まちがえるはずがない。

　だけど尚輝はその確信を打ち消すほどの強い違い和わ感かんをも同時に覚えていた。ただ単に制服だけの問題じゃない。

　あれは本当に東雲かすみか？　いや、そもそも本当に人間なのか？

　かすみは微び動どうだにしていない。普通、人を待っているのであれなんであれ、まったく身じろぎもせずに立ちつくすことなんてあり得ない。左右の足に体重を移し替かえたり、腕うで時ど計けいを見たり、髪かみを払はらったり。そんな仕草がなに一つとしてない。たとえ、

「写真を撮とるから動かないで、じっとしていて」

　といわれたところで、動きを完全に封ふうじることなんて不可能だ。呼吸をしているから、肩が動く、胸が動く。瞬まばたきだってする。

　それすらない。止まっている。それこそ静止した瞬間をとらえた一枚の写真のようだったし、あるいは、東雲かすみの姿を完かん璧ぺきに模した人形のようでもあった。

　だから尚輝の足も動かない。近づけない。

　写真？　人形？──なに馬ば鹿かいってるんだ、と尚輝は自分を笑い飛ばしたくなった。なんのためにここまで走ってきたっていうんだ。

　前へ進もうとする。だけど動けない。脚あしが──というより尚輝の身体が、全力をもって拒きよ否ひしている。東雲かすみに似た姿をした何者かに近づくことを。

　くそっ、と尚輝は自分を叱しつ咤たした。

　地面にぴたりと貼はりついた足を動かそうと力を込める。歯を食いしばる。それでもびくともしない。まるで地面の下から手が伸びてきて足首をがっしと摑つかんでいるかのよう。

　汗あせが額から滴したたり落ちた。頭の芯は前よりもっと熱くなっている。それなのに身体は驚おどろくほど冷えていた。じっとしていると指の端はしから凍こおっていくんじゃないかと思えるくらい。おかしな感覚だ。それはわかっている。おかしいというなら、東雲かすみも、そしていまここにいる自分だってそうだ。

　ここに来て、ようやく尚輝は疑問に思った。

　十分ほど前の電話の相手は、かすみだった。

「黒宮くん？」

　と語りかけるその声は疑いようもなく彼女のものだったのに、そのときにも確か違和感を抱いだいたはずだ。声には張りがなかった。といって、暗く沈しずんだ様子もない。

　声にだって表情がある。電話の向こうの顔を想像できるくらいには、声は豊かにその人の感情を表現する。なのに、無。尚輝は無表情で受話器を取っているかすみの姿が想像できた。

　だけどそのときは声の調子など気にも留めなかった。ただ相手がかすみというその事実だけで驚いたし、同時にとてつもなく喜んだ。

「た、体調はどう？　少しはよくなった？」

「うん」

　とかすみはいった。やはり無表情。

「この前は、約束をすっぽかしてごめんなさい」

「いいって。病気だったら仕方ないよ。月曜から学校にも来れるの？」

「うん。だけど、その前に──」

「その前に？」

「会っておきたいの。黒宮くんに」

　反射的に尚輝は時計を見た。深夜十二時を過ぎている。だけど、ためらってはいられなかった。

「わかった」

　と電話を終えてから、すぐさま尚輝は着替えて外に飛び出た。

　そしていまここにいる。

　だけど、ちょっと待て。尚輝の家と、前に聞いたかすみの家とでは、駅が六つ、七つはちがう。住宅街近くの公園を指定してきたのはかすみだ。なぜ、地元の人間にしかわからないような場所を知っている？　そもそもこの時間帯、電車は走っていたろうか？　タクシーで来た？　家の人に送ってもらった？

　いろいろな疑問が頭のなかで明めい滅めつする。

　瞬しゆん間かん、

「黒宮くん」

　尚輝が反射的に顔をあげると、東雲かすみが、目の前に立っていた。思わず大声が出るところだった。近づいてくる気配なんてまったく感じなかった。まるで瞬間移動したかのようだ。

「さっきから待っていたのに。どうして声をかけてくれないの？」

「あ、ああ、いや、それは」

　無表情。ＣＧで精密に再現されたみたいなかすみの顔。

「ねえ、黒宮くん」

　そしてこれも機械で合成したような声で、かすみはいった。

「黒宮くん、わたしのこと、好き？」

　尚輝は、なぜだか瞬時に頷うなずくことができなかった。恥はずかしいとか、振ふられる予感がしたから、とかじゃない。

「わたしは、黒宮くんが、好き」

　かすみが笑った。

　尚輝の好きな、あの控えめな笑え顔がおじゃなかった。唇くちびるの端がにゅっと吊つりあがって、目が半月状になって。

　まるで、大好きなご馳ち走そうを前にして、あどけなく笑う幼子みたいに。

「だから」

　とかすみはいった。

　尚輝はあとずさった。いまはもう頭の芯までも冷えている。

「黒宮くんを、わたしにちょうだい」

　かすみの姿が搔かき消えるとともに、その声は尚輝の背後から聞こえた。

　また、瞬間移動したとしか思えない速度。尚輝が啞あ然ぜんとした隙すきに、かすみの腕うでが背後から伸びて、尚輝の肩かたと腰こしを摑んでいた。

　尚輝はとっさに振り払った。

　悲鳴があがった。

　乱暴に振りほどかれたかすみの悲鳴──ではなく、尚輝のものだ。肩と腰、摑まれた箇か所しよに激痛が走ったのだ。振りほどくなんてとんでもない。先ほど、脚を固定していたのと同じか、それ以上の力で、尚輝は動きを封じられていた。

　かすみの顔が、ゆっくりと首筋に近づいてくるのを感じた。

　なにか恐おそろしいことが起こる予感があった。このままぴたりとかすみと自分が重なりあってしまえば、取り返しのつかないことになるような、理由のない、ただし本能に根づいた予感──つまりは、これ以上もない恐きよう怖ふ。

　かすみの口が開いた、と見てもいないのに尚輝にはわかった。

　そして、なおもかすみの顔が首に近づいてきて──、

　瞬間、尚輝の世界が真っ白に染まった。同時に、

「やめろ」

　と尚輝のものでもかすみのものでもない声がした。

　背後からだ。

　この一瞬、尚輝は、図書室でのことを思い出した。あのときも木村に殴なぐられそうになった瞬間、後ろからそれを止める声が聞こえた。今度もまた女性の声だ。

　ただし落合愛理ではない。

　声そのものは決して大きくなかったけれど、まるで矢のように鋭するどかった。実際、本物の矢に射い抜ぬかれでもしたかのように、かすみの気配が急速に遠ざかるのがわかった。

　肩と腰の痛みも瞬時にして消えて、尚輝はその場に膝ひざをついた。膝をつきながらも、これも本能的な恐怖によるものか、視線だけは声のしたほうへと自然に導かれていた。

　まぶしい。

　強いライトが当てられている。

　ついさっき──といってももう時間の感覚もないが──尚輝自身が通ってきた公園の入り口に、人ひと形がたのシルエットが浮うかびあがっていた。
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　ライトが消えた。

　どうやらバイクのヘッドライトらしい。それに気づいてはじめて、唸うなるようなエンジン音も聞こえてきたが、これもじきに消えた。

　公園の入り口に停められたバイクから、乗り手が降りてくる。

　尚輝は目を剝むいた。

　いま自分が置かれている状じよう況きようや、かすみの姿をした何者かの存在もそうなら、新たにあらわれたその人物もまた、尚輝のよく知る日常とはかけ離はなれた存在だったからだ。

　上下ともに黒ずくめ。レザーのジャケットに細身のズボン、それにブーツ。バイク乗りが冬に着込んでいるような格好だが、上下ともに薄うすく、すらりとしたプロポーションが強調されているほどだから、正直、防寒の役目を果たせるとは思えない。

　さらには、ジャケットの前が開いていて、これも黒に近い色のシャツが見えていたが、裾すそが短く、お腹なかの辺りが露あらわになっている。

　どいつもこいつも寒くないのか、と半ば放心状態にあった尚輝は、場ちがいな怒いかりを抱いた。まるでこの状況で、自分のほうこそ常識から外れているみたいだ。

　一歩、二歩と近づいてくるにつれて公園の照明に白々と照らされたその顔は、驚くほどつくりがととのっていた。

『少女』といったらいいのか、『女性』といったらいいのか。おそらくはその中間。

　美女なのはまちがいないが、見方によっては男性のようでもあった。黒々とした眉まゆと目が特に力強い。美しい、というより、「凛り々りしい」といったほうがぴったり当てはまる。そして鋭いその目は、これも驚くほどまっすぐに視線を伸のばして、尚輝を──ではなく、その向こうにいるかすみを見つめている。

「やめろ」

　と、もう一度その女は繰くりかえした。さっきの鋭さは消えて、まるで面おも白しろがっているような口調だった。

　ここに来て尚輝はわれに返った。まさかとは思うが、この女性には、自分とかすみが痴ち話わ喧げん嘩かでもしているように見えたんだろうか。それでわざわざバイクを停とめて、制止しようとした？

　だけど、これはそんなもんじゃない。遊びのつもりで近づくにはあまりに危険。

（来るな）

　と尚輝はいおうとした。声にならない。

　近づいてくる。尚輝と並んだ。すぐに追い越こした。向かう先にいるのは当然東雲かすみ──に似た姿をした何者か。

（いくな）

　と今度はそういおうとしたが、しかしこれもやはり声が出ない。

　あのかすみは危ない。身をもってそれはわかっている。具体的に彼が味わったのは、女性離ばなれした怪かい力りきだけだが、それだけではないものを直感的に嗅かぎ取っている。もっとはっきりいうなら、あれは、

（人殺しさえためらわない）

　と尚輝に思わせる雰ふん囲い気きがあった。

　もしバイク乗りの女が声をあげていなければ、自分は死んでいたのではないか、と本気でそう思えるからだ。

　いまになって冷や汗があふれてきた。まるで汗を抑おさえつけていた栓せんが抜かれたみたいに、あとからあとから、とめどない。逃にげよう、と思う。とにかく身に迫せまる危険から逃のがれたいというのは生命の本能だ。その本能に従いたいのは山々の尚輝だったが、なにしろ自分を救ってくれた人がかすみのほうに近づいていっている。

　逃げたい、と思う気持ちも本物なら、それを、

（無視できない）

　というのも尚輝の本当の気持ちだった。

「や……」

　やめろ、といいかけたところ、まるで尚輝の意思を汲くみ取ったかのように女が足を止めた。

　かすみが笑っている。

　まるで、男女の機き微びを知りつくした女が気のある男に向けるようなそんな笑い方、尚輝の知るかすみなら絶対にしないはずだ。

「あなたはだあれ？　どうしてわたしの邪じや魔まをするの？」とかすみは笑いながら聞いた。

「黒宮くんとわたしの仲を邪魔する権利なんて、あなたにはないわ。向こうへいってなさい」

「嫌いやだね」

　女も鼻で笑った。それはそれで尚輝をびっくりさせた。あんなに露ろ骨こつに他人を嘲あざけるような笑い方を女性がするのを尚輝ははじめて耳にした。

「どうして？」かすみの笑いもやまない。「あなたも黒宮くんのことを好きなの？」

「そう」

「噓うそよ」

「そう、噓」

　女は小首を傾かたむけて笑う。セミロングの髪かみがジャケットの肩かた口ぐちで軽かろやかに揺ゆれた。

「黒宮くんは、関係ない。ぼくが用があるのは、おまえのほう」

　と、かすみを指差す。見た目、尚輝より年上のような女性が自分を「ぼく」と呼ぶのは違い和わ感かんがあった。なにより、そうして楽しげに口を利きいていると、本当は見た目よりずっと幼いんじゃないかという気もしてくる。

「わたし？」

「そう。黒宮くんっていうのがおまえの獲え物ものなら、おまえは、ぼくの獲物だ」

　指先をくるくるまわしながら断定した。「おまえ」だの「獲物」だの、初対面の相手に対する言こと葉ば遣づかいとも思えないし、意味だってわからない。が、

「ふうん、わたしたちのことを知っているのね」

　かすみのほうは変に納なつ得とくした風だった。

　さっきまでは尚輝が命を狙ねらわれている状況だったというのに、事態はすでに彼を置き去りにしている。二人は、二人にしか理解できないことをしゃべっていた。獲物だとか、わたしたちだとか、なにを意味しているのだろう？

　かすみがそのとき一歩を詰つめた。

「知っているのに、わたしを恐れもしない。そう、わたしも知っているわ。世のなかには、ドラクルを狩かり出そうとしている愚おろかな人たちがいるって」

「ご主人に聞いた？　〈閨ねや〉の寝ね物もの語がたりに？　それは、さぞ楽しかったろうな」

　終始小こ馬ば鹿かにしたような女の態度に、

「もう一度聞くわ。あなたは誰だれ？」

　かすみの顔に貼はりついていた笑みが消えた。対する黒ずくめの女は笑みを深めた。こんがらがっている尚輝からして、どこかドキッとするような笑顔だった。

「ぼくは、珠じゆ那な。名乗ったよ。これでいい？」

　女が胸を張った。首からペンダントをさげている。狼おおかみの頭を模したと思われるトップがかすかに揺れた。

「そう、じゃあ、身のほど知らずの珠那さん。あなたも、わたしのしもべにしてあげる」

　いうなり、かすみの姿が搔き消えた。

　いや、尚輝が一回瞬まばたきをした隙に、すでにその姿は、珠那と名乗ったばかりの女の眼前にあった。

　速い！　尚輝は息を吞のんだ。相手との距きよ離りを素す早ばやく詰めるのは、ボクシングでも重要な技術だが、二人の距離は六、七メートルはあったはずだ。アマチュアボクサーとは──いや、人間そのものとも次元がちがう。

　かすみの腕が横よこ薙なぎに振ふるわれた。女子高生のか細い腕だというのに、尚輝の脳のう裏りには、頭を果物みたいに粉ふん砕さいされる女の姿が鮮あざやかに浮かんだ。その直感はまちがっていなかったはずだ。なにせあれは人間じゃない。

　しかし、予想とはちがう光景が繰りひろげられた。珠那は頭をひょいと屈かがめてかわしていた。これも、信じがたい速度だ。あらかじめ「来る」とわかったうえで動いたとしか思えない。

　かすみは矢や継つぎ早に腕を振るった。その一いち撃げきごとが、ボクサーの繰り出すストレートをも上まわる速さがあったのに、

「遅おそいよ、遅い」

　珠那は上体を屈めた姿勢から、あざやかに側転して二撃目をかわすと、さらに振るわれた三撃目をバックステップしてやり過ごした。

　尚輝は驚おどろいてもよかったのだけど、ここで、なんとはなしに、

（あ。そうか）

　と納得した。あの珠那という女が、人間じゃないかすみモドキのことを知ったうえで、自信満々の態度だった理由がわかった。簡単なことだった。あの女だって、最初っからまともな人間じゃなかったのだ。

　二人、目にも留まらない速度で動いている。夏服姿のかすみモドキは白く、ジャケットとズボン姿の珠那は黒い。白と黒、二つの風が渦うずを巻きあいながら、尚輝から見て時に右へ、時に左へと同じ方向に吹ふきつけあう。ただしぶつかりあうことはない。白の風が喰くらいつこうとするたびに、黒の風が華か麗れいにいなしている。

「終わり？」

　気がつけば、二つの風がぴたりと静止していた。腕うでを振り抜いた姿勢のかすみモドキの眼前で、珠那が目を細くして微笑ほほえんでいる。まるで、大人にいたずらをしている少年のような笑え顔がおだった。

「まだしもべになったばっかりだろ。〈閨〉を経験したのは一、二度くらい。つまり、身体がまだできあがってないんだ。最初っから人間離れした動きで飛ばしていると、バテちゃうよ」

　言葉の意味はよくわからなくとも、最後の指し摘てきは当たっていた。かすみモドキの表情が一変している。苦しげだ。こめかみに驚くほど太い血管が浮いて、ぴくぴく脈動しているのが不気味。

「貴様」

　とかすみモドキは口を歪ゆがめた。するとその口のなかから、肉にく食しよく獣じゆうのような鋭するどい牙きばが覗のぞいて見えた。

「なら、次で終わりにしてやる！」

　表情ばかりか、その声すら先ほどとは変わっていて、野太い響ひびきを帯びていた。

　かすみモドキがいままでよりさらに一段速く動いた。珠那は虚きよをつかれたか、今度は逃げられなかった。

「あっ」

　と思わず尚輝は声をあげていた。かすみモドキの腕が深く珠那の胸に喰くい込んでいる。

　まるで自分が刺さし貫つらぬかれたかのように、尚輝の胸が痛んだ。

　が──、

「惜おしかったね」

　かすみモドキと異なって、珠那の笑顔は決して崩くずれなかった。

　よく見ると、かすみモドキの腕は珠那の胸に届く寸前で阻はばまれている。阻んでいるのはなにかというと、珠那が手にしているおかしな物体だ。

　いつ、あんなものを取り出したんだろう。まるで突とつ然ぜん出現したかのようだ。

　珠那の手に握にぎられていたのは、金属製と見える円えん盤ばんだった。中央に同心円を描えがいた穴が空いていて、珠那の手はその穴の縁ふちを握っている。なんといったろうか、確かゲームで見たことがある。ああ、確か、チャクラムだ。直径三十センチほどのそのリング、外側には刃やいばがついているはず。

　本来は投とう擲てき用の武器だ。中央の穴に指を入れてまわしながら投げつける。

　が、珠那は円盤を掲かかげると、すっと中央の握りから手を放した。

　当然、腕に沿って滑すべり落ちていくはずのその円盤が、なぜか手首の辺りでぴたりと静止し、そしてこれもなぜか、誰も触ふれていないにもかかわらず自然と回転をはじめた。最初はゆっくりと──そしてじきに、回転しているのがわからないほどの速度になる。

「しもべになってからまだ日が浅いなんて信じられないくらい動きがいい。よっぽど主人が強いんだろうな。そいつもあとできっちり狩っといてあげるから、安心して眠ねむるといい」

　かすみモドキの吠ほえ声は、もはや人間の言語には翻ほん訳やく不可能だった。野や獣じゆうの咆ほう哮こうそのものの声とともに、至近距離にある珠那になお襲おそいかかろうとする。

　そのとき珠那もまた、いままでとはちがった動きを見せた。回転をはじめたリングをまとわりつかせていた腕を、直線状に突つきあげる。

　かすみモドキの腕と触れあった瞬しゆん間かん、肉と骨が丸ごと裂さける嫌な音がした。

　自発的に回転する刃──つまりはチェーンソーで斬きられたようなものだろうか。かすみモドキの右みぎ腕うで、その手首から先が切り離されていた。切断面から黒っぽい血があふれ出ている。

　かすみモドキがこれも獣けものじみた悲鳴をあげた隙すきに、珠那がいったん距離を置く。いまや左右両方の腕にチャクラムがあった。どちらも手首で回転している。

　なんにせよ、普ふ通つうじゃない。

　もう普通じゃないのはわかっていたから、尚輝は驚くというより、どこかこの状じよう況きようを映画の一場面を見ているつもりで楽しみはじめていた。精神が飽ほう和わ状態にあるのだ。

「ハンターの武器を見るのもはじめて？　なら、紹しよう介かいしてあげよう。こいつがぼくのアクリ、『サークルウィップ』だ」

　珠那はこれ見よがしに回転するリングを相手に見せつけながら笑った。命を懸かけてのやり取りの最中だというのに、心底楽しい遊びをしている男の子みたいな顔だ。
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　が、すぐにその笑いをかすみモドキの咆哮が搔かき消した。いや、かすみモドキとはもう呼べなかったかもしれない。目は恐おそろしいくらいに吊つりあがっていたし、めくれあがった唇くちびるの奥からはっきりと牙が見えている。さらに、全身にびっしりと太い血管めいたものが浮うき出ていて、もはや人間にすら似ていない、そう、それは化け物と呼ぶにふさわしい姿になっていた。

　右腕の一部を失った化け物が跳とびかかる。その速度はやはり迅じん速そく。野生の獣が狩りをする光景をテレビで見たことがあるが、あれだってスローモーに見えるくらいだ。

　しかしもう尚輝は心配していなかった。

　珠那はまるで新体操の選手みたいに軽やかな動きで、防ぼう御ぎよと攻こう撃げきを同時におこなった。左手のリングで化け物の腕を受け止めるとともに、右腕を振りあげる。化け物の喉のどもとにぱっくりと穴が空いた。

「さよなら」

　珠那はなぜか、それだけは笑いではなく、どこか切なそうな声でいった。

　化け物の姿がぐらりと傾かしいだかと思うと、その喉から黒い血をいっせいに噴ふん射しやさせながら、がっくりと崩れ落ちた。

　尚輝はもう声をあげない。あげる気力もない。

　ただ、戦いを終えた珠那が、ふと自分を見ているのに気づいて、顔をあげた。

　歩いてくる。黒い血にまみれたリングが、音もなく回転をつづけていた。

（あ）

　と尚輝は思った。今度は、おれが殺されちゃう。

　そうわかったところで、もう、身動き取れそうになかった。
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　今日の授業が終わった。尚なお輝きは終始うわの空だった。チャイムが鳴って、日直の「起立」の合図があっても席を立たず、後ろの席の矢や野のに椅い子すを蹴けられてようやく気づいたくらいだった。

「どうした？　いつも以上にボーっとして」

　教師が出ていったあとに矢野がいったが、尚輝は答えず、教室のとある一いつ箇か所しよに目を留めた。

　空席だ。

「東雲しののめさんか」矢野がちょっとだけからかうような声こわ音ねを引っ込めた。「今日も来なかったな」

「ん」

「おまえとのデートがよっぽど嫌いやだったんだろうな」

　矢野はあえて明るく振る舞まおうとしてか、またからかう口調に戻もどったが、もうそれは尚輝にとっては使い古された『ネタ』だったので笑う気にも怒おこってみせる気にもなれず、「なあ」と別のことを話題にした。

「『吸きゆう血けつ鬼き』って知ってるか？」

「はあ？　キュウ……なに？」

　矢野はきょとんとなった。

「吸血鬼だよ。血を吸う鬼おに、って書く」

「キュウケツって、吸血か。吸血コウモリの、鬼バージョン？」

「まあ、そんなとこ」

　すると矢野は学校に持ち込むことを禁止されているはずの携けい帯たいを取り出し、しばらく操作していたが、

「やっぱねえよ、そんな言葉。ネット小説みたいなのが数件出てくるだけだ。架か空くうのモンスターみたいな形で」

　ネット検けん索さくの結果が表示されている画面を尚輝に見せてきた。

（じゃあ、吸血鬼で駄だ目めなら『ドラクル』は？　『〈竜りゆうの民たみ〉』は？　『アクリ』は？）

　立てつづけに聞こうとも思ったが、結果は目に見えている。尚輝だって散々試ためしたのだ。

「え、ひょっとしてこの小説書いてるのおまえか？　意外な趣しゆ味みがあるんだな。掲けい示じ板ばんに褒ほめちぎったコメント書いといて──な、なんだよ」

　矢野がぎょっとしたように顔を引いた。尚輝がじっと見つめていたからだろう。尚輝は相手が気味悪がっても見るのをやめず、

「知らない振ふりしてるけど、まさか、おまえじゃないだろうな」

「なんの話だよ。おれ、こんな小説書いてないって」

　そっちの話ではなかったのだが、尚輝はため息をついて前に向きなおった。

（小説か）

　架空の話じみているとは自分でも思う。三日前の夜に体験した出来事が本物かどうか、いまだって疑わしいくらいだ。それくらいあれは現実離ばなれしていた。




（殺される）

　とわかっても、身動き取れそうになかった。

　上下黒ずくめの、珠じゆ那なという女が近づいてくる。一見、細身の女性だが、いま、尚輝の目の前で化け物をあっさり退治してみせた。左右の手首で例のチャクラムが回転している。歩いてくるにしたがって速度が落ちて、また、もののついでみたいに徐じよ々じよに形状そのものが小さくなっていき、しまいには細めのリストバンドみたいに手首に巻きついたまま固定化された。

　しかしもう尚輝はそのていどのことには驚おどろかなくなっていた。それよりも、珠那の顔のほうに注意を奪うばわれていた。

　なんて冷たいまなざしだろう。

　かすみモドキと戦っていたときは、まるで戦いそのものを楽しんでいるかのような、いわば少年じみた明るさがあったはずだが、そうして真顔でいると、尚輝より五歳も十歳も年上の、息を吞のむほど美しい女性に見える。そして美しさとは、太陽のように明るいものではなく、むしろ氷の世界に吹ふきつけてくる風のように冷たいものだということを尚輝は思い知った。

　見つめているだけで、筋肉から骨から、いやもう魂たましいごと凍こごえそうになる。

　そう意識した瞬間、尚輝は自分が凍こおりつくより早く、すばやく起きあがった。両の拳こぶしをあげてガードの姿勢になったのはもう本能のようなものだ。

　と、

「なんのつもり？」

　珠那がやや目を丸くして、きょとんとしたような表情をつくる。「怖こわい奴やつはもういないよ。ぼくがやっつけてやったんだろ」

　怖いのはおまえだ、と思ったが、声にはならない。

「大体、どうして逃にげなかったんだよ。馬ば鹿かみたいにぼーっと見物しているし。戦いの巻き添ぞえで死んでても不思議じゃなかったんだよ」

　なんとはなしに、高貴な人物が他人を見下しにかかっているような口調だ。

「それとも、どこか怪け我がをした？　まさか嚙かまれなかったろうな」

　珠那はいうと、尚輝の傍かたわらにまわり込んだ。無造作な動きだったが、目で追えなかった。気づくと、珠那の白い顔が間近にある。

　かすみモドキのときと同じパターンだ。そのときの恐きよう怖ふがすばやくよみがえってきた。

　ぎゃっ、と思わず情けない悲鳴が洩もれる。腰こしが落ちそうになった。と、珠那もここで自分こそが恐れられていると気づいたらしい、

「うっわ、失礼な奴」

　珠那は黒々とした眉まゆを吊つりあげて、次いで、ぷっと頰ほおを膨ふくらませた。

「ぼくはおまえを助けてやったんだぞ。なのに、おまえときたら、ぼくのほうがまるで嚙みついてくるみたいに」

「い、いや、あの、ごめんなさい」

　反射的に謝罪の言葉が口をついて出てくる。なにがなんなのかさっぱりわからない状況は変わらないが、とにかく化け物を殺せるほどの女性を怒らせて、自分に得があるなどとは少しも思えない。

　珠那はまだ頰を膨らませたままにらみつけてくる。怖いのは怖いのだが、無表情でいたときの、あの冷たいまでの高圧さは薄うすまっていたので、むしろにらまれる前より尚輝は気が楽になった。

　だからか、

「あの……。助けていただいて、ありがとうございます。あ、あなたは、どなた、でしょうか」

　やっというべきことをいい、聞くべきことを聞くことができた。

「聞いてなかった？　ぼくは珠那」

　刺とげ々とげしい口調で名乗る。まだ機き嫌げんは直らない。

「そういうおまえは？……あ、黒くろ宮みやくんか。さっきあの『しもべ』が呼んでたっけ」

「く、黒宮、尚輝です。あの、『しもべ』っていうのは？」

「『しもべ』がなにかを説明するには、まず〈竜の民〉──つまりドラクルのことから説明しなくちゃいけないし、ついでにこれを知ると、今度は、ぼくがいったい何者なのか？　を知りたくなる。さらには──」

　と珠那は、自分の肩かた越ごしに、先ほどまで戦っていたかすみモドキのほうを指差した。喉からあふれた黒い血に抱だかれるようにして、大の字に倒たおれたままだ。

「おまえの知りあいの娘むすめが、これからどうなるか？　これも知らずにはいられなくなるはずだ」

　ジーンと痺しびれた手足にじょじょに血の通う感覚が戻ってくるように、尚輝の心に現実感が舞い戻ってきた。いままで『かすみモドキ』なんて認にん識しきすることで、自分の知人とはちがうモンスターのように思っていたのに、珠那はあれを『おまえの知りあい』だといった。

「そんな。おれの知っている、東雲かすみはあんな……」

「化け物じゃない？」

「え、ええ」

「残念だけど」珠那は少しも残念でなさそうにいった。「あれは、東雲かすみとやらになりすました化け物なんかじゃない。正しよう真しん正しよう銘めい、おまえの知る東雲かすみだ」

　そういわれたところで、まるでピンとこない。正直、珠那というこの女性が自分を騙だまそうとしている可能性だってある。その理由はわからないけれど、わからないというなら、そもそも最初からなにもわかりはしないのだ。

　珠那はそんな尚輝の心理を見み抜ぬいてか、

「少し座るか。ついておいで」

　まるで犬の子でも呼びつけるような口調でいうと、公園のベンチのほうに歩いていった。かすみが──かすみモドキが──尚輝を待っていた場所だ。ついていくのにためらいがあった。が、どっちにしても、このまま家まで逃げ帰ったところで、いま味わっている恐怖がきれいさっぱり消え失うせるとは思えなかったから、意を決して珠那のあとにつづいた。

「いっておくけれど」

　ベンチに腰こし掛かけた途と端たん、珠那がいった。顔を突つき出している。その距きよ離りの近さに尚輝は戸と惑まどった。と同時に、シャツの裾すそから露ろ出しゆつした腹部が視界に入った。アスリートみたいに引きしまっているが、照明に白く照らされてほんのりなまめかしくもある。

　尚輝はあわてて目を逸そらした。こんなときだっていうのに、気き恥はずかしさは抜ぬけないものらしい。

「こんなのは異例なんだぞ」

「と、いうと？」

「ハンターであるぼくの仕事は、ドラクルとその『しもべ』たちを狩かることにある。狩りの現場に普ふ通つうの人間がいることだって珍めずらしくない。そんな人たちは、みんな、おまえと同じことをぼくに聞いてきた。さっきいったとおりだ。『しもべ』ってなに？　ドラクルって？　そしてそれを知っていて、それと戦うおまえは何者だ、ってね。ぼくには、いちいちそんなことに答える義務はない。答えなんてこれで十分だ。『うるさい、黙だまれ、帰って寝ねろ』」

「…………」

「どうせ知ったところで、なんにもできやしない。むしろ、人間が駆く逐ちくしたと信じているこの闇やみのなかに、実は人間を捕ほ食しよくする何者かが潜ひそんでいると知ってしまえば、その瞬しゆん間かんから安あん穏のんとした夜はもう二度と訪おとずれなくなる。パニックになる。恐おそれる。逃げたくなる。でも夜はどこまでもつきまとう。逃げられない。あとはその堂どう々どう巡めぐりさ。ドラクルのことを知って、自ら命を絶った人間だっていくらもいる。だったら知らないほうがいい。ぼくはそう思っている。いまでも。おまえはどうなんだ？　これを聞いてもまだ知りたい？」

　珠那がもう一度顔を近づけてくる。尚輝はさっきとはちがう意味で視線を背そむけようとした。が、

「……わからない」

　尚輝はいった。「わからないから、知りたい、と思います。あとのことは……これも、わかりません」

　率そつ直ちよくな気持ちだった。「ふうん」と珠那は顔を引っ込める。ちょっと間があったあと、

「……どうして、『異例』なんですか？」尚輝のほうから聞いた。「どうして、『うるさい、黙れ』っていわないで、おれには教えてくれる気になったんですか？」

「敬語はいい。面めん倒どうくさいから」

　珠那はそういってから、こちらもわざとかどうか、間をつくってから、

「いまぼくが追っているドラクルがいる。前から目をつけていたけど、しばらく行方ゆくえをくらましていた。最近になってまた気配を感じるようになったものの、そいつがまぎれ込んだと思われる場所が厄やつ介かいだ。こっちも日がな一日ドラクルを追えるわけじゃないから、追つい跡せきと調査のための協力者が一人欲しいと思っていたんだ」

「協力者」

「そうだ。おまえがそれに適しているかどうかはわからないけれど、境きよう遇ぐうとしては悪くない。これは、東雲かすみとも決して無関係じゃないからだ」

「それなら」

「引き受けるか？　その意味が本当にわかってる？　協力者になる、ってことは、さっき味わったような恐ろしい出来事がまた自分の身に降りかかるかもしれない、ってことだぞ。『やっぱり嫌いやだ、帰る』っていうなら、止めはしない。なにも見なかった振りをして、日常に帰れ。誰だれもそれを責められない」

　帰るべきだったんだろう。

　黒宮尚輝は、ただの高校生だ。優等生でも不良でもない。成績は中の下。ボクシング部に所属してはいるものの、公式戦でも、さらには練習試合でだって一回も勝てていない。

（逃げないの？）

　とこのとき、桐生きりゆう真しん吾ごの声が耳もとで鳴りひびいた。

（逃げちゃえよ。そうしたほうが楽なんだろ、黒宮は）

　そうだ、と尚輝は思った。いまなら、痛いくらいにわかる。他人にどんな言い訳をしたところで、そしてどんなに自分を騙そうとしたところで、おれはやっぱりボクシングから──というより、一回も勝てそうにない自分から、逃げたかったんだ。

　そのていどだ。黒宮尚輝って男は。こんな、現実離れした、映画か漫まん画がじみた世界に身をおいていい存在じゃないんだ。

　しかし、いまも視線を巡めぐらせば、倒れたままになっているかすみの姿が目に映る。思えば、なんとも壮そう絶ぜつな光景だった。

　初デートの相手になってくれるかもしれなかった女の子。おれのこと、『可愛かわいい』なんていってくれたっけ。

　尚輝は膝ひざの上で自分の手を強く握にぎった。

「聞きます。……いや、聞く。だから、教えてくれ」

「ＯＫ」珠那は細い顎あごを引いた。「……あと、もう一つ、条件がある」

「な、なに？」

「途と中ちゆうで質問を挟はさまないこと。一度しかいわないから、自分の頭で整理をつけるんだ。これは、おまえたちの通う学校みたいに優やさしい世界の話じゃない。ついてこれない奴は置いていく。置いていくということは、わかるな。死ぬってことさ」




　　　　２




　彼らは、自分たちをドラクルと名乗っていた。

〈竜りゆうの民たみ〉という意味があるらしい。

「といったって、象しよう徴ちよう的な意味に過ぎない」珠那が説明を添そえる。「実は、太古、この世界の地上と空を支配していた竜の血を継ついでいるだとか、そんなんじゃない。ただ、普通の人間よりもはるかに強く、はるかに賢かしこく、はるかにこの世の摂せつ理りに即そくした、誇ほこらしい自分たちのことを人間と区別するために、そんな風に呼びはじめたんだ」

　つまり、彼らは人間ではない。

　人間は猿さるの仲間から進化のきざはしを登っていまにいたるという、いわゆる進化論があるが、彼らはその起源さえ異なるのだという。

「なのに、傍はた目めは人間にそっくりだ。それは、彼らが人間に自分たちを『似せて』いるからだ」

　かつては彼らこそがこの世界の覇は権けんを握っていたのだ、と珠那はいう。

　しかし、新興人類ともいうべきいまの人間たちがこの世界に誕生し、人間たちがそれなりの文明を築いていくにしたがって、次し第だいに地上から駆逐されていく運命に見み舞まわれる。

「彼らは新興の人類に比べるとはるかに寿じゆ命みようが長く──一説によれば五百年以上生きた者もあるという──、また、この世の摂理に沿った流れを加速させたり、逆に減速させたりすることのできる力、いわゆる『魔ま術じゆつ』をも操あやつっていた。種火を一気に燃えあがらせたり、風を止めたり、水を空中から生み出したりと、まあ、そのていどのものだったらしいが、それでも新興人類からすると恐ろしいパワーにはちがいない。それに加えて、身体能力そのものも新興人類とは比べものにならないほどのものがあった。なのに、ドラクルたちは駆逐されていった。なぜか？　答えは簡単だ。数がちがった。ちがいすぎたんだ」

　新しき人類は、ドラクルよりもはるかに劣おとった種であったものの、その繁はん殖しよく能力だけはずば抜けていた。一方のドラクルは、長すぎる寿命がたたってか、もともとの数が少ないうえに、出生率も人間よりはるかに低い。かつて魔術文明の趨すう勢せいを極きわめたドラクルであったが、もとより争いを好まない種族であったことも災わざわいして、鉄の武器を振ふりかざす人間たちに追われる格好で、徐じよ々じよに歴史の表おもて舞ぶ台たいから姿を消していった。

　彼らにはそれこそ鉄を吞のむような屈くつ辱じよくであったが、人間の目に留まって狩り出されるのを恐れて、その姿かたちを魔術によってつくり替かえていき、いまの人間にそっくりの姿になったのだという。

「どこの国にも創世神話、ってのがあるだろ。その神話のなかで、正しく人を導く神が、かつての支配者──邪じや悪あくな神でも悪あく魔までも化け物でもなんでもいい──を斃たおして支配権を奪うばった話はいくらもある。これは、かつて人間じゃない者たちが支配していた世界を人間たちが奪い取った、という実際に起こった出来事が神話へと形を変えていった、と見ることができる」

　地上の覇権を奪われたドラクルは、こうして人間が紡つむぐ歴史の闇にまぎれてひっそり暮らすようになったが、そのまま滅ほろびゆくことはなかった。

　人間と比べて長すぎる時間を活用し、彼らはますます魔術の研究にのめり込んだ。なかには同じドラクルにさえ『異い端たん』もしくは『外げ道どう』といわれる研究に手を染めた者たちもいた。

「彼らは魔術によって、自分たちの肉体に改造を加えていったんだ。より強く、より美しく、より長生きのできる肉体へと変化を遂とげるために。当然、これは危険な研究だ。大勢のドラクルが自分たちの研究によって命を失っていった。なかには、人間たちをひそかに連れさって人体実験をおこなった例も数多くあったという。この研究は一気に隆りゆう盛せいしたかと思えば衰すい退たいも早かった。そして一度途と絶だえたかと思えば、また別の何者かが先人のデータを引き継いで研究を再開させる。人間たちが科学の歩みを進めていくその傍かたわらで、一部のドラクルたちは、血と肉と魔術の進歩に身を砕くだいた。そして、人間が中世時代に差しかかったころ──」

　同種族にさえ禁きん忌きと恐れられ、時には実力行使によって排はい除じよされてきたその研究が、実を結びはじめた。

「ただ一人のドラクルが、ついに理想に近しい肉体を手に入れた。彼は鉄に傷つけられず、火に焼かれず、そして望めば千年も万年も生きることができる。飲まず喰くわずでも決して衰おとろえず、若々しい姿のままで。そう──要するに、不老不死だ。ただし」

　と、ここで珠那はこれまでの説明のなかでもっとも声に力を込めた。

「飲まず喰わずといっても、当然、それほどの肉体を維い持じするにはエネルギーが必要となる。それも莫ばく大だいな量のエネルギーが。そのために禁忌のドラクルが目をつけたのが──人間の血液だった」

「血液には強きよう靭じんな生命力が宿っている。以前も、人間の血が魔術の媒ばい介かいとして用いられてきたことはあった。しかしそれを、強靭な肉体を維持するためのエネルギーに転化したのは彼がはじめてだ。ほかならぬ自分の肉体においてね。それはいわば不完全な不老不死ともいえたけれど、このドラクルにいわせれば、『大海の水を飲むのになんの遠えん慮りよがあろうか』ということになる。つまり、この世におびただしく繁殖している人間の枯こ渇かつを心配する必要などない、取って喰ってしまえばいい、ってことさ」

「天才的であったこのドラクルは──のちに彼は自分のことを『始祖』と呼ぶようになるから、ほかのドラクルと区別するため、この時点からそう呼こ称しようしよう──、人間を別の用よう途とにも利用した」

「『始祖』は人間の身体に──主に首だ──鋭えい利りな牙きばと化した歯を立てて、その牙をもって血を吸う。再三いうように、この血液は彼にとって不老不死を維持するエネルギーとなる。が、それだけじゃない。彼は血を吸うことによって、その対象である人間の心身にも変化をもたらした。無論、これも魔術だ。『始祖』は捕とらえた獲え物ものの血を吸いつくしたり、殺したり──つまりは、一回こっきりの食しよく糧りようとしては扱あつかわなかった」

　そののち聞かされたのは、黒宮尚輝にとってはおぞましいのひと言に尽つきるものだった。

『始祖』に吸血された人間は、捕食者であるはずのドラクルに対して、強い、憧あこがれに似た感情を抱いだくようになるのだという。

　文明を築いた、世界の覇は者しやたる人類である自分が、それよりはるかに優すぐれた存在であるドラクルから獣けもののように吸血されるという行こう為いに、とてつもない愉ゆ悦えつを覚え、二回、三回と吸血を重ねられるごとに、次第に自ら首を差し出してでも、あるいはドラクルの足もとにすがりついてまでも、血を吸ってほしいと望むようになる。

「男がいい女に惹ひかれるとか、そんなレベルじゃない。これはなんというのか、絶対的な主を見み出いだした下僕の心境というべきだろうか。それも人間の本能だろうという説もあるが、まあ、これはぼくの知ったことじゃない」

　餌え食じきとされた人間が変わるのは心ばかりではない。

『始祖』に吸血された人間は、自らの血を吸われるのと引き換かえに、ほんの少量ずつ『始祖』の血が体内に注入されていく。いわば血液の交こう換かんだが、人間の血がドラクルのエネルギーとなるように、肉体的な改造がなされたドラクルの血もまた、人間に不思議な作用をもたらした。

「『始祖』の血が入ってくるたびに肉体が徐々に強化され、魔術を駆く使しする素養までも心身に宿っていく。──そう、つまりは人間がドラクルに近い肉体になっていくという意味だ」

「『始祖』は、かつて自分たちを文明の頂点から追いやった人間を食糧とするばかりではなくて、その人間たちをドラクルに近い存在につくり替え、さらには命令に忠実な兵士にすることで、新興人類の繁殖能力に対たい抗こうしようとしたともいえる」

　ここで、不老不死となった第一号のドラクルである彼は、自らを『始祖』と名乗るようになる。自分の存在をきっかけとして新たなドラクルの歴史を生み出していくというその野心がゆえに。

　ほかのドラクルたちは当然この『始祖』を脅きよう威いに感じた。ふたたび新興人類と敵対しようとする彼の野心などはむしろ自分たちを滅ぼすきっかけにしかならないのではないかと。ドラクルたちは数々の精せい鋭えいを派は遣けんし、『始祖』を殺害しようと躍やつ起きになった。しかし不老不死となった彼の前にことごとく返り討うちにあった。これは『始祖』の肉体そのものが強大なためでもあったが、

「『始祖』は不老不死の肉体をつくる研究の、いわば副産物的な存在として、この世のどこにもなかった新たな金属を生み出すことにも成功していた。彼はそれをアクリと呼んでいた。語源がなんなのかはぼくも知らないが、ともかく数々のドラクルや人体実験から生み出されたこの金属は、とある特性を帯びていた。魔ま力りよくをほとんど劣れつ化かさせずに宿らせることができるのと、また外部から与あたえられる魔力の影えい響きようを遮しや断だんするという、両方の特性を。まず外部に魔力を蓄たくわえておくことで、自身の魔力を飛ひ躍やく的に高めることができた。また、攻こう撃げきの際に有利になるだけでなく、その特性ゆえに、敵のドラクルが振るう魔力を防ぐ盾たてにもなり得た。攻撃、防ぼう御ぎよ、ともに有益なこのアクリの存在があればこそ、『始祖』はあらゆる刺し客かくを退けることができたんだ」

　多くの同どう胞ほうを手にかけた『始祖』はさらなる敵意を招いたが、同時に、主に若いドラクルたちを中心とした尊敬と憧どう憬けいを熱ねつ狂きよう的に集めてもいた。

「どうして誇り高き〈竜の民〉であるわれわれが、劣れつ等とう種の目などに怯おびえてこそこそ生きていかねばならないのか」

　という苛いら立だちと怒いかりは、若いドラクルたちにとっては我が慢まんのならないものであり、

「『始祖』の新創生計画にわれわれも名乗りをあげるべきだ。われわれも不老不死となって、人間の血を奪い、人間を『しもべ』にすることで、この世をふたたびわれら〈竜の民〉の手に取り戻もどすのだ」

　そんな声をあげて、次々と『始祖』のもとに馳はせ参じるようになった。

『始祖』は集つどってきた若者たちの多くに、自分と同じ肉体を与えた。いちいち魔術的な手術を施ほどこす必要はなかった。珠那曰いわく、

「『始祖』が吸血してやればいいんだ。簡単だろ？」

　とのことだ。

　人間がドラクルに近い存在に変わるのと同様、『始祖』に吸血されたドラクルは、『始祖』に近い存在となる。すなわち、人間を襲おそうための牙を有し、人間の血を吸うことで不老不死を維持できる肉体を手に入れるのだ。

　彼らの数は爆ばく発はつ的に増えた。一人が増えれば、その一人が知りあいのドラクルを不老不死とし、またその一人が別のドラクルを同じ存在へと変える。さらには、彼らが人間を襲って『しもべ』とした者たちも加えれば、その勢力はほかのドラクルたちをあわせてもかなわぬほどの規模となり、『始祖』に敵対する者はやがてあらわれなくなった──。




「それから、数百年」

　珠那の声のトーンが若じやつ干かん落ちた。

　尚輝は突とつ然ぜん夢から覚めたような気持ちになった。ここは真夜中の公園。そんな当たり前の事実に尚輝は安あん堵どした。このごく短い時間、まるで異世界に飛んでいるような、そんな奇き妙みような錯さつ覚かくを抱いていたからだ。

「『始祖』がいまだに生きているのかどうか、ぼくにもわからない。が、ドラクルたちの多くは現在も人間の築いた文明の陰かげでひっそりと生きている。ただし、もはや彼らはこそこそ逃にげ隠かくれて生きのびているだけの弱者じゃない。彼らは人間を捕ほ食しよくし、そして自分たちの下僕につくり替えている。不老不死の肉体と強大な魔力を秘ひめた彼らは、いまもこうして徐々に勢力を増していっているだろう。そして『始祖』の意に沿わないドラクルたちが駆く逐ちくされたように、彼らの力が十分に蓄えられたそのときこそ、今度は人間たちのほうが一人残らず地上から駆逐されてしまうだろう」

「──」

　いままで休みなく語りつづけていた珠那が、一いつ拍ぱくおいた。

「どう？」と鋭するどい目で尚輝を見つめてくる。「これが、いまぼくたちの、そしておまえたちのいる世界だ。信じられる？」

　もちろん、普ふ通つうだったら到とう底てい信じはしない。

　だけど、尚輝はすでに普通でないことを体験している。信じられなくとも、そして信じたくなくとも、信じる以外にはなかった。

　尚輝はごくりと一回唾つばを飲んで、

「じゃあ──東雲さんは、ドラクルに吸血されて、『しもべ』にされた？」

「そういうこと」

「ドラクルに血を吸われて、そして血を吸われるのを自分でも望むようになって……身体が、段々つくり替えられていって」

　まるで学習したことを復習するような気持ちで尚輝が淡たん々たんと言葉を並べていくと、

「そう」少年じみた仕草で珠那は頷うなずいた。「さらにいえば、新たな本能が芽生える」

「本能？」

「人間の血を吸ってエネルギーを得る、というのはドラクルにとっては後天的な行為だけど、そうしなければ不老不死の肉体を維持できないのは説明したとおり。ドラクルも代を重ねるごとに、これが本能として遺伝子に根づいていった。生物が食糧を得ようとするのと同じか、あるいはそれ以上の欲よつ求きゆうとして、人間の血を心底から吸いたくなってきたんだ。『しもべ』も当然、ドラクルに近い肉体に生まれ変わるのだから、その肉体を維持するためにも、人間の血を求める欲求に駆かられることになる。そうやって、『しもべ』もさらに自分の『しもべ』を得ていく」

「……だから、東雲さんは、おれを誘さそい出して、血を吸おうとした……」

「そう」

「そこを……あなたに助けられて……あなたと、『しもべ』になってドラクル化した東雲さんが戦って……」

　いまにいたる。

　そこまで考えたとき、尚輝は無意識のうちに立ちあがっていた。

　なんてことだ！　じゃあ、やっぱり、あの『かすみモドキ』は東雲かすみ本人なのだ。腕うでを斬きり飛ばされ、喉のどをぱっくりと裂さかれたあの化け物が！

「し、東雲っ」

　尚輝は一いつ瞬しゆんにして半はん狂きよう乱らんになって、珠那を突つき飛ばすほどの勢いでかすみの倒たおれていた場所へと駆け出した。

　が、すぐにその足が止まった。

　かすみが大の字になって倒れている。それは以前のままだ。が、異変が起きていた。

　喉の傷が塞ふさがっている。切り裂かれた痕あとと見られる箇か所しよに黒い血の塊かたまりが盛りあがっていたが、逆にいえばそれ以外は正常そのものに見える。

「いまや、ドラクルの生命力は凄すさまじいものがある」立ちつくした尚輝の背後で珠那が囁ささやいた。「それに近しい『しもべ』も、ドラクルそのものにはかなわないまでも、人間ではあり得ないほどの再生能力があるんだ。殺すつもりなら、首を胴どう体たいから切り離はなすくらいじゃないと駄だ目めだ」

　つまりは、珠那には最初からかすみを殺す気はなかった、ということなのだろうが、いまの尚輝は答えることもできない。

　と、珠那は別方角に向かって歩き出すとなにかを拾いあげた。

「世話が焼けるなあ」

　小言めいたことを口にしながらなにをするかと思えば、拾いあげたもの──自分自身が斬り落としたかすみの右手首を、切り離された箇所に押し当てたのだ。黒い煙けむりがあがったように見えた。すると互たがいから滴したたっていた、やはり黒い色をした血がひとりでに混ざりあい、まるで生き物のように切断箇所を埋うめにかかった。

「ＯＫ。この娘むすめの吸きゆう血けつ鬼きとしての力量からして、そうだな、あと一時間も放置しておけばくっつくと思うよ」

　尚輝の足もとが、知らず、ふらついた。前まえ触ぶれもなしにこんな光景を見せつけられていたら、この一瞬で気絶していたかもしれない。なにしろ血や皮ひ膚ふが勝手に蠢うごめいているのだ。尚輝はなんとか意識をその場に留めおきながら、

「き……キュウケツキって？」

　と聞いた。

「吸血鬼を知らない？」一いつ瞬しゆん珠那は目を丸くしたが、それから納なつ得とくしたように頷いて、「まあ、つまりはドラクルが『しもべ』にした人間たちのことだ。自分たちのほうで勝手に仲間にしといて、誇ほこり高き〈竜りゆうの民たみ〉さまはもともと人間だった彼らを同じドラクルとしては認めたくないんだね。だから、一種の侮ぶ蔑べつを込めて、モンスターじみた、こんな呼び方をする」

「その……吸血鬼になった東雲さんは、このままもとに戻るのか？」

「いくら吸血鬼といっても、深手にはちがいない。彼らの傾けい向こうからいって、まずは身体からだの治ち療りようをするのに全エネルギーを集中させるだろうから、しばらくは寝ねたきりになる。人間の血を吸いそびれてもいるから、結構な時間がかかるだろうが、やがて意識も取り戻すだろう。ただし、わかっていると思うが人間として、じゃない。あくまでも『しもべ』としてだ」

（そんな）

　と尚輝の心が沈しずんだ瞬間、

「東雲かすみを、もとの人間に戻す方法はある」

　珠那がそういった。

「本当に！」

　思わず大声が出る。珠那は真顔で顎あごを引いた。

「彼女の様子からして、『しもべ』にされてまだそれほど時間が経たっていない。〈閨ねや〉──これはあとで説明する。吸血される、というのと同義だと思えばいい──も、多分、まだ一、二回のはず。それにしては力の強いほうだったけど、おそらくそれは主人が相当に強いドラクル、もしくは吸血鬼だからだ。『しもべ』の強さは主人の魔力に影響する」

「どうやったら、もとに戻せる？」

　勢い込んで聞いた尚輝に対し、珠那の答えは簡潔に過ぎた。

「そのドラクル──つまり、東雲かすみを嚙かんだ張本人を殺す」

「こ、ころす」

「そう。『しもべ』がドラクル化しているのは、そのドラクルの血が混じっているからだ。ただの血じゃない。そうだなあ、これも説明が面めん倒どうくさいけど……、『そのドラクルの意志が込められた血液』だとでもいっておこうか？　最初のころはこれがなかなか人間の身体に馴な染じまない。だから〈閨〉を繰くりかえす必要があるのだけど、つまるところ、まだ馴染んでいない初期段階ならば、ドラクルを殺すことによって血液から『意志』を排はい除じよすることができる。当然だね、命がないのに意志は継けい続ぞくできない。だから、近いうちに主あるじであるドラクルを探し出して、殺すことができれば、東雲かすみの身体をもとに戻すことができる」

（じゃあ、そのドラクルを探し出して殺そう）

　とは、さすがに口に出せなかった。ただしその意思は伝わったと見えて、

「おまえがぼくに聞きたがっている最後の疑問に答えてやろう。『珠那というこの美人はいったい何者なのか？』──といっても、もうあるていどの想像はついてるはずだ。この世をふたたびわがものにしようとするドラクルを、闇やみのなかから見つけ出して、狩かり出すのがぼくの仕事だ。一種のハンターだよ。それは、いつどうやってなるのか、この世に何人くらいいるのか、組織だって動いているのか──さすがにそんなことにまで答える義理はないけどね」

「じゃあ」

「頼たのまれるまでもなく、ぼくは東雲かすみを吸血したドラクルを殺すつもりでいる。ただし、覚えている？　それには協力者が欠かせないって」

「お、覚えている」

「よし。ここで利害関係が一いつ致ちした。ぼくは一人でも多くのドラクルを狩りたい。そしておまえは、いまは半ば吸血鬼と化しているこの娘を救いたい」

　珠那のいうとおりなのは確かだが、いま頷くのは相当に勇気が必要だった。が、体中の力を振ふり絞しぼるつもりで尚輝は首を縦に振った。

　ボクシングから逃げた自分ではあっても、そして真吾が指し摘てきしたように、これからいろんな場面でひょっとしたら『逃げる』ことを選せん択たくするかもしれない自分ではあっても──、いまだけは、逃げてはいけない、と心のなかで念じていた。

　珠那という不思議な女性は、手を差し出した。少しだけまごついた尚輝だったが、すぐに意図を察してその手を握にぎった。冷たい手だった。

「どれほどの期間になるかはわからないけど、一応、契けい約やく成立、といっておこう」

「お、おれは、なにをすればいい？」

　これも相当の覚かく悟ごをもって質問したのだが、

「どうやって彼女に呼び出された？」

　逆に聞き返された。電話で呼び出されたことを説明し、自分の携けい帯たいを見せると、「よし」と頷いた珠那は、

「じゃあ、まずは彼女の家に電話をかけろ」

　意外な初任務をいいわたした。




　　　　３




　学校が終わると、尚輝は真っ先に教室を飛び出た。部活を辞やめてからつきあいのいい尚輝のこと、遊びに誘う声もいくつかあったが、それらすべてを断った。

　駅に走っていく。

　まっしぐらに家に向かうかと思いきや、尚輝が乗った電車は家とはちがう方向だ。

　電車をおりて向かった先は、東雲邸てい。

　駅から走って五分ほど。自然の目立つ閑かん静せいな通りだ。ご近所のつきあいで成り立っているような古びた商店などが並ぶ先にかすみの家はある。チャイムを押すと、かすみの母の東雲五月さつきが迎むかえてくれた。夫は単身赴ふ任にん中。普ふ段だんは近所の理容室で働いているが、ここのところ休んでいるという。

　五月は尚輝の顔を見るなり、

「ご苦労さま」

　と、娘のクラスメートに対するにはややおかしな挨あい拶さつをした。

　尚輝もどこか緊きん張ちようしたように「はい」と応じる。

　なかへ入って、二階へ。かすみの部屋の前まで来た。いつもながら、ここに入るのも緊張を余よ儀ぎなくされる。一つ息を吸ってノックする。

「入れ」

　と応じた声に促うながされるままドアを開けた。

　八畳じようほどの部屋。隅すみっこに置かれたベッドの上に、東雲かすみの姿がある。目を閉じて眠ねむっていた。当然、「入れ」と応じたのは彼女じゃない。ベランダのところに、外を眺ながめているもう一人の女性がいる。珠那だ。

「学校で変わったことは？」

　尚輝のほうを見もせずに問いかけてくる。横顔のラインが目を惹ひいた。夜に出会った印象が強きよう烈れつなせいか、日中に見る彼女の姿は妙みように違い和わ感かんがある。なにせ格好もあのときのままなのだ。ちがいといえば、ジャケットの袖そでを外していることくらい。すんなりとした白い腕が露あらわになっている。細く、女性的なその腕で化け物を斃たおしたとはとても信じがたい。

　尚輝はついつい目を奪うばわれがちになる珠那から視線を逸そらしつつ、「いや」とかぶりを振った。

「噂うわさだけでもいいんだ。最近変わったというクラスメートは？　教師は？」

「それも、特に」

「使えない奴やつ」

　珠那の評価は簡潔で、そして辛しんらつ。

　ここ三日繰りかえされてきた会話だ。なんの成果もないことに尚輝も不ふ甲斐がいなさを感じてはいるのだが、特別にゴシップ好きではなかった彼のこと、噂を集めるといったって、なかなかうまくはいかない。ノウハウ一つわからないから、仕方なく、そういった噂が好きそうな女子生徒に聞いたり、クラス中の男子生徒からコミュニケーションアプリの仲間に入れてもらったりしながら、些さ細さいな噂一つでも逃のがすまいとつとめているのだが、いまのところ進展はない。

「そっちは？　東雲さんに変化は？」

「いまのところは」

　そうか、といいながら、尚輝は痛ましい目でかすみのほうを見た。ベッドで眠っている普ふ通つうの女子高生の姿──といいたいが、布ふ団とんの上からロープでぐるぐる巻きにされている。それだけでも十分異常であるものの、まず『ロープ』といいはしたが、これが半はん透とう明めいのおかしな物質でできており、さらに、数枚、神社で買えるようなお札がこの『ロープ』に絡からませる形で散らばっている。加えて、ベッドの周囲には、占うらないで用いそうな直径十センチほどの水すい晶しよう球だまが、奇き妙みような配置で並べられていた。

「結界だ」

　と珠那は五月に説明していた。

　が、噓うそっぱちもいいところだ。お札にせよ、水晶球にせよ、ただその辺で買い揃そろえただけの代しろ物もので、なんの力もない。当然、ドラクルいうところの『魔ま力りよく』も。

　が、

「素人しろうとに邪じや魔まされずに仕事するには、こうした雰ふん囲い気きづくりが必要なんだ」

　ということらしい。




　夜の公園で珠那の「協力者になる」ことを承服したのち、尚輝は珠那の命令でかすみの家に電話をかけさせられた。

　出たのは当然かすみの母である五月だ。いままで部屋にこもっていた娘が、この真夜中に突とつ然ぜん無断外出したため、パニックになりかけていた。もう少しで警察に連れん絡らくするところだった、という。

　尚輝は自分がかすみと同級生であることを説明したうえで、

「いまからお宅まで送らせていただきます。事情はそのときに」

　前もって珠那に聞かされていたとおりの台詞せりふをしゃべって、東雲邸の住所を聞きだした。

　その後、珠那はバイクに跨またがった。尚輝が手伝って、その後ろにかすみを乗せる形となった。このときにはすでにかすみの傷口はほとんど塞ふさがっていたのだが、意識は戻もどらない。さすがにこれでバイクの二人乗りは無理だろうと思っていると、

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　珠那が腕うでを高く掲かかげた。その手首に無色透とう明めいのリストバンドがある。珠那がくるりと腕をまわすと、細い手首を中心に回転をはじめた。それが速まるごとに大きさが増していく。珠那がかすみと戦っていたときのチャクラムだ。戦いののち、手首におさまっていたものを、ふたたび武器の形状へと戻している。確か、珠那はそれを『サークルウィップ』と呼んでいた。

「な、なにをする気だ？」

　珠那は答えず、右手にしたチャクラムを下から上へ放ほうるような仕草をした。するとまたも形状が変わった。珠那が手にしていた部分はそのままに、残る部分だけが宙へと舞まいあがる。つまり、リングの一部分が切れて、しなる鞭むちのような形状になったのだ。

　尚輝がぽかんと見あげているうちに、宙に放りあげられた先せん端たん部分がこれもひとりでに円を描えがくように動きつつ、ゆっくりと下降してくると、バイクに跨っている珠那とかすみ、二人の胴どう体たいを囲うような位置におさまった。ロープで互たがいの身体からだをくくりつけたような格好だ。

「これでいい」

　もう、尚輝には「はあ」としかいえない。この日いちにちで驚おどろきの許容量はもうとっくにオーバーしていた。

　その後、珠那がバイクを飛ばしていくと、尚輝は駅前でタクシーを捕つかまえて、東雲宅に向かった。

　家の近くで珠那と再合流。バイクからかすみをおろして、尚輝が背負っていくこととなった。

　目的地の前では、五月がすでに外に出て、娘むすめの到とう着ちやくを待っていた。

　娘が意識不明の状態であらわれたのだから、五月はまたパニックに陥おちいるところだったが、

「落ち着いてください」

　尚輝がぞっとするほど冷れい徹てつな声で珠那がいった。そうすると彼女の雰囲気は一気に大人びたものに変わる。

「まずは娘さんを家のなかへ」

　なにかただならぬ気配を感じたのだろう、五月はこくこくと頷うなずいて、玄げん関かんを開けた。

　そのあとのことに、尚輝はあきれるばかりだった。

　珠那は『ハンター』としてこういうことに慣れているのだろう。かすみを部屋のベッドまで運んだあと、五月が質問攻ぜめにしようとしているその先手を打って、

「娘さんの最近のご様子は？　突然、人が変わったようなことはありませんか」珠那のほうから立てつづけに質問をした。「昼にはまったく外に出たがらず、誰だれとも会話したがらない。飲食もほとんどしない。苦しみの唸うなり声のようなものをあげるが、部屋に誰かが入るのは決して許さない──ちがいますか」

　五月の顔面は蒼そう白はくになっていた。すべて思い当たるのだろう。

「やはりな」と珠那は多分に芝しば居いがかった口調で唇くちびるを嚙かんだ。「娘さんは、悪いものに憑つかれている」

「どういうことですか。かすみに、なにがあったんですか。こんなことははじめてで、わたしは、もう娘がわからなくて……」

　五月はしゃべっているうちに涙なみだをこぼしはじめ、最後にはわっと泣き伏ふした。尚輝には想像することくらいしかできないが、珠那が指摘したとおり、吸きゆう血けつ鬼き化したかすみは突とつ如じよ人が変わったようになったのだろう。普段は優等生を絵に描いたようなかすみだから、学校を休むようになっただけでも母親にはショックだろうに、さらに、いまさっき珠那がいったような症しよう状じようがあらわれはじめた。夫は単身赴任中だというし、思春期の娘のことだから周囲に相談もしにくい。一人で抱かかえ込んでいたろう五月は、救いの手を待ちわびていた。

「ご安心ください」

　そしてその救いの手が、いままさに五月の肩かたに触ふれた。「わたしは、この道のプロです。必ず娘さんをお救いして差しあげます」

　普段なら、『この手』の話に引っかかることもなかったろうが、なにせ娘の異常事態だ。おまけに珠那の美び貌ぼうは男女かかわらず惹かれるものがあるのだろう、五月はすがるような思いで珠那の手を握りかえした。

　その後、事情を説明するために、尚輝は自分の携けい帯たい電でん話わを取り出して着信履り歴れきを五月に示した。二時間ほど前、確かにこの家から電話をかけられた事実が画面に映っている。

　尚輝もひと芝居することを強制された。

「かすみさんに呼び出されて公園に向かったのですが、様子がおかしくて。ぼくの古い知りあいで、『こうした』ことに詳くわしい彼女──珠那さんに連絡を取ったのです。かすみさんは突とつ然ぜん珠那さんに跳とびかかる素そ振ぶりを見せましたが、珠那さんがひと声呪じゆ文もんを唱えると、こうやって眠りについたのです」

「先ほども申しあげたとおり、娘さんには悪い霊れいが取り憑いています」と珠那が畳たたみかける。「この霊、相当に恨うらみの根が深い。一日、二日で祓はらえる類たぐいのものではありません。無理に祓おうとすれば、むしろ娘さんの心身が危険にさらされる恐おそれがあります。ここはしばらく様子を見る必要があるでしょう。そのうえで霊の正体を探さぐるのです」

「いったい……いったい、どうすれば……」

「ご家族の方が心配するにおよびません。ただ、わたしにしばらく部屋を提供していただけませんか。二十四時間、娘さんを監かん視しさせていただきたい。いえ、お金は結構。先ほど、プロとは申しましたが、わたしもこの道の修しゆ行ぎよう半ばの身。わたし自身の修行でもありますので、報ほう酬しゆうはいっさいいただきません」

　尚輝は少なからず驚いた。ここへ来たのは、かすみをいったん親もとに帰して、騒さわぎを大きくさせないためだと思っていた。「悪い霊が云うん々ぬん」といった話もその一いつ環かんだろうと思っていたのに、どうやら珠那はここに居い候そうろうするつもりでいるらしい。

「……ドラクルを殺すんじゃなかったのか？」

　五月がいったん部屋からいなくなったあと、尚輝が声をひそめて聞くと、

「そうだよ」

　あっさりと珠那はいった。例のサークルウィップを手にしている。それを上下にしならせると、かすみが被かぶった布団の上からくるくると巻きついていった。相変わらず生き物のような動きをする。

「じゃあ、早くドラクルを探さないと」

「だからここにいるんだ」

　珠那は不ふ機き嫌げんに眉まゆを逆立てた。「ぼくが無む駄だなことを一つでもすると思う？　少しは頭を使えよ、まったく」

　その後、珠那はいかにも仕方なさそうに説明をはじめた。

「東雲かすみを吸血したドラクルは必ずここにやってくるんだ。〈閨〉をおこなうために」

〈閨〉は、簡単にいえば、ドラクルが人間を吸血する行こう為いのことをいう。

『始祖』がはじめたときは、ただ単純に不老不死のエネルギーを補給するためであり、また、人間を『しもべ』という吸血鬼にすることで仲間を増やすためのものだったのだが、その後、『始祖』と同じく肉体を改造したドラクルたちは、当初、無節操に人間を襲おそったため、危あやうく存在が明るみに出かけた。そのため、

「時期を同じくして、ぼくのようなハンターが各地に生まれた」

　という。いわば珠那の大だい先せん輩ぱいが中世時代に生まれたということだが、珠那は自分のこととなると詳しよう細さいを語ろうとはしない。

「ドラクルたちも馬ば鹿かじゃない。いくら一部の者が不老不死に近い肉体を手に入れようと、人間と正面切って戦争をやるにはまだ時期が早いとわかっていた」

　が、人間を吸血しないことには、せっかくの不死性も維い持じできない。

　そこで彼らは、よりひそやかに、そしてより効率的に『食事』をするための方法を編み出していった。

　無差別に人間を襲うような真似まねはしない。必ず前もって獲え物ものをリサーチする。それに昼間は文字どおり牙きばを隠かくしておく。夜の訪おとずれが、彼らの狩しゆ猟りよう開始の合図だ。獲物と決めつけた相手の部屋に忍しのび入り、眠ねむっている人間の首に牙を立てる。

　一度でも吸血された人間は、前に珠那が説明したとおり、その愉ゆ悦えつに理性を狂くるわされてしまう。

　ドラクルという理解の外にいる存在に対して、恐れを抱いだこうとも、たとえようもないおぞましさを覚えようとも、しかし吸血された瞬しゆん間かんのこの愉悦を捨てきれない。

　二度、三度と吸血を繰くりかえされるうちに、哀あわれな犠ぎ牲せい者しやは自ら窓を開け放って、人間以上の『主人』の到とう来らいを自ら誘さそい招くようになるのだ。

　それが〈閨〉だ。

「人間から世界を奪うばい返すために肉体を改造したっていうのに、その肉体を維持するためには、こうやって結局は人間の目を盗ぬすんで、『食事』をして生き抜ぬくしかないんだ。この皮肉は、さぞ彼らにとっては屈くつ辱じよく的だったろうな。だけど、時を経へるにつれて、ドラクルたちの認にん識しきが次し第だいに変わってきた。それは屈辱を表面的にでも覆おおい隠すための方便でしかなかったかもしれないけど、やがて彼らはこの〈閨〉に文化的な洗練を求めるようになったんだ」

　目をつけた人間の寝しん室しつに忍び込み、吸血をする。嫌けん悪おと恐きよう怖ふに打ち震ふるえていたはずのその獲物が、やがてはドラクルの来訪を待ちわびるようになり、最後には憎にくしみを向けるにふさわしい相手に自らひざまずいて『しもべ』となる──という一連の行為は、彼らに倒とう錯さく的な快楽をも覚えさせた。

　ドラクルたちはやがて〈閨〉をいかに優ゆう雅がに、美しく、手て際ぎわよく、かつ不ぶ粋すいにならないように、なおかつ個性的にこなせるかを、他ほかのドラクルたちと競きそいあいさえするようになった。

　長い歴史が、屈辱を文化へと変へん貌ぼうさせたのだ。

　つまり、〈竜りゆうの民たみ〉にとって、〈閨〉とはセックス以上に美しく、醜みにくく、淫みだらで、清せい廉れんで、そして高貴で、下げ劣れつな行為なのである、ということだ。

「かすみを吸血したドラクルが、まずどこで最初の吸血をしたかはわからない。しかし彼女が部屋にとどまっている以上、ドラクルは必ず〈閨〉のためにこの部屋にやってくる。もしドラクルが別の場所を指定していたとしたなら、『しもべ』は這はいずってでもそこへ向かうはずだからな。要は、向こうから来てくれるってことだ。こっちがわざわざ探し歩く必要はない」

「じゃあ、おれにしてほしかった『協力』って、ここについてくるだけのこと？　この家にあがりやすくするために、東雲さんのクラスメートのおれを使った？」

　だとすればお役ごめんもいいところなのだが、

「それもあるけど、残念ながらそれだけじゃない」

　珠那はいい、それから突とつ然ぜん尚輝にしてみればまったくちがう話をはじめた。

「ドラクルは昼間のあいだは完全に姿を隠しているか、あるいは普ふ通つうの人間の振ふりをして人間社会に溶とけ込んでいるケースもある。そして、かすみが吸血されたのも二とおりのケースが考えられる。一つは、昼のあいだに偶ぐう然ぜん彼女に目をつけたドラクルが、夜中、この部屋に忍び込んだ。方法は様々だ。各おの々おのが得意とする魔ま術じゆつを使う。家人を眠りにつかせる煙けむりを発生させる奴やつもいれば、窓を通り抜けて入る奴だっている」

「二つ目は？」

「普ふ段だんから人間になりすましているドラクルが、その活動範はん囲いのなかで彼女と出会った。つまりこれはかすみの行動範囲とも関係がある。かすみが一日のあいだ、家以外で、もっとも長い時間を過ごしているのは？」

「それは──学校？」

　尚輝がいうと、珠那は「そうだ」と顎あごを引いた。

　一いつ瞬しゆんの間があってから、尚輝はまるでスパーリングをしている最中、横から突とつ然ぜん別人に殴なぐられたみたいな衝しよう撃げきを味わった。

「ちょっと待ってくれ。学校に、ドラクルがいるっていうのか？」

「そうだよ」珠那は小こ馬ば鹿かにしたように目を細めた。「ぼくに協力するといったときはそれなりに覚かく悟ごを決めたような顔をしていたが、やっぱりまだわかっちゃいなかったんだな。まさか学校に、と思っているようだけど、まさかの場所なんてあり得ないんだよ。奴らはこの社会のどこにでも潜せん伏ぷくしている。学校だろうが、会社だろうが、おまえの隣りん家かだろうが。ひょっとしたら政治家になりすましている奴もいるかもしれないな。普通の政治家よりこいつはだいぶ賢かしこいな、という奴がいたら、疑ってみるといい」

　冗じよう談だんを口にしたようだが、その目は冷たい。

　一方の尚輝は冷や汗あせを意識していた。まさか──と思う。毎日のように通って、二年生の三学期を迎むかえたいまとなっては、もうどこにも目新しいところなどない場所だ。校門を抜けたら目をつぶってでも教室に辿たどり着ける自信がある。そんな、居慣れたはずの場所に、まさか人間を狙ねらって牙を研とぎ澄すましている化け物が潜ひそんでいるなんて。

「その可能性もある、ってだけのこと。いまのところは」

　珠那は肩にかかる髪かみを軽く払はらいながら説明をつづけた。

「かすみの『しもべ』としての力を見る限り、その主人は相当に魔ま力りよくの高いドラクルだ。そしてドラクルが夜に行動しているのは、ただ単純に人の目を忍ぶのが目的ばかりでなく、彼らの唯ゆい一いつの弱点といえるのが陽光だからだ」

「お陽ひさまに弱いってこと？」

「単純にいえばそうだ。もともと夜行性に近い性質の彼らだったが、おそらくは不死に近い肉体を手に入れた副作用だろう。陽光によるマイナスの影えい響きようが強くなりすぎて、現在、陽の光の下では、彼らの身しん体たい能力はおよそ半分以下に落ち込む。これは彼らの驚きよう異い的な魔術によっても克こく服ふくできない弱点のようだ」

　尚輝は、あの人間離ばなれしたかすみの動きを思い出した。尚輝の知るどんな強い人間──たとえばボクシングのチャンピオンとか──であっても捉とらえるのが難しいだろうという速度と、運動部男子の尚輝ですらまったく振りほどけなかったパワー。

　かすみは、しかし『しもべ』でしかない。ではその『主人』であるドラクルはどれほど強いのか。尚輝には想像もできない。そのかすみを軽くあしらったように見える珠那にしても、でき得るならば、彼らが一〇〇パーセントの力を誇ほこる夜に対決するよりも、その正体を早くに見み極きわめて、陽があるうちに排はい除じよしておきたい──というのが本音のようだ。

「だから、おまえには学校の調査を頼たのみたい」

　珠那はその日の最後、尚輝にこういったのだ。

「おまえの学校じゃ、昔から頻ひん繁ぱんに行方ゆくえ不明者が出たり、殺人事件が起きていたりしている？」

「ば、馬鹿いうなよ。そんなことあるか」

「それなら、ドラクルが学校に潜んでいるにしてもここ最近のことだろう」

「それを探し出せ、って？　ドラクルと人間のちがいなんてどうやって見極める？」

「頭を使え、っていったばっかりだろ」

　あきれたり、苛いら々いらしたりすると、珠那は急に子供っぽい態度になる。「もし最近学校に潜伏しはじめたっていうなら、新しく赴ふ任にんした教師とか転校生が怪あやしい。ただし、ドラクルがもともと学校にいた誰だれかを殺害し、その人物になりすましている可能性もある。ドラクルの魔術にも個人差があるんだ。誰かの姿にそっくりそのまま化けられる奴もいる。ただし、いくら見た目が完かん璧ぺきでも、もともとちがう生き物だ。必ず、なにかしらのぼろが出ている。最近人が変わったとか、おかしな行動をするようになったとか、些さ細さいな噂うわさレベルのものでもなんでも構わない。とにかくこうした情報を集めろ。これにはもう一つの意味がある。わかるか？」

「うーん」

「おまえが馬鹿なのか、そもそも『馬鹿』という言葉がおまえのためにつくられたのか、どっちなんだろう」珠那はひとしきりあきれかえったあとで、説明を再開した。「──『しもべ』だよ。ドラクルが学校に潜伏していたとして、そこでかすみを襲ったのなら、ほかに『しもべ』がいたって不思議じゃない。そしてかすみがそうだったように、『しもべ』になった人間は肉体ばかりか心までもつくり替かえられて、別人同然になる。最近人が変わった、という噂を集めていけば、ドラクル当人か、あるいは『しもべ』か、どちらかには辿り着けるはずだ」

　ようやく理解できた気がする。

「おまえの任務は重要だぞ。ぼくだって、楽に勝てるのならそちらを選びたいからな」

　それから三日。

　学校が終われば、尚輝は必ず東雲宅に顔を出して、その日のことを報告するようにしていた。

　が、先ほど述べたように尚輝の『調査』に進展はなく、また珠那のほうもこうして一日中かすみの傍かたわらに張りついているが、いまのところドラクルに動きはないようだ。

　それからは珠那と特に会話もなく、時計の針の進む音だけが聞こえた。

　はじめて入る女の子の部屋。それも東雲かすみの部屋。だというのに、当のかすみは死んだように眠りこけているだけだ。珠那いわく、

「見た目には無傷だが、普通の人間なら死んでもおかしくないダメージを負ったんだ。完全に復活するには時間がかかる」

　とのことだった。

　さらにいえば、いまのかすみは人間の血液以外は欲ほつしない。普通の食べ物を食べようと思って食べられないこともないらしいが、『しもべ』としての栄養源にはならない。だから、たとえこの先目を覚ましたとしても、日に日にやつれていくだけ。

　サークルウィップでかすみを拘こう束そくしているのも、かすみが目覚めたとき、その場にいる尚輝や珠那に襲いかかってきかねないからだ。身体の治ち療りようをするのに多量のエネルギーを消費しているかすみは、それほどの飢き餓が状態にある、と珠那はいう。

「おれの血を提供するとしたら？」

　おずおずと尚輝がいったことがある。

「嚙かまれさえしなきゃ、ドラクルの血がおれの体内に入ることはないんだから、たとえばおれが注射器で血を抜き取って、東雲さんに与あたえる、とか。それなら」

「かすみの栄養にはなるだろうな、確かに」珠那は、そのときも、馬鹿に言い聞かせるのは大変だ、というような口調でいった。「いったん人間の血を栄養源としてしまえば、吸きゆう血けつ鬼き化が進む。進むということは、かすみの体内にあるドラクルの『意志ある血液』がさらに身体に馴な染じんで、もう主人の〈閨〉なしでも立派に生きていけるようになるかもしれない。ひとり立ちして、立派なドラクルが誕生するということだ。もうこうなったらかつての主人を斃たおそうがもとには戻もどせない。おめでとう、いいアイディアだ。さっそく血を抜いてみる？」

　尚輝はなにもいえなくなった。

　一日の報告が終われば、尚輝にはもうやることはない。あとは珠那に任せて帰ることもできた。

　しかし、三日目の今日も、尚輝は部屋にとどまって、なにをするでもなく、天てん井じようを眺ながめて過ごした。

　今日が三日目、ということは、かすみが眠りこけてから丸二日が経過していることになる。

　そのぴくりともしない寝ね顔がおを見ていると、本当にこの先目を覚ますことがあるのかどうか、不安になる。

　そしてやがてはその不安感に尚輝のほうが押しつぶされそうになってしまう。

　じりじりとした時間が過ぎて、やがて陽が落ちた。

　尚輝はため息をついて立ちあがった。部屋の隅すみに放置してあった鞄かばんを手に取る。いつもこの時間帯になると、尚輝は家に戻る。珠那に挨あい拶さつもなく部屋を出ていこうとしたとき、

「……あ」

　しゃがれたような声が聞こえた。ベッドの方角からだ。尚輝は猛もう然ぜんと振り向いた。

　ベッドがかすかに揺ゆれている。かすみが動こうとしているのだ。しかし珠那いうところのサークルウィップに縛しばりつけられて身動きできない。かすみの目は閉じられたままだ。唇くちびるだけがかすかに開き、何事かつぶやいている。

　珠那が慎しん重ちような足取りでかすみに近づいた。尚輝も恐おそる恐るそれにならう。

「め、目が覚めたのかな」

「いや」珠那は目だけはかすみに落としたまま、即そく座ざに否定した。「人間でいう、夢を見ているような状じよう況きようだろうな。力が戻りつつあるのは事実のようだ。陽が落ちて、吸血鬼としての能力が活性化した。そしてその鋭えい敏びんすぎる知覚力をもって──、感じている」

「感じている？」

「主あるじの来訪を」

　尚輝は息を吞のんだ。珠那は軽く左右の肩かたを振った。

「おまえへの依い頼らい、タイムオーバーみたいだ。かすみの様子からして、いますぐにじゃないだろうけど──来るよ。おそらく今夜、来る。かすみの主、ドラクルが」




　　　　４




　どうするべきか、考えるまでもなかった。

　尚輝は鞄から携けい帯たいを取り出し、家にかけた。

「友達の家で勉強会をしているから遅おそくなる」

　という、まるで女子が外がい泊はくの許可を取るためにつくような、そんなお決まりの噓うそを口にした。

　母も半信半疑というか、完全に疑ってかかっていたが、なにかいわれる前に電源を落とした。鞄をもとの位置に置く。自然と呼吸が速まってきた。

「帰らないの？」珠那が半ばどうでもよさそうに問うた。「おまえへの協力依頼はもう終わりだ。『夜の』ドラクルと戦う羽目になった。ここにいても危険なだけだぞ」

「そ、それでも」

　尚輝は声が震ふるえる自分が情けなかった。何度か深呼吸を挟はさんで、時間をかけつつも、

「ここにいさせてくれ。頼む、珠那、邪じや魔まはしない」

「物好きな奴だな。わざわざ死ぬために残りたいのか」

　死ぬ、という言葉をこれほど現実味を帯びて聞かされたことはない。尚輝はそれだけでふらつきそうになった。

「『夜の』ドラクルと戦うのは、ぼくだって危険が伴ともなう。正直、勝てるかどうかは五分五分。おまえに気を遣つかってる余よ裕ゆうもない。いっておくけど、たとえおまえの身に危険が迫せまっても、ぼくはドラクルを狩かることを優先する」

「わ、わかっている」

　まだ身体を震わせながらも尚輝は言い張った。

　おそらく──十中八九──確実に──、このまま帰るべきなのだろうと思う。だけど、例の公園のときも、一度、尚輝はそう思いながらも踏ふみとどまった。ここで帰っては、そのときの決断も選せん択たくも無む駄だになる。身近に知っている女の子を、見殺すのも同然になる。

「馬ば鹿かな奴やつ」珠那は小さくため息をついていた。「時々、おまえたちはそうやって不思議なことをするんだな。まあいい、おまえが死んだってぼくには関係がない。好きにしろ」

「ありがとう」

　尚輝が礼を口にすると、珠那は心底おかしなものを見るような目で尚輝を見つめた。

　わずかな間をおいてから、珠那はなぜか首からさげていたペンダントに手をかけた。そういえば、最初に会ったときからかけていた気がする。トップは狼おおかみの頭を模したちょっとワイルドなものだったが、珠那はそれを外すとき、やや前まえ屈かがみになった。

　シャツの隙すき間まから白い胸むなもとがちらりと覗のぞいた。

　あっ、と尚輝が息を吞む。それほど量感はなさそうだが、膨ふくらみがせめぎあって形成された谷間は男子高校生の目を吸い寄せて離はなさなかった。
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　こんなときに──しかもかすみの近くで──なにを考えている、と尚輝は必死の思いで視線を引き剝はがした。

　と、ペンダントを外しながら、これもなぜか珠那は、

「うるさい」

　といった。

　尚輝が疑問を押し挟む隙すきもなく、珠那はそれを尚輝の手に押しつけてきた。触ふれてみて、驚おどろいた。冷たい金属の感かん触しよくを想像していたのに、想像していたよりはずっと柔やわらかく、そしてほんの少しあたたかい。これはひょっとして珠那の体温かと思った。

「ちげえよ、スケベ。さっきも珠那の胸をジロジロ見やがって。この変態」

　突とつ然ぜん男の声がした。あわてて室内を見わたしたが、この部屋には尚輝以外の男などいない。

「ぼくのもう一つのアクリだ」尚輝の混乱をよそに珠那は説明をはじめている。「前にいったな？　ドラクルの新たな『始祖』が、人体実験の副産物的にこの世にはないまったく新しい金属を生み出した、って。それがアクリだ」

「魔ま力りよくを宿して、さらに外部からの魔力を遮しや断だんする力がある、っていう──」

　まだ辺りをきょろきょろと警けい戒かいしながら尚輝がいうと、

「そう。おまえにしちゃ、よく覚えていた」

　と大して感心もしてなさそうに頷うなずいた。「『始祖』はそのアクリを武器にも盾たてにも用いて、ほかのドラクルたちとの戦いで圧勝した。これはつまり、人間が手にしても、対ドラクルのための武器になり得る、ってことだ。ぼくたちハンターは、様々な手段を用いてこのアクリをドラクルの手から奪うばって、各おの々おのの武器としてきたんだ。サークルウィップもその一つ。おまえにはそれをやる」

「ええーっ」

　思いきり不満そうな声が聞こえた。尚輝のあげた声じゃない。思わず尚輝は跳とびあがりそうになった。

「だ、誰だれかいる、珠那！」

「誰もいない」珍めずらしく、珠那は少々苦々しそうにいった。「さっきから声が聞こえているんだろうけど、それはそのアクリがしゃべっているんだ。触れた者にしか聞こえない」

「しゃべる？……金属が？」

「悪いか、この間ま抜ぬけヅラ」

　だみ声が響ひびく。いわれてみると、さっきからこの声は耳に届いているというより、頭のなかに直接響いている気がする。昔、音楽の授業で、

「ヘッドボイスは頭に空くう洞どうを意識して、そこに響かせるつもりで」

　なんてことをいわれたが、そのまさに『空洞』内に反はん響きようしているのだ。

「アクリには命がある。人間と同じで、最初は赤子くらいの知能しか持っていないけど、所有者が肌はだ身み離はなさず身につけることで、所有者の思考を汲くみ取って、なおかつ所有者と同じ経験を重ねることで、やがて個体それぞれの『人格』を身につけていく。ただし……サークルウィップとちがって、そいつはぼくが育てた奴じゃない。だから多少柄がらは悪いけど、まあ、命や意志があるといったって、所有者の命令がなければ、決して他人に牙きばは剝むかない。安心して持っていろ」

「なぜ、おれに？」

「なんでも聞こうとするな。大体理由はわかるだろ」

　苛いら立だったように珠那がいう。

　ああ、とここで尚輝はとあることに気づいた。

「珠那のサークルウィップ、一つしか使えないもんな」

　かすみと戦っているときは二つのチャクラムだかリングだかを左右の手で回転させていた珠那だったが、いまはそれが小型化したリストバンドは右の手首にしかついていない。左のものは、かすみの身体からだを拘束するのに使っているからだ。

　いわば、武器を一つ奪われた状態で、かすみよりはるかに強力な敵を迎むかえ撃うたねばならないのだ。

　だから、おれに武器を持たせて援えん護ご射しや撃げきをさせようというのだろう──と思った尚輝だったが、このとき、珠那が凄すさまじい顔つきをしているのに気づいた。眉み間けんに皺しわを寄せ、唇をぶるぶると震わせている。憤ふん怒ぬの表情そのものだ。

「うお」

　と、尚輝の脳のう裏りで狼型のアクリが唸うなった。金属とて恐きよう怖ふを感じるらしい。尚輝ははっとなった。まさか──すぐ外に敵が!?

　が、次の瞬しゆん間かん、「ぷっ」と噴ふき出す声が聞こえたかと思うと、やがて珠那は身を折って笑いはじめた。

「ははっ……は、ははっ、あはははは！」

　尚輝は心底驚いた。こんなにも感情を爆ばく発はつさせる珠那の姿ははじめて見た。

　と同時に当然、尚輝は困こん惑わくしてしまう。どうやらさっきの怖こわい表情は、笑いを必死でこらえていたものだったらしい。結局は抑おさえきれず、珠那は堰せきを切ったように大笑いしている。その姿ときたら、尚輝がいままで知るよしもなかった夜の世界で戦いに身を投じてきたハンターとは思えないくらい、屈くつ託たくのない──、いってしまえば、尚輝とそれほど歳の変わらない少女そのものだった。

「な、なにがおかしいんだ？」

「あはははっ……なにが？　なにがだって？　はははは、お、おかしいに決まってるだろ」珠那は涙なみださえ浮うかべている。「アクリを渡わたしたのは、自分で自分の身を守れ、という以上の意味はない。おまえ、まさかぼくを助けるつもりでいるの？　ぼくが、戦いの経験もない素人しろうとを頼たよりにしているとでも？　そんな……そんなわけないだろう！」

　尚輝は赤面してしまう。やがて笑いをおさめた珠那は、

「ああ、そうだ。忘れていたよ。『それ以上の意味はない』っていったけど、実は、もう一つだけ意味があった。これは、ハンターの師し匠しようが弟で子しにアクリを譲じよう渡とするとき、必ず言い添そえる言葉だ。おまえはハンターでも弟子でもないけど、アクリを手にするからには覚かく悟ごが必要だからな。おまえにもいっておいてやる」

「な、なにを」

　先ほどまで大笑いしていた姿はどこへやら、珠那は真顔に戻って、指を一本立てると、尚輝の首筋に突つきつけた。

「アクリはドラクルを斃し、おまえの身を守るだろう。と同時に、それはおまえの首を刈かり取る任務も帯びている」

「首を」

「ドラクルや吸きゆう血けつ鬼きに嚙かまれたときだ。もしそうなったとき、周囲に味方もおらず、そのドラクルを当面斃せる見込みがないと思い知ったときは──、最後の理性を振ふり絞しぼって、自分の首を落とせ」

「──」

「ハンターがアクリを手にしながら敵にまわるほど恐ろしいことはない。……まあ、おまえの場合は例外だろうけど」

「わ、わかった」

　とはいったものの、尚輝は手にしたペンダントを見つめながら固まってしまう。

「……その、敵を斃すにも、おれの首を落とすにも、これをどうやって使えばいいんだろう？」

「だっせえ。おれの嫌きらいな人間で、しかも青あお臭くさい小こ僧ぞうで、そのうえトーシロかよ、ちっ」

　頭に響いたアクリの声はひとまず無視。

「使い方は簡単だよ。アクリを握にぎりしめながら、自分のもっとも使いやすい形状を頭のなかでイメージすればいい。最初のころは、目を閉じて、不純なイメージが混ざり込まないようにしながら、意識を研とぎ澄すまして。そうすればアクリのほうからそのイメージに応こたえてくれる、いわば『手応え』があるはずだ。そのイメージに慣れていけば、あとは一いつ瞬しゆんで変化してくれる」

　要は、このペンダントそのものを武器として使う、というのではなく、ペンダントが武器に変化する、という意味だろう。それも、所有者がイメージしたとおりの武器になるのだという。金属がイメージどおりに変化するなどというのは普ふ通つうならとても信じられる話じゃないが、どのみち、尚輝はもう普通ではない世界のなかにいる。

「このペンダントが？　小さすぎて、ミニチュアサイズの武器にしかならないと思うけどな」

「なんだと手て前めえ、こら。誰が小さいだと。表に出ろ」

「アクリはおまえが考えているよりずっと柔じゆう軟なんで、収縮性がある。そのサイズでも、人が持つていどの武器ならなんだって大だい丈じよう夫ぶだろう。もちろんおまえのイメージ次し第だいだけどな。まあ、とりあえず、やるだけやってみろ」

　珠那がいい加減説明にも飽あきた風だったので、尚輝はいわれたとおりにやってみることにした。

　ペンダントのトップの部分を握りしめながら、目を閉じる。

「痛い、男の手で抱だきしめるな、馬鹿」

　またも響いた声を無視しながら、武器の形状をイメージする。

　武器……武器……武器……とはいっても、なにがいいのだろう？　珠那のそれはチャクラムの形状で、いざとなれば鞭むちにもロープにもなり得るものだ。見た目にはかっこいいが、それを使いこなすには相当の技術が必要になると思われる。

　もっと単純なものがいい。

　人間を襲おそう悪あく魔まのような敵を斃たおす武器といえば、やっぱり剣けんだ。

　尚輝も、中世ヨーロッパ風の世界を舞ぶ台たいにしたゲームくらいはやったことがある。どんなゲームだって、大体最強の武器といえば、伝説に語られる聖剣だ。これならイメージもしやすい。尚輝は、ゲームで見たことのあるかっこいい剣を頭のなかで必死に描えがいた。柄つか頭がしらは丸く、柄そのものには竜りゆうが這はいのぼるような装そう飾しよくが施ほどこされて。そこからぐんと伸のびる刀身は七色の光を放っている。

　……と、ここまでイメージしたとき、手のなかのアクリがひときわ熱くなった。その熱は皮ひ膚ふをするりと通り抜けて、血管を流れる血液をも熱くさせた。尚輝の全身が瞬またたく間に強い熱を帯びる。これが『手応え』という奴か。いったん全身を駆かけ巡めぐったその熱は、今度は逆に身体からいっせいに放出される。放出される先は、手のなかのペンダント。するとそのおびただしい熱に溶とかされるかのようにして、手のなかに握りしめていた物体の形状が変化していく。

　尚輝の気分も高まってきた。イメージをさらに強固なものにすべく、尚輝は声に出して叫さけんだ。

「出いでよ、悪を滅めつする聖剣！」

　かっと目を見開きつつ手を掲かかげる。

　まず目に飛び込んできたのは柄の部分だ。丸い柄頭の部分も、そして柄に施された竜の装飾も、まったく頭のなかで描いていたとおりの形をしている。「おお」と感激の声を発した尚輝だったが、光り輝かがやく刀身を視線でなぞっていくうちに、剣はすぐにその直線的な力強さを失ってしまい、次第にゆるやかな曲線を描きはじめた。

　イメージが弱かったのだろうか。

　尚輝は落らく胆たんしかけたが、しかし次の瞬間とんでもないことに気づかされた。いったん幅はばが狭せばまって魅み惑わく的なくびれを形成した刀身は、尚輝が口をあんぐりと開けて見守るその前で、うねうねとさらに曲がりくねって、あきらかに人間の上半身と思われる姿を形成していく。

　それも女性だ。二本のたおやかな腕うでが胸の前で組みあわされて、ギリシャ彫ちよう刻こくの裸ら婦ふ像のようになめらかかつ豊かに膨ふくれた乳ち房ぶさを隠かくしている。きわどい部分が見えないよう、それはもう唸り声をあげたくなるくらい巧たくみに。それから優やさしいラインを描いた肩かた、すっとした首を経由しつつ、剣の先せん端たん部に頭部があらわれた。その顔には、腕のよい彫刻師が魂たましいを込めたみたいに精せい巧こうな線が刻まれており、凛り々りしい目も、すっと通った鼻び梁りようも、やや細いけれど弾だん力りよくに満ちていそうな唇くちびるも、あたかも生き写しのように瓜うり二ふたつ。

　珠那に。

　それもなぜか裸はだか。

　尚輝は、珠那の裸婦像をその両手に掲げ持っているのだ。

「げ」

　と尚輝の口から声が洩もれた。

　血も凍こおるような一瞬ののち、

「ははははっ」

　尚輝の脳内でアクリが高笑いをはじめた。

「すげえ聖剣だぜ、こいつは。ドラクルだろうが、人間だろうが、ひと目で魂を奪うばわれること請うけあいだ」

「わあっ、待ってくれ、ちがう、こんなもの、おれは……」

　尚輝は顔を真っ赤にしつつ、あわてて珠那のほうを見て弁解しようとするのだが、

「しかし難をいえばちょこっとばかりリアルさに欠けるな。おまえ、どうせ女の裸もまともに見たことないんだろ？　きちんと細部にわたってイメージしてあげないと失礼に当たるってもんだ」

　尚輝の掲げていた『聖剣』の一部が変化した。さっきまで豊かな量感を誇ほこっていた胸の膨らみが、まるで針を刺さされた風船みたいに一瞬にしてしぼんでしまう。

「これよ。これぞリアルってもんだ」

　もはや尚輝は赤面するどころではなく、むしろ血の気が引いて青ざめている。

　恐おそる恐る珠那のほうを窺うかがおうとした。

　瞬間、珠那の右手から必殺の一いち撃げきが飛んできた。「ひいっ」と頭を抱かかえそうになった尚輝だったが、鞭の狙ねらいは『聖剣』だった。

「痛いてえっ」

　声がすると同時に、『聖剣』の姿が搔かき消えて、元のペンダントの形状に戻もどる。空中から落ちそうになったそれを尚輝はあわててキャッチした。

　次は自分の番にちがいない。尚輝は早口で弁解した。

「お、おれはちがう。おれはあんなの、イメージしてないからな。お、おっぱいだって、別に、その、からかうつもりも」

「うるさい、馬ば鹿か」

　珠那が手を上下に振ると、尚輝の鼻先で鋭するどい音が鳴った。鞭がかすめただけなのだが、それでも涙が出るくらいに痛い。

「──わかってるよ。おまえのイメージを、アクリ自身が別のものに書き換かえたんだ」

「な、なんだと。こいつ」

　まさか人間が武器に舐なめられるなんて。尚輝は涙目で手のなかのペンダントをにらみつけたが、しかし無視を決め込んでか、あれほどうるさかったのにすっかり黙だまり込んでしまった。

「まったく、とんだ時間の無む駄だ遣づかいだった」珠那がため息をついた。「返してくれ。考えてみれば、そいつはアクリのなかでも相当の変わり者だ。おまえじゃ扱あつかえない」

「え、でも、どうやって自分の身を守ったら……」

「もう余計なことは考えるな。なんなら、このまま家に帰ったほうが」

「待ってくれ。おれは……」

　尚輝がペンダントを握りしめたまま抗こう議ぎの声をあげようとしたときだ。

「ああ」

　感かん極きわまったような声が聞こえた。尚輝と珠那、二人の視線が同じ方向を向く。

　東雲かすみの目が開いていた。

　わなわなと身体からだが震ふるえている。

「ああ」

　ともう一度。それは、思春期の尚輝が耳を塞ふさぎたくなるくらい、女性としての愉ゆ悦えつを秘ひめた声だった。

「来るか」

　珠那の表情が見る間に引きしまった。表情から幼さが消えて、例の顔になる。尚輝も唾つばを飲み込む。

（なにが？）

　と聞くまでもない。

　ドラクルだ。
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「隠れろ」

　部屋の電気を消した珠じゆ那なの命令に従って、尚なお輝きは入り口付近にある本ほん棚だなの陰かげに身をひそませた。

　珠那自身はというと、窓辺のほうで上体を屈かがめている。右手のアクリは『聖剣』を落としたときから鞭状に変化したままだ。

「そこから動くな。声も出さないで」

　いわれるまでもなく尚輝は必死で息を殺している。ペンダント型のアクリは返しそびれていたが、さすがに自由にならないこれで戦うつもりにはならない。

「ああ……、ああ……」

　ベッドの上ではかすみが絶え間なく声をあげつつ身み悶もだえしている。尚輝は下した唇くちびるを嚙かみしめた。女の子が男の前で発してはいけない声だった。

　と、

「へえ」珠那が声を低めて笑った。「ステロタイプだな。飛んできた」

　尚輝のほうからは見えない。しかし、あの公園でかすみが近づいてきたときに感じた、悪お寒かんと熱気、二つの相反する感覚が尚輝の身体を責め苛さいなみはじめていた。これがひょっとしたら、ドラクルの気配というものなのだろうか？

　それから息を殺したまま、無言の時間がどれほど過ぎたか。まだ三分と経たっていない気もしたし、すでに何時間もこうしてうずくまっている気がした。息を殺す、というより、息苦しくなってきている。目に見えない圧あつ迫ぱく感かんが尚輝の首をじわじわと絞しめあげにかかっているかのようだ。

　耐たえかねて、大きく息を吸い込もうとした矢先のことだ。

　窓の開く音がした。

　珠那が動いた気配はない。ということは、外から開いたのだ。

　尚輝は本棚の陰から、できる限り顔をあげて、それを見た。

　開いた窓から、黒っぽいシルエットが入ってくる。これも珠那なら「ステロタイプ」と笑うのだろうか、黒い、フードつきのマントで全身を覆おおっていた。風などほとんどないというのに、マントはばたばたとたなびいている。いわゆる魔ま術じゆつという奴やつか。

　尚輝は必死で目を凝こらした。その顔が金色をしているように見えてぞっとした。だが、すぐに勘かんちがいだとわかった。あれがドラクルの顔というわけじゃない。金色の仮面をつけているのだ。仮面は笑えみを浮うかべている。無機質で冷たいそれが不気味極まりない。

「ああっ……！」

　びくんっ、と音さえしそうな勢いで、かすみの身体が跳はねた。しかしアクリで拘こう束そくされている。このまま無理にでも身体を起こそうとすれば、あの公園で腕や喉のどがそうされたように胴どう体たいを輪切りにされかねない。が、かすみは、それでも構わないという風に身体を暴れさせている。すでに布ふ団とんは切り裂さかれ、羽う毛もうが辺りに散っていた。

　まちがいない。ドラクルの接近に反応している。珠那が説明したとおりなら、かすみは、自分を吸血して人間以外の存在につくり替かえようとしている──つまりはいま、こうしてベッドでずっと横たわりつづけなければならない原因をつくった──者に対して、隷れい従じゆうにも近い気持ちを抱いだいているのだ。

　尚輝は奥歯を嚙みしめた。

　いますぐにでもかすみの上に覆いかぶさって、身体を押さえ込みたい。

　まだか。

　まだか、珠那。まだやらないのか？

「いかがした」

　窓の方向から声がした。意外にも澄すみきった声だ。

「なぜ、主あるじの到とう来らいを出で迎むかえない？　すでにおまえの意志の一部はわたしが握にぎっているはずだ」

　マントをたなびかせながら、金仮面のドラクルが動いた。身体のどの部分も動かさず、まるで宙を泳ぐようにベッドのほうへと近づいてくる。

　瞬しゆん間かん、その側面にわだかまっていた影かげが動いた。

　サークルウィップの一撃が金仮面をとらえた──ようにしか尚輝には見えなかったのに、次の瞬間にはドラクルは窓まど際ぎわのほうへと戻っていた。珠那の奇き襲しゆうをすんででかわしたのだ。

「ほう、これは〈閨ねや〉に不ぶ粋すいな客人がいる」

「やるな」

　珠那が窓際へと進み出て、姿をあらわした。たおやかな右みぎ腕うでを掲げている。鞭むち状のアクリがその腕に絡からみつく蛇へびのように円を描えがきつづけていた。攻こう撃げき、防ぼう御ぎよ、いずれにも速すみやかに動くための姿勢か。ボクサーでいうところのファイティングポーズだろう。

「なるほど、なるほど、最近のバージョンではハンターもアクリを使うか」金仮面は澄んだ笑い声を立てながら、おかしなことを口にした。「そうでなくては面おも白しろくない。〈閨〉も飛ひ躍やく的に楽しくなろうというもの」

「黙れ、化け物。ここでぼくと会った不幸を地じ獄ごくで呪のろうといい」

「地獄などという概がい念ねん、劣れつ等とう種にしかあり得ぬ」

　珠那の右腕から鞭状の光が伸のびた。それを金仮面は左ひだり腕うでを突つき出して受け止めようとした。尚輝は、夜の公園でかすみの手首が切断された光景を思い出した。が、今度はそうはならなかった。なぜなら切断される寸前に、ドラクルの左手首そのものの形状が変化したからだ。五本の指が一つに溶とけあったと見えるや、鋭い剣けん先さきとなって、サークルウィップを弾はじいた。

「身体に直接アクリを埋うめ込んでいるのか。古い流行だ」

「知った風なことをいう。人の分際で」

　あとは、目にも留まらない攻こう防ぼうがはじまった。

　わずか八畳じようの部屋の窓際という、日常の匂においがふんだんにする場所で、人外の化け物とそのハンターが足を止めたまま互たがいの得物を振ふるいあう。

「ああ、ううっ」

　ベッドの上ではかすみがまだ悶もだえていた。なんとか身体をアクリの拘束から解き放とうと必死だ。すでに限界まで喰くい込んだサークルウィップは布団を引きちぎり、直接かすみの肌はだにまで届いている。黒い血が布団を汚よごしはじめていた。

　と、狭せま苦くるしい場所の戦いに業ごうを煮にやしたか、ドラクルが宙へと舞まいあがり、窓の外へと身を遠ざけた。

「逃にげるのか？」

「あまり建造物を傷つけてはこちらのランクもさがるのでな。ついてこられるか、ハンター」

　珠那はためらわなかった。窓まど枠わくに足を置くと、そのまま伸びあがるようにして跳とんだ。すぐに見えなくなる。

　尚輝が驚おどろいて窓際までにじり寄ると、珠那の身体は振り子のような動きで空を舞まっていた。右手に巻きついたアクリの鞭がひとりでに動くと、建物の壁かべにあるなんらかの出っ張りや電柱などに巻きついている。そこを支点に珠那の身体が舞う。金仮面が斜ななめ上空から斬きり込んでくるのを、珠那は空中でもう一度アクリを振るって退けた。その直後、アクリはまた次の支点に巻きついており、こうやって移動を繰くりかえしながら奇き妙みような空中戦を展開している。

　戦いの行方ゆくえも気がかりだったが、いまはかすみのことだ。どうせ戦せん闘とうは珠那に委ゆだねる以外にない。尚輝はかすみのほうを振り向いて、思わず声を洩もらしそうになった。

　血の量が凄すさまじい。

　かすみが身をよじるたびに肉の裂ける音がして、血がさらにあふれ出る。もはやかすみのあげている声は主人を恋こい慕したうものなのか、苦痛を訴うつたえる声なのかもわからない。だが、それでもかすみは身悶えをやめない。

　たとえこのまま身体が両断されたとしても、かすみは動きつづけるのではないか。いや、そうなること自体が目的だとしたら？　身体が真っ二つになれば、少なくとも上半身だけは腕うでで這はいずってでもご主人のもとへいけるからだ。

　そんな想像をして、尚輝は心底から冷えるような思いを味わった。

　気がついたときには、尚輝はかすみの上へと覆いかぶさっていた。

「やめろ。お願いだから、もうやめて、東雲しののめさん」

　両りよう肩かたを摑つかむ。驚くほど細い肩だった。力を加えればすぐに折れるほどだというのに、尚輝の手を振り払はらう勢いでかすみは左右に身体をよじる。血はさらにあふれ、密着している尚輝の服もすぐに真っ黒になったが、尚輝は構わなかった。

「頼たのむ、頼む、頼む、頼む」

　尚輝はかすみにすがりついた。自分が振り落とされれば、そのときかすみは死ぬ、とまで思って、自分でもわけのわからないことを口走りはじめた。

「きみはそんなじゃないだろ。きみが誰だれを好きだろうと、それは、あんな、仮面をつけて空を飛ぶような奴じゃない。知ってるだろ？　クラスの男子は、最初は誰だってきみを好きになるんだ。彼氏なんてそのなかから選びたい放題だ。いや、うちのクラスだけじゃない。いつもほかのクラスの男子が教室を通りかかるたび、廊ろう下か側の窓からきみを視線で探している。わかってたろ？　本当は、知ってたんだろ？」

　があっ、と獣けものじみた吠ほえ声が聞こえた。誰のものかは考えないようにした。どうせ密着しているから顔は見えない。

「おれだってそうだよ。おれだって──二年生になって同じクラスになったときから、東雲さんを見ていた。あ、きれいな娘こがいるな、って、最初はそれだけだったけど……でも、あれは、五月だったかな。連休明けだから、そうだ、五月でまちがいない。おれと東雲さんは近くの席だった。その日の授業、休みボケで頭もまわらなくて、おまけに昼休み直後で。退たい屈くつで眠ねむくてどうしようもなかった。眠ねむ気け覚ざましに、と思ってきみのほうを見た。驚いた。東雲さんだってあんなに大きな口を開けて欠伸あくびをするんだな。そのときちょうど目があってさ。顔を真っ赤にした東雲さんは、最初、怒おこってるみたいにおれをにらみつけたけど──そしてすごくそれが怖こわかったけど──、すぐに、『内ない緒しよだよ』っていいたげに指を一本立てて笑ったんだ。あんなもの、卑ひ怯きようだよ」

「ひ……きょ、う？」

　唸うなり声の合間に、かすみの声が聞こえた。珠那がいうとおり、まだ吸血段階が浅いから人間としての知性、理性も残されているはずだ。彼女はいまどんな表情をしているんだろう。尚輝はしっかりしがみついているからわからない。わからないが、声を張りあげてつづけた。

「そうだ、卑怯だ。あんなもの、誰だって東雲さんを好きになるに決まってる。きっと、これもきみはわかっているんだ。こうすれば男子は誰だって自分に夢中になる、ってわかっていながらそうするんだ」

「そんな……こと」

　かすみの動きも、そして呼吸も次し第だいに落ち着いてきていた。いまこの一いつ瞬しゆんにでも、人間としての理性が、吸きゆう血けつ鬼きとして与あたえられた本能を上まわったんだろうか。尚輝の言葉によって？　あるいは、珠那が、主であるドラクルをこの部屋から遠ざけたから？

　どちらでもいい。いまは、理性の領域にかすみの心をとどめておかなければならない。なにかないだろうか。彼女の興味を惹ひくような話は？　女の子とつきあった経験などないからなにも思い浮かばない。ええい、と尚輝は頭を振った。なんでもいいんだ。とにかくいまは沈ちん黙もくが怖い。それを埋めなければ。

「そうだ、東雲さん、カラオケボックスで、若わか月つきの奴が、おれがボクシング部に入った理由をいおうとしてたよね。おれはあのとき止めたけど……、実際は、もったいをつけるほどたいした話じゃないんだ。本当に。デートのときにでも話そうかと思ってた。そのとき、きみは笑うか、あきれるか──どっちかだろう、って思ってた。それぐらいつまらない話なんだ」

　かすみが息を喘あえがせるのを耳にしながら、尚輝はつづける。

「おれ、別にそんな勇ゆう敢かんでも、乱暴な奴でもないけどさ、ちょっと気が短いところもあるんだ。そのせいで、入学した途と端たん、上級生ににらまれちゃったんだよ。きっかけなんて本当、くだらないものだった。おれのクラスメートが先せん輩ぱいの一人に因いん縁ねんつけられてたんだよ。『目があったの、あわないの』ってそんなていどのことでさ。見て見ぬ振りをするか、そいつといっしょに『ごめんなさい』すりゃよかったかもしれないけど、ほら、入学したてで、女の子の目もあったから」

　かすみの息いき遣づかいが、微笑ほほえんだように聞こえた。

「相手の脛すね蹴けりあげて、思いっきり走って逃げたんだ。その場はそれでよかったけど、あとになってから心臓バクバクだよ。いつ復ふく讐しゆうされるかわからない。『一年坊ぼう主ずに舐なめられた』ってんで、上級生が一いつ致ち団結して向かってくるかもしれない。授業が終わるたびにビクビクしていたよ」

「うん……」

「で、うちのボクシング部ってさ、伝統的に、学校で幅はば利きかせている連中が揃そろっているわけ。だからおれ、その日のうちにボクシング部に入ったんだ。そこに入っちゃえば、『幅を利かせている方々』の身内になるわけだからさ、たとえおれが脛蹴った奴やつが因縁つけてきても、『うちの後こう輩はいになにか用か』って凄すごみを利かせてくれるじゃない？　ボクシング部には中学時代から知りあいの同級生もいたし、スムーズに入れたんだ。効果はばっちりだった。脛蹴りあげた奴とも──覚えてるかな、ほら、図書室で東雲さんに絡んでたあの野や郎ろうだよ──次の日、廊下ですれちがったんだけど、おれをにらみつけるばっかりで手も口も出してこなかった。やったね、作戦大成功」

　尚輝が明るい声を張りあげる。かすかに、笑ってくれた気がした。尚輝は声のトーンを一気に落として、

「……だと思ったんだけどさ。それからが地獄だったよ。興味も知識もなかったボクシングを毎日やらされるわけだから。最初のころは、部の先輩方と十分親しくなった頃ころ合あいを見計らってすぐに退部しよう、って思ってたんだ。知りあいにさえなっちゃえば『先輩効果』は持続するわけだし。ところが、それが甘かった。全然退部させてくれる雰ふん囲い気きじゃないわけ。部活をサボるどころか、時間にちょっと遅ち刻こくしただけで、『罰ばつだ、スクワット三十回を十本』っていわれちゃうんだぜ？　理由もなく『辞やめる』なんていったらなにをされてたか。泣きながら厳しいシゴキに耐たえたよ。もう、これなら因縁つけてきた先輩に一発ぶん殴なぐられて終わりになっていたほうがマシだった。毎日毎日、厳しい監かん視しのもと、走って、筋トレして、サンドバッグ叩たたいて、リングで先輩方にボコボコにされて」

「だから……『ヘタレン』？」

　かすみも、苦しげだが、それでも声を張りあげてくれた。尚輝は笑おうとしたが、鼻が詰つまったみたいになって上手うまく笑い声が出せなかった。

「若月は事情を知っていたからね。ボクシング部に逃げ込んだのも、先輩が怖くて辞められないのも、おれが『ヘタレ』だから、ってさ。そりゃそうだろうけど、女子にはわからない怖い世界が男の子にはあるんだよ。……まあ、それも言い訳か。おれ、くだらない奴なんだよ。自分の尻しりの始末も自分でつけられない。ボクシングだって、好きでつづけていたわけじゃないからさ、二年になって試合に出られるようになったけど、そこでも負けつづき。ああ、そうか。真しん吾ごの奴が怒るのもわかる気がするな。本当の本当に、おれが気づいていないところまでひっくるめて、おれが情けなく見えたんだろうな。おれ……そんなだけどさ」

　いつしか、尚輝は泣いていた。いや、もうずっと前からそうだった気がする。尚輝の頰ほおを伝った涙なみだが、密着したかすみの頰にも伝わっているだろうか。

「人を好きになったっていいだろ。デートしたっていいじゃないか。だから、無む茶ちやでも、無理でも、無む謀ぼうでも、きみを誘さそったのに」

　そうだ、デートがしたかっただけだ。たったそれだけのことが、どうしてこんなことに？

「くろみや──くん」

　ごく静かな声で名前を呼ばれて、尚輝は脳天が痺しびれるほどの甘い感覚を味わった。が、その直後、今度は耳をつんざくような悲鳴が脳天を突きあげた。かすみのものだ。

「なにこれ──痛い、痛い、痛いよ、黒くろ宮みやくん。わたし、すごく痛い」

　はっとなって尚輝は上半身を起こした。かすみが泣いている。血をあふれさせながら、ぼろぼろの布ふ団とんをまとわりつかせながら、泣いている。

「どうして？　ねえ、黒宮くん──助けて。わたしを助けて」

　涙をこぼしながら訴えるかすみ。尚輝はおろおろと室内を見まわしたが、当然、ほかには誰もいない。珠那は、『なにが聞こえても、なにがあっても、われわれがいるあいだは娘さんの部屋には入らないように』とかすみの母にいってある。五月さつきにもいまのかすみの悲鳴が聞こえたろうが、おそらくは階段の下で尚輝と同様うろたえながらも耐えているだろう。

「待ってて」尚輝にはそれしかいえない。「もうちょっとだけ待っててくれ。おれにはどうすることもできない。でも、珠那が──すごく強い奴が、きみを苦しめている奴をやっつけるから。そうすればもとに戻もどれるから」

「本当？」

「ああ。そうしたら……そしたら、今度こそ、デートしよう」

　血ち化げ粧しようを施ほどこされたかすみが微笑んだ。あの、尚輝の好きな控ひかえめな笑い方だった──が、すぐにその顔が歪ゆがんだ。

「残念ながら、それは無理だ」

　背後からの声。尚輝が猛もう然ぜんと振ふり向くと、窓まど際ぎわにドラクルの姿があった。黒いマントが夜と同化して、あたかも仮面だけが宙に浮うかんでいるようでもある。

「そんな」尚輝は呻うめいた。「珠那は──どうした」

「あのハンターか？　ふん、口ほどにもない。空中で首を斬り落としてやったよ」

　ドラクルは右手を突つきつけてきた。剣けん状に変化したその手首から先が真っ赤に濡ぬれている。尚輝は息を吞のんだ。
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「死体はそのまま路面に真っ逆さまだ。拾いにいくならいまのうちだぞ。その辺の犬に食われてでもいなけりゃな」

　金仮面はげらげらと笑った。

　なにやら雰囲気が変わっている。最初にあらわれたときは古風な言いまわしをしていて、威い厳げんめいたものも感じさせたものだが、いまの金仮面は人が変わったかのようだ。が、その剣といい、澄すんだ声といい、まちがいなくかすみを吸血したドラクルだった。

　ともあれ、尚輝には打つ手がない。かすみのほうをちらりと見やると、またも顔に太い血管を浮き立たせて、獣のように唸っている。主人の接近を感じている。ふたたびその細い身体からだが暴れはじめた。

　くそっ！──尚輝は涙がにじむ思いだ。あれだけ言葉を重ねてようやく落ち着きかけていたのに。たった一瞬で逆ぎやく戻もどりだ。

　好きな女の子がこんなに苦しんでいるのになにもできない。このままドラクルが近づいてくれば、もうアウトだ。なにもできない。かすみはふたたび血を吸われて、吸血鬼に近づく。おれはなにもできない。

「人間の小こ僧ぞう、貴様はハンターではないのか？　なら、黙だまってそこですくんでいろ。かすみの最初の獲え物ものに、おまえをくれてやる。よかったな、終わらない夜の世界で主従としてのデートが楽しめるぞ」

　金仮面がふたたび窓まど枠わくを乗り越こえた。かすみの唸り声が高くなる。尚輝は冷や汗あせを意識した。身体が動かない。これも魔ま術じゆつか？　いや、多分、ちがう。ただの恐きよう怖ふだ。生き物として生まれながらに根づいた本能が、

（勝てるはずがない、なにもするな）

　と肉体に命じている。なにもするな。なにもするな。なにもできはしないのだから。なにも──。

　はたと、このとき尚輝は無意識のうちにポケットのなかに入れていたものに気づいた。手を伸ばす。

　それは見た目で想像するよりずっと柔やわらかいが、しかし確かな手て触ざわりがある。狼おおかみ型のペンダントトップ。アクリだ。

　すでに殺されたも同然なほど冷たくなりかけていた尚輝の身体の一点が、熱くなった。アクリに触ふれている箇か所しよからじわじわと、放射状に血があたためられていく。

　と同時に、尚輝の鼓こ動どうが速まった。

　やるか、とそう思ったからだ。

　これでやる、これでドラクルを叩き斬きるのだ、と。

　もうそれしかない。ドラクルは油断しきっている。まさか自分がアクリを握りしめているなんて夢にも思っていないだろう。だから、もっとも接近してきた瞬しゆん間かん、このアクリで奴を斬る。

　できるのか？

　唯ゆい一いつにして最大の疑問が浮かぶ。

　さっきはイメージに失敗した。いや、珠那がいうところによれば、アクリのほうからイメージを書き換かえたということだ。

　尚輝はぎゅっとアクリをさらに強く握りしめた。

　今度は邪じや魔まをするな、と念じる。

「……手て前めえ、正気か？」

　脳内で響ひびいた声は、しかし以前のものより小さい。

「馬ば鹿か野や郎ろう、こっちだって気配を消してやってるんだよ。強いドラクルはアクリの気配なんて気づいちまうからな。だから、やめとけ、小僧。おまえじゃ無理だ」

　ドラクルが音もなく接近中。マントだけがばたばたとなびいている。

　尚輝は目を閉じる。

　剣だ。今度こそ、悪を滅めつする聖剣だ。目を閉じた暗くら闇やみのなか、ぼうと直線状の光が浮きあがった。尚輝はさらにイメージする。この手に剣を出現させて、傍かたわらを通り過ぎようとするドラクルに斬りかかる──。右みぎ腕うでで？　いや、両腕で握っていたほうが安定するか？　そうなると剣の握りの理想的な長さも形も変わってくる──。と、せっかく浮かびあがりかけていた直線状の光がぼやけた。

「だからいったんだ、無理だって。さっきのあの剣だってな、おれがイメージを歪めたのも確かだが、おれのほうからイメージを与あたえて補助してやったのも事実なんだぞ。おまえの貧困な想像力じゃ、剣を出すなんて到とう底てい無理だったんだから。珠那もなに考えてやがる、ずぶの素人しろうとが、いきなりアクリを実体化させられるわけがねえ」

　わかる気がする。具体的なイメージを出そうとすると、どこかに必ずぼろが生じるのだ。剣の具体的な長さは？　切っ先が描えがく角度は？　重さはどれくらい？

　暗闇に浮かびあがっていた光はもはや千々に乱れ、霧む散さんしていた。尚輝が苛いら立だたしげに目を開けたとき、すでに金仮面は目と鼻の先まで迫せまっていた。左のほうの手がかざされる。すると台風さながらの突とつ風ぷうが吹ふきつけてきて、尚輝をベッドの上から弾はじき飛ばした。今度こそ魔術だ。

　壁かべに後頭部と背中を叩きつけられる。痛みに悶もん絶ぜつしている暇ひまはない。金仮面は先ほどまで尚輝がそうしていたように、かすみに覆おおいかぶさる姿勢を取っていた。かすみを拘こう束そくしているロープ状のアクリに気づいてか、

「不ぶ粋すいなアクリだ。主人なきいま、もはや意志は宿っていまい。いま解いてやろう」

　そういって手をかざす。

　尚輝は意識が朦もう朧ろうとしながらも、まだイメージをあきらめていなかった。

　一いち撃げきを──。

　あの金仮面にせめて一撃を。

　瞬間、先ほどまでとはまったくちがうイメージが頭に浮かびあがった。

　そして、イメージは映像だけでなく音をも伴ともなっていた。

　バン、と腹にまで重く響きわたるその音は、サンドバッグを叩いた音。パン、と先ほどの音よりは軽いが、鋭するどく尾おを引くようなそれは、石いし神がみ顧こ問もんの持つミットを殴りつけた音。

（手打ちになってるぞ。パンチはまず足を意識しろ）

　石神に、そして怖こわい先せん輩ぱい方に、何度も何度もいわれた言葉。
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　おぼろに浮かんだイメージは、やがて記き憶おくにあるいくつもの場面を引きつれて、尚輝の脳をいっぱいに満たしていく。汗とワセリン、少しの血の臭におい──。練習場に響きわたる音。サンドバッグ、ミットはもちろん、シューズの奏かなでるキュキュッという軽かろやかな音も絶え間ない。

　嫌いやでたまらなかった時間。それでも最初のころ、構えさえまったくできていなかった自分が、少しずつでも様になっていくのが鏡で見て取れたときは、否定できない満足感を覚えていた。

　このとき、尚輝の身体がふたたび熱に満たされていた。手にしたアクリが尚輝自身の熱に促うながされたかのように形を崩くずし変えていく。

　そうだ──と尚輝はぼんやり思う。剣で斬りつけるなんて、いままでおれは一回も経験したことがないじゃないか。だからイメージに具体性が欠けていたんだ。

　だけど、パンチなら。

　いったいどれほど左ジャブを繰くりかえしただろう。何千回、いや何万回？　ボクシングの基本となるパンチだ。もっとも鋭く、もっとも速い。ジャブの次は右ストレート。ジャブの倍以上も威い力りよくのあるパンチ。ここで足あし腰こしや背中、肩かたの使い方を覚える。これも何千回。次いでフック、アッパー。

　必死に念じる必要もない。それはもう、嫌になるほど尚輝の心身に染しみ着いて離はなれないものだった。背を向けたいまになってもなお、離れがたいほどのものだった。

　なら、離れるな。──尚輝は半ば朦もう朧ろうとしながらも自分に命じた。

　おれとともにあれ。ありつづけろ。

　身体からだを駆かけ巡めぐった熱に突き動かされるようにして、尚輝は立ちあがった。すべてはこのとき、この一瞬、この一撃のため。

　左足を前に出しながら、拳こぶしを掲かかげ、軽く背を曲げる。両足の先が八の字を描くように意識しながら左足のほうに軽く体重を乗せると、自然に膝ひざが曲がる。

　金仮面が尚輝のほうを見やった。

「なんのつもりだ、小僧？　そんなに死にたいのなら──」

　尚輝は一歩、二歩と金仮面との距きよ離りを詰つめた。

　左のジャブは牽けん制せい。

　左の拳が引ききらぬうちに、右足の爪つま先さきが床ゆかを蹴けりつける勢いで回転。足、腰こし、背中、肩とすばやい速度で筋肉が連動し、爪先から昇のぼりつめたエネルギーが、いま、尚輝の右拳の先せん端たん部、その一点めがけて爆ばく発はつ的に収縮していく。

「遅おそい」

　ドラクルがせせら笑って、右手の剣で斬り払はらおうとした。

　が、このとき尚輝の右拳が輝かがやきを放った。

「なにっ」

　尚輝の右手首から先が、真っ赤な炎ほのおにも似た光に包まれていた。

　そして光は、ボクシンググローブの形状をしていた。

　まさしく尚輝がイメージしたとおりに。

　真っ赤な光が波打つアクリ・グローブは、無造作に払おうとした金仮面の剣を──つまりは敵のガードを──外へと弾き飛ばして、そして勢いの落ちぬまま、金色の仮面そのものへと吸い込まれた。

　金仮面は急いで宙に浮かぼうとしていたが、それこそすでに『遅い』。

　尚輝の右拳が仮面を砕くだいた。

　ただし、金仮面も遅おくればせながら後方へと飛んでおり、致ち命めい傷しようにはいたらなかった。

「き、貴様。貴様もアクリを──」

　仮面にはひびが入り、右半分はほとんど剝はがれ落ちていた。

　素す顔がおの部分をとっさに手で隠かくすようにしながら、金仮面は憎にく々にくしげな目を尚輝に向けた。尚輝自身はというと、右ストレートを放った直後、勢いあまってつんのめってしまっている。ここのところの運動不足がたたった──だけではない。さっきの右ストレートは、部に所属していたころに放ったどのパンチよりも速度と勢いがあった。

「気が変わった。貴様から死ね」

　とドラクルが空中で剣となっている右手を掲げた。

　尚輝もあわてて身構える。と、瞬間、ドラクルが隠そうとしている素顔が、指の隙すき間まから垣かい間ま見みえた。

　尚輝は愕がく然ぜんとなった。

　その隙を衝つかれた。

　急降下をかけたドラクルが斬りかかってくる。バックステップを踏ふむのが遅れた。剣が尚輝の心臓を貫つらぬく──寸前、ドラクルはしかしまたも空中移動を余よ儀ぎなくされた。窓のほうからサークルウィップの一撃が放たれたからだ。尚輝から飛び離れながら、

「馬ば鹿かな！」

　金仮面が叫さけびをあげた。サークルウィップの先端が本ほん棚だなに巻きつくと、珠那の姿が突風のように室内へ吹き込んでくる。尚輝の傍らに着地。

「ふうん？」

　とすかさず珠那は尚輝の右拳に目を留めた。炎そのものが拳に宿っているかのように光が明めい滅めつしている。

「貴様、確かに首を落としたはずだぞ」

　空中でドラクルが唸うなる。珠那は片目をつむって、茶ちや目めっ気のある顔をした。

「現実逃とう避ひはいただけないな。じゃあ、おまえの前にいるぼくは何者だ？　ハンターにだっていろいろな技があるんだよ」

　金仮面はもはや声もないようだ。

　──空中で静止していたその一いつ瞬しゆん、それを最後にして最大のチャンスだと見たのは尚輝の経験不足ゆえだった。

　あとで聞いた話では、珠那は、敵がこの直後に逃とう走そうするだろうと見み越こしたうえで、それを阻はばむ計画を頭のなかで練りあげていたそうだ。右のサークルウィップを振ふる。金仮面が窓辺へ移動。その間、すばやくベッドに駆かけ寄って、かすみを拘束していたサークルウィップを解きざま、これをとどめの一撃として放つ。

　が、尚輝の突とつ進しんがそれを台無しにしてしまった。

　先ほどの右ストレートの感かん触しよくが忘れられなかった。もう一度、さっきより一歩、いや、半歩でも深く詰めれば、今度こそＫＯできる。かすみを救いたい、ドラクルを斃たおしたい、という気持ちと同じか、もしくはそれ以上に『右を当てた感触』を確実なものにしたい、という欲よつ求きゆうがあった。

　ドラクルは、尚輝が距離を詰めるより早く、

「勝負は預けた」

　左手から突風を放ちざま、窓の外へと身を躍おどらせた。

「待て──」

　追おうとした尚輝の身体からだが後方に吹き飛ばされた。それに阻まれた珠那も計画どおりには動けなかった。

　やがて風がおさまると、先ほどまでの死し闘とうが噓うそのような静けさが室内に落ちた。

　尚輝は窓から外を見やったが、もう金仮面の姿は見当たらない。珠那もその隣となりに並んだ。

「追えないのか？」

　気が急せいたように尚輝が聞くと、珠那は髪かみを軽く払った。

「飛ぶ奴やつを追うのは骨が折れるんだ。──まったく、おまえのせいでしとめそこなった、っていいたいけれど」

　珠那はもう一度尚輝の右拳に目をやった。

「おまえがいなかったら、かすみの血を吸われていたろうな。吸血した直後のドラクルは肉体が活性化して不死性が高まる。ただでさえ手ごわかった奴がさらに強化していたら、手がつけられなかったかもしれない。まあ、ここはおまえがいてよかった、ってことにしておこう」

　主あるじであるドラクルが去ったためか、ベッドの上のかすみは小康状態に落ち着いていた。腹部には切り刻まれたような痕あとがあるが、この傷きずも次し第だいに回復していくのだろう。ただしそのため、ますますかすみ自身の体力が消しよう耗もうしていくのはあきらかだ。

「あいつはまた来るか？」

「来るにしても、近々じゃないだろうな」珠那は舌打ちしていた。「様子を見るはずだ」

　ハンターに待ち伏ぶせされているのがわかったのだから、それも当然かと思われたが、

「奴らは自分たちの正体が明るみに出るのをなによりも嫌きらう。だから『しもべ』を放ほうっておくことは絶対にしないはずだ。いろいろな意味でね。それはぼくたちが『しもべ』をどう扱あつかうか様子を見る、っていうことでもある」

　珠那は妙みようなことをいった。

「おれたちが？」

「まあ、あとでいい。なにも知らない奴にあれこれ説明するのだって骨が折れるんだよ」

　珠那は肩をすくめた。

　気にはなったが、尚輝はしかし、これ以上待ち伏せをかける必要性をそもそも感じていなかった。

「振り出しに戻もどったか」

　珠那がさすがに悔くやしさをにじませる声でいったとき、

「いいや」

　ときっぱり尚輝がいったのもそのためだ。

「奴の顔を見た」

「なんだって？」

「仮面のあいだから素顔が見えた。おれの知っている顔だ」

「誰だれだ？」

　尚輝は、窓の外に広がる、一見平和そうな夜の風景を見やりながらいった。

「おれの通う学校の国語教師。古文研究会の顧問で、落おち合あい──落合愛あい理り、って女教師だ」
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　まちがいはなかった。

　あのとき、剝がれ落ちかけた金仮面の下には、確かに彼女の顔があったのだ。

　落合愛理といえば、図書室で木き村むらに殴なぐられそうになっていたところを助けてくれたことがある。

（ちゃんと男の子やってるね）

　と尚輝を褒ほめてもくれた。

　そんな教師が実はドラクルだったという事実には少なからずショックを受けたが、いまの尚輝にとっては、敵の尻しつ尾ぽを捕つかまえた、という高こう揚よう感かんのほうが上まわった。

「そうか、彼女は古文研究会の顧こ問もんだ。東雲さんはそのクラブに入っていた。そこで多分目をつけられたんだと思う」

　本音をいうなら、いますぐにでも乗り込みたい気分だった。

　正体がわかった以上、一秒でも長く放置していたくない。そのぶんかすみの苦しむ時間が延びることになる。落合は尚輝の通う学校の教師だ。住所を調べる手段だっていくらもありそうな気がする。

　が、いまは夜。ドラクルの力が高まっている時間帯だ。珠那も、窓の外では苦戦を強しいられていたようだ。

「明日あした、いこう」尚輝は勢い込んだ。「朝早く学校に。そこでしとめる」

「待てよ」

　珠那がややあきれたような声を出した。「狩かるにしたって、人目のつかない場所でやる必要がある。学校は危険だ。おまえは明日、学校でそいつの住所を調べておけ。それでおまえの役目は終わり。明後日あさつての早朝、ぼくが向かう」

「明後日？」

　尚輝は信じられない、というような声を出した。いま感じているこの一秒のあいだにも、かすみは吸きゆう血けつ鬼きと人間とのあいだをさまよっている。苦痛とともに。衰すい弱じやくしていきながら。一分一秒が我が慢まんならないほどだというのに、明日は丸々一日、ドラクルを生かしておけという。

「学校も早い時間帯なら、生徒はほとんどいない。おれが朝一番に職員室にいって、落合を呼び出す。人目のつかない場所におびき寄せるから、そこで珠那が待ち伏せをかければ──」

「狩人かりうどはぼくであって、おまえじゃない。狩りの方針を決めるのもぼくだ。思いちがいをするな」

　珠那は冷たい眼まな差ざしと口調で釘くぎを刺さした。さすがに迫はく力りよくがあって、尚輝は二の句が継つげなくなる。

「おまえの顔を覚えている可能性もある。その落合のほうから接近してきても、決して人ひと気けのない場所で会おうとするな。死にたくなかったらな」

　真顔になった珠那はいつにも増して怖こわくて、そして少年じみた高こう慢まんさが消えて、真に気位の高い人物のような雰ふん囲い気きがあった。

「わ、わかったよ」

　不承不承、頷うなずいた。

　とこのとき気づいたのだが、右手を包んでいたグローブ型のアクリはいつの間にか消えていた。例の狼おおかみ型のペンダントトップに戻って、右の掌てのひらにおさまっている。

「そういえばこいつ、さっきからしゃべらなくなっていたけど」

「おまえのイメージを受け入れた時点で、かつての所有者から与あたえられていた人格がリセットされたんだ」

「え？　じゃあ、前のあいつは、いなくなった、ってこと？」

「そうともいえるし、そうじゃないともいえる。難しく考えすぎるな。生きた金属といったって、人間と同じなわけじゃない。所有者の影えい響きようを受けながら人格を形成していくというだけのこと。武器と意思の疎そ通つうがスムーズにできるようになれば、もっと上手うまく戦えるようになるだろう。そいつは一応おまえに預けておくよ。護身用に使え」

　その後、階段をおりて、尚輝の想像していたとおりにおろおろとしていた東雲五月に、今日のことを報告した。もちろん、真実を伝えるわけではない。

「悪い霊れいが一時活性化して、娘むすめさんの身体を使って暴れていましたが、なんとかいったんは鎮しずめました。ただしその戦いで娘さんのパジャマや布ふ団とんが使いものにならなくなっているので、新しいのを用意していただけますか」

　噓だけは日に日に上手くなっていく。珠那は、こんな小間使いみたいな役が尚輝にはお似合いだというのだろう。尚輝は自分の服も汚よごれていたので、これも五月に頼たのんで、かすみの父の服を貸してもらった。

　自分の家に戻ると、母親が迎むかえてくれた。

「勉強会、どうだったの？──ちょっとなに、その服？」

　という母親に、これも適当な噓を与えておいて、ひとっ風ぷ呂ろ浴びた。シャワーを浴びている途と中ちゆう、いままでにない疲つかれを自覚した。当然だ。命のやり取りをしたのだ。

　いまこうしているときにも、背後から金仮面が迫せまってくるような錯さつ覚かくがつきまとう。尚輝は振り向きざまに右ストレートを放った。

　風が鳴る。

　ただの右ストレートだ。アクリもない。なのに、これまで何千、何万回と撃うってきた右ストレートとはわけがちがう。

　手て応ごたえがある。いや、正確にいうなら、手応えが右の拳こぶしにまだ残っている。金仮面に撃ち込んだあの瞬しゆん間かん。パンチを撃つときに連動した肉体の動きをそのまま逆になぞって──手首から肘ひじ、肩かた、背中、腰こし、膝ひざ、足首──、電流のように突つっ走ぱしった感触。足首からさらに地面へと放射されていくあの感覚は、いまだに忘れられない。思い出しただけで戦せん慄りつする。とともに恍こう惚こつとなる。

　あれをまともに喰らったら、プロボクサーだって立っていられないんじゃないか。尚輝は思う。

　繰くりかえし、尚輝は右を放った。風呂なんていつもは十分もかけないのに、その日に限って長いので、心配した母親に声をかけられて、ようやく浴室を出た。一時間近く経過していた。ほとんど浴よく槽そうの外にいたはずだけど、身体が冷えているということはない。むしろ熱すぎるくらいだった。

　ベッドに潜もぐり込んでも、寝ねつけなかった。

　こうして、自分がぬくぬくとしているあいだにも、かすみは消耗していく。今回、また傷を負ったので、回復のためにますます体力を使うこととなるだろう。ただでさえ憔しよう悴すいしきっているというのに。

　尚輝は何度も寝ね返がえりを打った。

　明後日だって？──明日にも、いや、一時間後にもかすみがどうなるかわからないのに。

　布団に包くるまりながら、尚輝は自分の右拳を何度も眺ながめた。




　結局、朝を迎えるまで尚輝は一いつ睡すいもできなかった。

「今日、日直だから」

　両親にはそういって、いつもより一時間も早めに家を出た。日直なんて、そんなにすることが多いはずもない。

　通学路の様子も変わって見えた。電車のなかの人々もいつもとちがう。が、尚輝には風景を見ていられる余よ裕ゆうはなかった。

　歩きながら、電車に揺ゆられながら、尚輝は自分の右手を何度も開閉させた。掌には、チェーンを絡からませたペンダントがある。握にぎりしめながら目を閉じるということも何度かやってみたが、昨夜のような声は聞こえない。珠那いわく、

「新しい主人を見み出いだしたアクリは、いったん赤子のような状態にリセットされる」

　ということだから、まだ声を発せられる段階にないのかもしれない。

　うっかりイメージを与えすぎて実体化させてもまずいので、きりのいいところで尚輝は目を開けた。

　学校に着いた。これも、いつもよりきっかり一時間早い。普ふ段だんなら、校門の前は同じくぎりぎりに駆かけ込んでくる生徒たちでごったがえすのに、今朝は寂さびしいくらいに少ない。足取りもゆるやかだ。白い息を吐はきつつ、寒そうに校門をくぐっていく生徒たちのなかにあって、尚輝だけが身体からだの芯しんに一種の熱を意識していた。

　いったん教室に鞄かばんを置く。ちなみに教科書などはいっさい入れていなかった。この先なにがどうなるのであれ、授業を受けるつもりはない。そんな心境になるはずもない。

「あれ、黒宮、早いな」

　すでに教室にいた男子生徒の一人が声をかけてきた。尚輝は笑え顔がおを見せたつもりだったが、その男子生徒はなぜか表情をこわばらせて、さっきまで見ていた雑誌にあわてて視線を戻した。

　顔に出てしまっているのかもしれない。

　尚輝はそのまま教室を出た。

　廊ろう下かを歩いていく音がやけに甲かん高だかく反はん響きようしている気がする。

　職員室に向かった。ひょっとしたらドアを開けた瞬間にでもはじまるかもしれない。いや、ドラクルは正体をさらされるのをなによりも嫌きらう、と珠那はいっていたっけ。なら、人目のあるうちに襲しゆう撃げきをかけてくることはないはず。

　ドアを開けた。何人か、教師の姿がある。ちらほらと知っている顔もあった。

　が、落合愛理はいない。聞いてみると、古文研究会の活動で使う資料を整理するため、図書室にいっているということだった。

　尚輝は礼をいって、今度は図書室に向かった。あの場所にはどうも縁えんがある。というよりこれも『因いん縁ねん』に近いのか。

　あそこならこの時間、人もいないだろう。おあつらえ向きかもしれない。

　そう思いながら廊下をいく途中──、左手側の階段を登っていく落合愛理の姿が見えた。

　不意打ちに等しい。思わず尚輝は声をあげるところだった。

　落合の姿がすぐに見えなくなった。ここで見失うわけにはいかない。図書室にいく予定をすぐさま放ほう棄きして、あわてて階段に足をかけた。

　スーツ姿の後ろ姿を追う。なお階段をあがる。ふと尚輝は疑問に思った。このままいくと屋上に出てしまう。

　落合愛理はまさしく屋上へのドアを開けた。早朝のこの時間、普段なら鍵かぎがかかっているはずなのに、誰かが先に来ているのか。ひょっとして、東雲かすみとは別の獲え物ものと待ちあわせしていて、吸血するつもりかもしれない。

　尚輝はポケットから取り出したペンダントを右手に握りしめた。

　閉じたドアの前に立って、しばらく待つ。何度か深呼吸。それから、細心の注意を払はらって、音を立てないようにしながらドアを開けた。細い隙すき間まからは女教師の姿は見えない。さらに開けて、かろうじて通り抜ぬけられるていどのスペースをつくって、そこに身をこじ入れた。

　──瞬間、右手が信じられないくらいに熱くなった。

　尚輝の右手がアクリに包まれたかと思うと、ひとりでに動いた。

　尚輝の首、その右側の位置にまで掲かかげられる。とともに衝しよう撃げきが来た。

　金属音とも、肉が打ち鳴らされる音とも取れる音が響ひびいて、尚輝はその衝撃のままあとずさった。

「来たな」

　笑ったのは、落合愛理だ。すでにその右手首から先は刀とう剣けんの形に変化している。まさしく不意打ちをしかけられたのだ。生身のままの尚輝だったなら、その時点で首を刎はねられていたにちがいない。しかし危機を察したアクリがひとりでに発動し、尚輝の身を守ってくれた。

　珠那は、アクリというのは主人の心理、そして主人とともに積み重ねた経験によって個性が生じるのだといっていた。おそらく、このアクリは、落合愛理の気配や、その戦い方を覚えていたのだろう。

　尚輝は改めて身構えた。

「おれを、覚えていたのか」

「一応は」

　落合愛理は、少女じみた顔に似つかわしくない、凄すごみのある笑みを浮うかべていた。「だが、一人で来るとは思わなかった。あのハンターはどうした？」

「あとで加勢に来る。いや、もうおまえの後ろにいるかもしれないぞ」

「あいつのアクリの気配は覚えた。近くにはいない。わたしもずいぶん舐なめられたな。陽ひがあるうちなら勝てるとでも思ったか？」

　舐めているのはおまえだろう、と尚輝は言い返したくなった。尚輝のことを『一応は』覚えている、といったのは、つまり落合が警けい戒かいしているのは珠那だけであり、あとはオマケのような存在としてしか認にん識しきしていない証あかしだ。

「そういえば、あとになって思い出した。おまえ、東雲かすみと図書室にいっしょにいた男だな」

「それがどうした」

　答えながらも尚輝はファイティングポーズを取りつつ、軽くステップを踏ふんでいる。

「まさかそのときからわたしたちに目をつけていた、とも思えないが──。ふん、いずれにせよ、かすみを守るヒーローというわけか」

　そこで落合が笑った。

「ちゃんと、男の子してるね」

「手て前めえ──」

　心底馬ば鹿かにされた気がして尚輝は目を吊つりあげた。『こいつ』は人間に成りすまして、人間のような芝しば居いをしながらも、食しよく糧りようとなる獲物を品定めしていたのだ。あのとき落合愛理の言葉に赤面してしまった自分が呪のろわしい。改めて両りよう脇わきを絞しぼるつもりで構えた。あの右ストレートだ。あのパンチをアクリ・グローブで振ふり抜けば、ドラクルだって斃たおせるはず。そうすればかすみを救える。この手で！

「だが、男を『しもべ』にするのはわたしの趣しゆ味みじゃない。ここで死ね」

　校内の誰だれもが聞いたことのないだろう言葉を吐きつつ、落合愛理が斬きりかかってきた。

　右に、左に、上へ下へと振るわれる右手の刃やいばを、尚輝はやはり右手のアクリ・グローブで払いのけた。ボクシングでいうパーリングという技術だ。徐じよ々じよに剣けんの速度があがってくる。尚輝は防ぼう御ぎよに必死だ。もともと、ディフェンス技術には自信があった。ボクシングに情熱を持っていなかったからこそ、部活動で怪け我がをするなんて馬鹿馬鹿しいという気持ちが自然と防御面を向上させていったわけだが、あくまで攻こう撃げき面に比べれば、というていどのものでしかない。
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　だというのに、いまの尚輝は、人間離ばなれした速度で振るわれる刃を、それに匹ひつ敵てきする反応速度をもって防ぎつづけている。

　アクリのおかげだ。

　ここに来て、尚輝は、アクリが自ら学習して人格を形成していく生命だ、ということを実感していた。尚輝が目で追うより早く、アクリはすばやく反応して、自ら動いてくれる。尚輝はおかげで、足の位置を絶え間なく変えながら、詰つめてこようとする落合と一定の距きよ離りを保つことに集中できた。

　どれほどこの攻こう防ぼうがつづいたろう。ちっ、と鋭するどい舌打ちを残して、落合が後方へと跳ちよう躍やくした。先に根負けしたのは彼女のほうだ。チャンスと見て、尚輝は屋上の床ゆかを蹴けりつけた。

　渾こん身しんのストレートを放とうとする。

　が、落合が遠ざかる速度のほうが上まわった。後退するばかりではない。突とつ然ぜん風が吹ふいてきたかと思うと、瞬またたく間に凄すさまじいまでの突とつ風ぷうと化して、尚輝を吹き飛ばしにかかる。昨夜のことからして、これが落合というドラクルの得意とする魔ま術じゆつなんだろう。

　このままでは屋上の端はしにまで吹き飛ばされかねない。

　足あし腰こしを強く踏んばって耐たえぬこうとしたが、その瞬間、尚輝の後方から落合の剣が降りかかった。アクリに誘ゆう導どうされる形で尚輝は振り返り、かろうじてこの一いち撃げきを弾はじいた。ただし切っ先が尚輝の鼻先をかすめていた。血が散る。

「くそっ」

　尚輝は遠ざかろうとする落合に拳を振るおうとするものの、まったく追いつけない。そして距離が空いた瞬間、また風を放ってくる。吹き飛ばされまいと腰を落とす都度、また後方から、そして側面から、落合が斬りかかってくる。

　屋上の広いスペースが災わざわいした。これでは、まさしく目にも留まらない。落合がどこから斬りかかってくるのか、予測もつかないほどだ。

　なんとか防ぎつづけている尚輝であるものの、さすがのアクリも反応が間にあわず、先ほどのように、浅くではあるが、身体の一部を傷つけられてしまう。最初は鼻先、次は左ひだり肩かた、次いで右の太ふと腿もも、背中──。

　ぞっとすることに、その傷が一撃ごとに深まっている。

　アクリをもってしても反応が遅おくれがちになっているのだ。尚輝と同様、経験が不足しているためだろうか。

「くそっ」

　今度は左の脇わき腹ばらを斬られた。思わず屈かがみ込みたくなるほどの痛みが走ったが、ここで体勢を乱せば止とどめを刺さされるだけだ。リング上での試合経験から、戦せん闘とうに関するそれなりの勘かんは働く。

「そのていどか、新米狩人かりうど」

　声は背後から聞こえた。──と見せかけて、側面にまわられる。右のこめかみに届く寸前の刃を、グローブで防いだ。が、つづけざまに胸を斬り裂さかれた。追おうとした拳こぶしはまたも空を切る。

「もう少し弱い『しもべ』相手に経験を積んでレベルアップしとくんだったな？　初戦の相手がわたしとはツキがない。わたしは戦線を離はなれる前は、千も二千も人間を殺してきたのだ」

　いっていることが意味不明であろうとも、いまの尚輝には気にするゆとりとてない。

　突風が正面から吹きつけてきた。

　尚輝はまたも足を踏んばろうとして──ふと気が変わった。

　直後、誰もいないはずの空間めがけてストレートを放つ。

　風が眼前で斬り裂かれるのがわかった。これも珠那の言葉だが、アクリには、外部からの魔ま力りよくを遮しや断だんする特性があるのだ。

　尚輝は二度、三度とストレートパンチを撃うった。風がぴたりとやんだ。

（追え！）

　強く念じたのはアクリに対して。

　拳がひとりでに動いた。これもアクリとの意い思し疎そ通つうというのか、その動きをもって、尚輝は、実際に目にしたわけではないのだが、右側から躍おどりかかってくる落合の姿が予測できた。

　後ろに引いた右足を半回転させて、落合を正面から迎むかえ撃つ姿勢を取る。また拳が動いた。通常、尚輝自身が撃ち込むべき位置を目測して拳を振るうところを、この場合、拳が向かおうとする先にあわせて身体をねじるような格好となった。

　渾身の、とまではいかなかったが、それなりに鋭い右ストレートにはなった。

　感かん触しよくがあった。

「ぐ」

　と呻うめいた声は、近い。落合の腹部にグローブの先せん端たんが触ふれていた。一いつ瞬しゆん、女教師の姿をしたドラクルが空中でよろめいた。

　尚輝がすかさず第二撃を振るおうとする。

　歓かん喜きのＫＯ劇を生み出すはずのその拳は、しかし、永遠に放たれることはなかった。

　ドラクルも、敵が正面から殴なぐりかかるところは予測がついていたのだろう、腹部を押さえながらも左へと身をかわした落合は、刃と化した右手を振るって、尚輝の右みぎ腕うでを斬り飛ばしていたのだ。

　斬り飛ばす──とは、文字どおりの意味。斬って、そして飛ばす。肘ひじから先が切断された尚輝の右腕が、血の帯を引きつれながら屋上を転がった。あの公園でかすみが珠那にやられたのと同じ場面だが、尚輝は当然ドラクルでも吸きゆう血けつ鬼きでもない。斬り飛ばされた腕は、その場でくっつくことなどない。

　なにより、そうした運命を嘆なげく間とてなかった。尚輝は気を失う寸前だった。信じがたい痛みに耐えかねて、脳がショートを起こしそうになっている。

「素質はある」

　落合の囁ささやくようなそんな声も、耳に届いていたかどうか。

「思った以上に楽しめた。次は、あの女をわたしの『しもべ』にしてやろう。その前に」

　落合が近づいてくる気配。しかしもはや尚輝はガードをあげることさえできない。

「──おまえは死ね」

　落合の右手が近きん距きよ離りでひらめいた。

　尚輝は動けぬまま、その右手首から先が変化した剣で、首を刎ねられた。

　黒宮尚輝は、死んだ。

　十七歳の生しよう涯がいをここで終えた。
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「聞いているか？」

　耳もとでいきなり囁かれたので、尚輝は飛びあがりそうになった。

　落合が斬りかかるところだと思って、反射的にガードをあげた。しまった、とその瞬間思った。おれは右腕を斬り飛ばされたんだ──、つまりアクリももうない。

　が、両腕がすんなりとあがった。斬られたはずの右腕が存在している。

「え？」

　と尚輝自身が当とう惑わくしていたところ、

「寝ねぼけてでもいるの？」小こ馬ば鹿かにしたように珠那が低く笑った。「もうドラクルはいないよ。外に逃にげるのをおまえも見ただろ」

「逃げた？」

　だらりと尚輝の両腕がさがる。

　そこは、学校の屋上ではなかった。校舎内でもない。

　東雲かすみの部屋のなかだった。

　窓が開いていて、外から冷たい風が吹き込んでいる。夜だ。室内のほうに視線を巡めぐらせると、ベッドの上にかすみが横たわっていた。腹部に傷があって、黒く変色した血が浮いている。

　尚輝は激しく瞬まばたきした。

「な、なんだ、これ？」

「これ？　おい、本当に寝ぼけてやがるのか？」

　珠那は笑え顔がおを引っ込めて、わざとかどうか、ひどく乱暴な言こと葉ば遣づかいをした。「それとも、はじめて殺しあいを経験して頭が混乱しているのか。まあ、慣れないうちはそういうこともあるかもしれないけど」

「落合はどうした？　い、いや、落合は、っていうか、おれは、どうなったんだ？」

「落合って奴やつは知らないけれど、おまえならここでかすみの近くにいた。ぼくが一瞬敵を見失った隙すきに、ドラクルがここへ来た。そしておまえは、右手のアクリで一撃を見み舞まった。そこへふたたびぼくがやってきたので、ドラクルは逃げ出した。どうだ、思い出した？」

　覚えている。

　確かにそれは、覚えている。ただしそれは昨日の夜のことだ。今日じゃない。珠那が肩かたをすくめた。

「気持ちが昂たかぶっているんだ。少し休んでいろ」

「い、いや、待て。待ってくれ」

　尚輝は自分の頭を押さえた。もしかして、自分はもう死んでいるのか。あるいは死ぬ直前、こんな幻まぼろしを見ているのか。あるいは、先ほどまで落合と戦い、敗れた場面のほうが幻なのか。

　長い時間をかけて尚輝は自分の頭を整理した。結果、とある推察を得た。

「……ひょっとしてだけど」

「なんだ？」

「おれには、予知能力があるのかもしれない」

「なんだって？」

　いよいよ本物の馬鹿を見るような目で珠那が尚輝を見つめた。

「き、聞いてくれ。おれは明日あした、あの逃げていったドラクルと学校で戦っている場面をいち早く経験したんだ。珠那には知らせず、たった一人で挑いどんだ。だけど返り討うちにあった。おれは、首を刎はねられたんだよ。いまさっき！」

「そりゃ大変だったな」

　秀しゆう麗れいな眉まゆをことさらに寄せて珠那は同情を示す。

「うるさい。確かに見たんだ。で、気がつけば、ここにいた。ハンターのなかに、そういう奴はいないのか？　ドラクルと戦っているうちに超ちよう能のう力りよくが芽生えたとか」

「知らないね」

「だったら、おれがはじめてのケースだ」

　そうでも考えないことには辻つじ褄つまがあわない。

「とにかく、これで敵の正体はわかったし、戦い方もわかった。次は勝てる」

「敵の正体がわかった、だって？　そんな夢なんか信じてどうする。その落合っていうのは誰だれなんだ？」

「珠那にもいったろ、おれの学校の先生だよ。おれは仮面を壊こわして、その下の顔を見たんだ」

「やっぱり夢と混同しているな。ぼくが駆かけつけてきたとき、ドラクルの仮面なんて壊れてなかった。下の顔なんて見えるはずがない」

「壊れてなかった？　おまえこそなにいってるんだ。おれが、この拳で、奴の……」

　尚輝の声が尻しりすぼみになって、やがて消えた。

　壊した？

　右拳で？

　この室内での戦いを改めて思い出してみる。珠那とドラクルがいなくなって──、尚輝はかすみの苦しみを見ていられず、彼女の上に覆おおいかぶさった。取り留めのないことをしゃべっているうちに、若じやつ干かん、かすみの理性が戻もどったかに思えた。だけど、そこへあのドラクルが帰ってきて、尚輝は吹き飛ばされた。そして、右の掌てのひらに握にぎりしめたアクリをグローブの形に変化させて、金仮面に殴りかかった。

　そこまでは鮮せん明めいだ。

　ただしそこから先がぼやけている。正しく言い換かえると、二通りの記き憶おくがある。

　一つは、金仮面を砕くだいて、その下に落合愛理の素す顔がおが見えたパターン。

　もう一つは、敵の身体からだにかすりはしたが、仮面までは壊せず、素顔も当然見えなかったパターン。

「あれ？」

　そして改めて二通り思い返してみるに、記憶として鮮明なのは後者のほうだ。尚輝の右拳は仮面をとらえてはいなかった。では、前者のほうの記憶はなんなのか。それこそ、夢、幻だったとでもいうのだろうか。

「ど、どうなっている？」

「知らないよ」珠那は興味がないという風にいった。「ともかく、ドラクルに関する情報を集めないと話にならない。おまえは引きつづき学校で噂うわさを集めてくれ。ただし、おまえはドラクルに顔を覚えられた可能性がある。怪あやしいと思う奴が近づいてきても、決して人ひと気けのない場所で会おうとするな。死にたくなかったらな」

　聞き覚えのある言葉だ。それから、珠那は尚輝の右拳を指差した。赤い、炎ほのおにも似た光こう沢たくが拳から剝はがれかかっている。剝がれた部分はペンダントの形に戻ろうと身をよじっていた。おかしなもので、グローブとペンダントとではそもそもの容量も異なるのに、おびただしい伸のび縮みを繰くりかえしていくうちに、もとあったペンダントの形にそっくりそのまま戻っていくのだ。

「そいつは一応おまえに預けておくよ。護身用に使え」

　珠那は、やはり記憶にあるとおりの言葉を口にした。




　結局、朝を迎えるまで尚輝は一いつ睡すいもできなかった。

「今日、日直だから」

　と、いつもより一時間も早めに家を出た。

　通学路の様子も変わって見えた。電車のなかの人々もいつもとちがう。が、尚輝には風景を見ていられる余よ裕ゆうはなかった。

　気持ちが逸はやっている。

　学校に着いた。校門前を歩く生徒たちの数は少ない。白い息を吐はきつつ、尚輝も校門をくぐった。

　いったん教室に鞄かばんを置く。

「あれ、黒宮、早いな」

　すでに教室にいた男子生徒の一人が声をかけてきた。尚輝は笑顔を見せたつもりだったが、その男子生徒はなぜか目を丸くした。

「黒宮、顔色悪いな。どうした？」

「いや」

　尚輝は愛あい想そ笑わらいもせずにそのまま教室を出た。

　職員室に向かう。やはり、落合愛理はいなかった。あのときはほかの先生に行方ゆくえを聞いたが、いまの尚輝にはわかっている。

　図書室だ。いや、そう見せかけて屋上に尚輝を誘さそい込む気だ。

　わかっている、おれはわかっている、と尚輝は自分に言い聞かせた。

　珠那がどういおうと、そして記憶に多少の混乱があろうとも、あの屋上での戦いがただの幻だったはずはない。

　自分の首をそっと撫なでる。刎ねられた感かん触しよくすら生々しく残っている。

　さすがに二の舞まいはごめんだ。落合と一人きりで戦おうなどとは思わない。しかし正体だけは確かめねば。落合が屋上に向かう姿さえ目もく撃げきできれば、それは自分をドラクルとして誘っている証あかしになる。

　しかし──、何度も同じ箇か所しよを往復してみたが、落合愛理の姿は見えなかった。試ためしに屋上に通じるドアに恐おそる恐る手をかけてみたものの、鍵かぎがかかっていた。

　そのうち、ホームルームを告げるチャイムが鳴った。

　釈しやく然ぜんとしない気持ちで尚輝は教室に戻った。なにもかもが予知夢といっしょ、というわけにはいかないようだ。ちがう方法で確かく認にんしなければ。

　一時間目、二時間目が過ぎた。

　当然といおうか、授業に身など入らない。落合と二人きりでなく接せつ触しよくできて、なおかつドラクルだと確認する方法はないものか、と尚輝は考えていた。落合は尚輝のクラスは受け持っていないから、普ふ通つうに過ごしていて接近できる機会はほとんどない。

　古文研究会のことが頭に浮うかんだ。入部希望者が多すぎて、古文のテストで振ふるいにかけているという噂のクラブ。一時期、全校生徒のおよそ半分──つまりは男子だ──の古文の成績だけが異常に優ゆう秀しゆうになったという都市伝説まである。

　が、尚輝はその実態を知っている。東雲かすみはこのクラブに所属していた。おそらくはそこで吸血された。ひょっとして、ほかの部員も同じ運命を辿たどっているのか。

　入部届を出してみようか、と尚輝は考えた。クラブに入るつもりはないけれど、入部テストのときに落合に接近できるかもしれない。ただし向こうがこちらの顔を覚えていたとしたら、その行動はあまりに挑ちよう発はつ的過ぎる。

　尚輝が頭を悩なやませていると、

「黒宮、おまえ、誰に一票入れる？」

　後ろの席の矢や野のが声をかけてきた。いつからか、矢野の周辺に男子がかたまっている。

「なにが？」

「うちの学校の美人コンテストさ。本年度もグランプリを決める時期が来たんだよ」

　去年もあったかどうか定さだかじゃない。尚輝は考えごとに集中したかったし、ちょうど落合のことを考えていたので、

「落合先生でいいよ、おれは」

　無難な一票を投じておいた。

　するとなぜか矢野をはじめ、男子たちは大声をあげて笑った。

「へえ、そんな趣しゆ味みがあったのか」

「なかなかマニアックだな、黒宮」

「ボケはいいからよ、本音の部分はどうなんだよ？」

「ボケ？」当然、尚輝はきょとんとなる。「いやだから落合だって。古文研究会は落合が顧こ問もんをしているせいで、倍率が某ぼう私立大学より高い、って噂だろ」

　また、皆みなが笑った。『ボクシング部あるある』なのだが、こういうとき、

「きっと殴なぐられすぎて美的感覚が壊れちまったんだな」

　などといわれてしまうことが多い。

　尚輝は怒おこりもしなかった代わりに、頭の片かた隅すみでかすかな違い和わ感かんを覚えた。

（こいつら、なにいってるんだ）

　と思うのと同じくらい、

（こいつらのいうこともわかる）

　という考えが湧わきあがってきたからだ。

　その日の放課後、尚輝は急いで普ふ段だんなら滅めつ多たに近づかない場所──図書室に走った。

　そこで、違和感の正体を突つき止めた。

　図書室の片隅、このクラブのために設けられた古文の資料コーナーに、何人かの女子生徒が集まっている。部員たちだろう。そしてその部員たちに資料を配りながら説明している女教師が、このクラブの顧問。そして古文研究会の顧問といえばいうまでもなく落合愛理。

　二十五歳。男子からの人気ナンバーワン。童顔で、『美人教師』というよりは女子生徒のほうに雰ふん囲い気きが近く、仲のいい女子からは『愛ちゃん』などとも呼ばれる、親しみやすい教師。

　──などとはとんでもなかった。

　そこにいたのは四十代後半の、いかにも厳格そうで、見た目、ちょっと声をかけるのもためらわれるほどの雰囲気がある女性教きよう諭ゆだった。

　尚輝の知っている落合愛理とは別人だ、といいたいわけではない。

　彼女も、落合愛理だ。

　いや、彼女こそが、落合愛理だ。

　尚輝はこんがらがってきた。

　今朝、

（絶対に落合の正体を突き止めてやろう）

　と勢い込んでいたとき、尚輝の脳のう裏りにいた落合愛理とは、人気ナンバーワンのほうの彼女だ。つまりは、東雲邸ていに襲しゆう撃げきをかけてきた金仮面。今日の授業中、接近するための計画を練っていたときも当然、その童顔のほうの彼女を脳裏に描えがいていた。

　ただし、男子生徒たちから笑われ、「マニアックだ」と指し摘てきされてから、後者のほうのイメージが急速に浮ふ上じようしてきた。つまり尚輝は後者のほうの姿も前々から知っていたことになる。

　そして、いまになってみると、前者のイメージのほうがむしろ希き薄はくになっている。後者のイメージが浮上してきた途と端たんに、『落合愛理』という姿を完全に描かきかえられた感じだ。どうして前者のほうだと思い込んでいたんだろう、と首を傾かしげたくなるほど。

「ちょっと待て」

　尚輝はひとり言を口にして、ぞっとするような思いを嚙かみしめた。

　そうだ、ちょっと待て。

　これはどういうことだ？

　いま見えている中年女性のほうの落合愛理が本物だというなら、人気ナンバーワンのほうの落合愛理とは何者だ？　決まっている。その正体はドラクルだ。ドラクルがなんらかの方法で落合になりすましていたのだ。このドラクルは古文研究会で東雲かすみに毒どく牙がを打ち立てた。そして東雲邸に〈閨〉のため訪おとずれたところを、珠那と尚輝に撃げき退たいされた。ばかりか、仮面を砕かれたために正体を見破られたと知ったドラクルは、学校を人知れず離はなれて、別の場所に監かん禁きんしていたか魔ま術じゆつで眠ねむらせたかしていた落合愛理『本人』を学校に戻した。生徒たちは、これも魔術だか魔法だかの影えい響きようで若いほうの落合が本人だと思い込まされていたのだが、ドラクルが去ったことでその影響も消え去って、もとの認識に戻った。

　──こう考えれば、まだ理解できる気がする。

　ただし、おかしな点は依い然ぜん残されている。

　まず、珠那にいわせれば、『仮面を砕いて素顔を見た』という事実そのものがなくなっているのだ。

　それに、『落合愛理になりすましていた』というのはいつごろからか？　落合本人の姿にそっくりそのまま化けていたというならともかく、見た目からしてまったくの他人だ。いくらなんでも、全校生徒の認識をごまかせるほどの力がドラクルにあるのか？　もしそんな力がそなわっていたとしたなら、街中あちこちの人間がドラクルのなりすましである可能性が高く、そんなことになっていれば、とうにこの世界はドラクルのものになっているはずだ。

「あり得ないね」

　放課後、かすみの家に寄ったとき、珠那も腕うで組ぐみをしながらそういった。「それほどの魔力、純血種のドラクルにだってあり得ない」

「だったら」

「答えは簡単だよ」

「そ、それは？」

　思わず身を乗り出した尚輝の額が、腕組みを解いた珠那の細い指に弾はじかれた。

「おまえの頭がどうかしていたんだ。それだけのこと」

「な、なんだと」

「おまえは金仮面の素す顔がおなんて見なかったし、『見た』と誤解したその正体を、知人と同じ名前の別人を──存在もしていない架か空くうの人物像を──頭のなかで勝手に当てはめた。おまえがどうかしていた、と考えれば、全部の辻つじ褄つまがあう。これでいい？」

　尚輝は反論しようとしたが、自分でも納なつ得とくのいく答えがあるわけじゃない。黙だまり込む以外になかった。

　その代わり、しばらく経たってから、

「……一つだけ聞かせてくれ」

　と口を開いた。珠那は窓辺に立って、腕組みの姿勢に戻もどっている。相変わらず、美女というより、きれいな顔をした男性といった雰囲気のほうが強い。

「なんだよ」

「もし、このまま金仮面が……ドラクルが、東雲さんを放ほうっておいたら、どうなる？」

「まだ、おまえに正体を見破られて学校を去ったはずだ、と思っているのか」

「あくまで仮定の話だよ」

「多分、状じよう況きようとしてはいまとそれほど変わらない。かすみはやがて普通に生活を送れるほどの体力を取り戻していくだろうけど、まったくもとの人間に戻れるわけじゃない。家族や友人と楽しく時間を過ごしていたとしても、いつまた吸きゆう血けつ鬼きとしての本能に目覚めるかわからない。冗じよう談だんをいって笑いあった次の瞬しゆん間かんには、その知人の喉のどに喰らいついていたとしても不思議じゃないんだ」

「──」

　つまり。

　尚輝のやらねばならないことも、変わりはしない。

　なんとしてでもドラクルを──落合愛理以外から──見つけ出し、この手で狩かり出さねばならないのだ。

「振り出しに戻ったな」

　これも、いつか耳にした覚えのある言葉を珠那は口にした。

　今回はなにも言い返すことができなかった。
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　学校にいると、誰だれも彼もがドラクルのなりすましに見えて仕方がなかった。

（決して一人になるな）

　と珠じゆ那なにいわれていたので、教室を移動する際や、トイレにいくときだって、誰かのそばにいるよう心がけていたものの、その『誰か』だってドラクルである可能性は否定できない。

　いっときたりとも油断できなかった。

　アクリは常にポケットのなかに忍しのばせている。いつドラクルが襲おそいかかってきても対応できるように、今朝などは久しぶりに時間をかけてシャドーボクシングをした。自主的な練習となるとどれくらいぶりになるんだろう。いつもより一時間早く起きて、その一時間みっちりやるつもりが、五分としないうちに息が苦しくなった。腕うでがあがらなくなり、ふくらはぎが張って、弱った足あし腰こしでは構えを維い持じするのも難しくなった。

　走り込みが足りていないせいだ。

　スタミナロスを見み抜ぬかれると、いつも怖こわい先せん輩ぱい方にどやされていたとおりだった。

「走れ、黒くろ宮みや」

　何度その呪のろわれた言葉を耳にしたことか。いまさらながら、この身をもって痛感させられる。

　校内での情報収集もつづけていた。

　知りあいのいる新聞部の情じよう報ほう網もうなどを駆く使しして、ここ最近「変わった」と噂うわさのある生徒たちを調べてみた。尚なお輝きの通う学校の新聞部は、学校のホームページや市のメールマガジンなどにも記事を掲けい載さいするので比ひ較かく的てき注目度が高い。部員の数も少なくなかった。時には、尚輝自身が新聞部員の振ふりをして、直接『取材』に当たることもあった。

　尚輝と同様、この時期になって急にクラブ活動を辞やめた生徒が何人か。これに当たってみたが、一人一人、家庭やら進路などの個人的な事情を抱かかえているだけだった。クラブ活動関連なら、ずっと補欠だったサッカー部員の二年生が、ここ一か月で急にその運動能力を伸のばして、レギュラー獲かく得とくにいたっているという話があった。彼へ直接『取材』を試みてみたが、単純に、「高校になってサッカーをはじめたが、一年以上経って、ようやく身体からだの動かし方がわかりはじめた」ということだった。また、品行方正で知られていた女子生徒が急に柄がらが悪くなったと有名だった。これは最近つきあいはじめた男の影響であることがすぐに判明した。

　つまりは、ほとんどが日常のなかで起こり得る『変化』の類たぐいでしかなかったが、なかには、尚輝が引っかかりを覚えるものもあった。

　木き村むら誠せい二じという三年生男子の噂だ。

　木村誠二といえば、ほかでもない、尚輝が入学当時、脛すねを蹴けっ飛ばした上級生だ。思えば、尚輝は彼の復ふく讐しゆうから逃にげるためだけにボクシング部に入ったのだ。尚輝の計画は功を奏して、木村に手を出されるようなことはなかった。要は、ボクシング部にいる『尚輝の怖い先輩方』には木村も太た刀ち打うちできないことを意味していたのだが、最近になってこの力関係が変わったのだという。

　ボクシング部でひときわ腕っぷしの強かった柴しば田たという先輩がいる。ライト級の選手で、インターハイの地区予選では決勝戦まで進んだことがある。三年生は選せん抜ばつ大会に出られないから、秋には部を辞めて、現在はプロのジムに通っているという話だった。

　その柴田が、一対一の喧けん嘩か勝負──いわばタイマンで、木村に敗れたというのだ。

　尚輝はあの図書室での一件を思い出した。改めて木村と相対したとき、尚輝は木村の身体に圧力を感じなくなっていた。それは二年近く尚輝がボクシングに汗あせを流ながしていたことと無関係ではなかったはずだ。が、そのボクシングにおいて尚輝では手も足も出なかったはずの柴田が敗れたというのは、にわかには信じがたい。試ためしにあれこれ想像を巡めぐらせてみたが、尚輝にはどうやっても、柴田が得意のボディーブロー一発で木村を沈しずめる場面しか思い浮うかべることができなかった。

　個人的な理由で多少気にはなったが、これは直接確かめる気にはなれなかった。しょせん不良同士の喧嘩のレベルだ。どうせ木村がなにか卑ひ怯きような真似まねでもしたんだろう。

　尚輝は別のところに足を運んだ。

　例の、古文研究会が活動中のとき、図書室にいってみて何度か様子をうかがってみたけれど、こちらも変わった点は見当たらない。

　要するに、有意義な情報はゼロ。

　放課後、クラブ活動が終わる時間帯になって、尚輝も学校をあとにする。足が重い。なんの収しゆう穫かくもなしに引きあげるのが悔くやしくてならない。東雲しののめかすみの苦しみが一日ぶん延長されることになる。

　明日は、明日こそは必ず──そう意気込むものの、落おち合あい愛あい理りの線が消えたいまとなっては、校内にドラクルが潜ひそんでいるのかどうかすら怪あやしくなっている。が、尚輝がいまできることはこれだけだ。あれやこれやと考えていても、自分にできなければどうしようもない。

（走れ、黒宮）

　尚輝は自分自身にもどやされた気がして、いつもなら電車を使うところを、走って東雲宅に急いだ。




　夕暮れ、駅前からより人ひと気けがなくなる方向に走っていくと、自然とかすみの家が見えてくる。この辺りは、駅から少しでも離はなれると急激にうら寂さびしくなっていて、大通り付近にあった商店街もいまやほとんどの店てん舗ぽがシャッターを閉じている有様らしい。一度、五月さつきにそう聞いたことがあった。

　息を切らしつつ、いつものように玄げん関かん口に近づこうとしたところ、

「どういうこと？」

　横合いからいきなり人ひと影かげが飛び出てきたので、尚輝は心底驚おどろいた。あわや、右手をアクリ・グローブに変化させるところだったが、尚輝の肘ひじを引いたのは若わか月つき真ま由ゆだ。

「な、なんだよ。若月か。びっくりさせるな」

　尚輝は平静をよそおっていたが、実は内心ちょっとだけ傷ついていた。

　映画や漫まん画がなんかに出てくる武芸の達人といえば、人の気配に敏びん感かんだ。陰かげに潜んでいる敵の気配を事前に察知し、見み舞まわれた一いち撃げきを見事にかわす。だけど、いまの尚輝はどうだろう。気配を殺す術すべも知らない女子高生にあっさり懐ふところへと入られた。

（これがドラクルだったら）

　またも死んでいたところだ。

　アクリもまったく反応してくれなかった。あのときは落合愛理の奇き襲しゆうにアクリがいち早く反応して防いでくれていたはずだ。しょせんは『夢』のなかの出来事だから、と思うこともできたが、アクリのこの習性に関しては珠那も認めている。ということは、きっと、若月真由の存在を『危険なものじゃない』とアクリが判断したということだろうか。

「学ばなきゃいけないことが多いな」

「なによ、それ？」気づけば若月がにらみつけている。「教えてもらわなきゃ困るのはこっちよ。ナオ、説明してくれる？」

「せ、説明って、なにを？」

「わたし、かすみを見舞いに来たの。だって、もう学校を休んで何日目？　でも入院したって話は聞かないし、電話しても五月さんにごまかされるだけだし。ひょっとしたらかすみ、なにかにすごく悩なやんでいるのかもしれないと思って、ここまで来たのにさ。五月さん、ぜんぜん家にあげてくれないんだもん」

「う、うん」

　当然だ。五月は、「誰であれ家にあげてはいけない」と『霊れい媒ばい師』たる珠那から厳命されている。

「それなら、よっぽどかすみの具合が悪いんだ、って思うこともできるけど──、ちょっと噂を聞いてさ」若月がにらみつけていた目をさらに細めた。「この辺に住んでいるクラスメートの子が教えてくれたんだ。最近、放課後になると、ナオの姿をよく見かける、って」

　まずい状況だ。尚輝は、ドラクルに襲われたときとはちがう冷や汗を搔かきはじめている。

「まさかとは思ったけど、見舞いを断られたあと、ここで見張ってたんだ。そうしたら、まあ、ノコノコやってきやがって」

「う」

「ね、ナオは家のなかにあげてもらってるの？　それならどうしてわたしは入れないの？　かすみ、どうなっているの？」

「え、ええっと」

　尚輝がなにか上手うまい言い訳を考えつくより早く、

「教えてよ！」

　若月の感情が爆ばく発はつした。「わたし、かすみとは幼おさな馴な染じみなんだよ。あの子のことならなんだって知ってるんだから。初はつ恋こいの人のことも、飼ってたペットのことも、好きな色とか、キャラクターとか、音楽とか。でもいまのかすみがどうなっているのか、わたし全然わからないんだよ。五月さんもまったく教えてくんないし。ねえ、誰でもいいから、わたしに教えてよ！」

　声が大きい。周りを気にした尚輝はあわてて、

「わ、わかった。わかったから、こっちへいこう」

　強ごう引いんに若月の手を引いて別の場所へと向かった。

　駅からここに来るまでのあいだ、割と広めの児童公園がある。学校帰りの子供たちがブランコや滑すべり台などの遊具に興じていた。身体を動かしていないと寒いだろうに、ベンチで固まって携けい帯たい型のゲームをしているグループもいる。

　尚輝たちもちがうベンチに座った。

「あ、デートだ」

　と生意気そうな男の子が二人を指差してからかったが、若月が子供相手になにもそこまで、という目つきでにらみつけたので、恐おそれをなして逃げ去っていった。

　公園に来るまでのあいだ、尚輝もあれこれ考えた。新しい言い訳を考えるには時間がない。尚輝もそこまで頭がまわるタイプじゃなかった。だから、結局のところ、五月についたのと同じ噓うそを繰くりかえすしかなかった。

　つまり、かすみは現在、とても悪い霊に憑つかれていて、身動きできない。霊媒師の珠那がそれを祓はらうべく奮ふん闘とう中。尚輝はそのアシスタントをしている、といった具合。

「……それを、信じろっていうの？」

「信じないなら、おれも、なにも言いようがないよ」

「その、珠那って人、いつからの知り合い？」

「きょ、去年ぐらいかな。うちの親おや父じの、弟の知り合いが、狐きつねに憑かれたんだって。それを祓ってくれた人なんだ。その知り合いの人から名めい刺しをもらっててさ。東雲さんの様子がおかしかったから、急いで電話したんだよ」

「ふうん」

　若月は冷たい目で尚輝を見み据すえる。それからしばらく経たって、

「かすみは、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「あ、ああ、まあ。寝ねたきりになってるけど……、珠那さんがいうには、もう少しだろう、って。霊さえ祓えば、目が覚めて、すぐ元気になって、学校にも通えるだろう、って」

「わたしじゃ駄だ目め？　ナオみたいに家にあがって手伝えないの？」

「あんまり人がいると、珠那さんの気が散るからさ──」

「ううーん」若月はしばらく唸うなっていたが、やがて自分の髪かみをぐちゃぐちゃに搔き混ぜると、「いい、わかった。信じられないけど、信じてあげる」

「そ、そうか」

「噓をつくにももっといい噓があるはずだし。五月さん、詐さ欺ぎみたいなのに引っかかる人じゃないはずだから、多分」

「助かる」

「かすみを頼たのんだからね」

「ああ」

　若月の寂さみしげな顔を、尚輝は正視できなかった。また噓をついている。かすみの母親にも、かすみの幼馴染みにも。もしかしたら、かすみ自身にもそうしなくちゃならないのかもしれない。

　だけど、大たい抵ていの人間は自分の知識にあることしか信じてくれない。『古代の世界を支配していたドラクルという化け物がかすみを下僕にしようとしている』というよりは、『恨うらみを吞のんで果てた魂たましいが悪あく霊りようとなってかすみに取り憑いて苦しめている』というほうが、同じ荒こう唐とう無む稽けいな話でも信じてくれるのだ。

　二人がベンチを立つと、例の子供が、

「あれ、チューしねえのか」

　といった。

「しない！」

　そう叫さけんだ若月と別れたあと、かすみの家に向かう尚輝の足は若じやつ干かん重くなっていた。

　かすみが学校を休むようになってもう一週間以上。いったんは珠那のことを信じてくれた五月も、不信感を募つのらせるころかもしれない。最悪のケースでは、警察を呼ばれることだってあり得る。

　が、

「いらっしゃい、黒宮くん」

　迎むかえてくれた五月の顔はいつも以上に明るかった。いつもなら、「ご苦労さま」というところを、「いらっしゃい」と、娘むすめのクラスメートに対するような普ふ通つうの挨あい拶さつになっている。

　尚輝も挨拶を返して二階へ向かおうとしたところ、

「あ、待って。これを持ってって。二人で飲んでね」

　冷蔵庫からペットボトルのお茶と缶かんコーヒーを取り出して、尚輝に渡わたした。冷蔵庫を開けるところを何気なく見ていたが、なかには食料品が大量に入っていた。三日前ほどにもちらりと見たことがある。そのときはスペースが目立っていた。娘のことを心配するあまりに、食事も喉のどを通らないような状態だったんだろう。

　尚輝は首を傾かしげつつ、二階にあがった。

　かすみはいつものとおりベッドの上に眠ねむっており、そして珠那はこれもいつものとおり窓まど際ぎわで腕うで組ぐみして立っていた。「学校ではどうだった」と聞かれる前に、

「どっちがいい？」

　尚輝のほうから声をかける。視線を向けた珠那に、ペットボトルと缶の両方を掲かかげてみせると、

「どっちでも」

　と素っ気ない。尚輝はちょっと考えたあと、ペットボトルのほうを投げ渡した。

　片手で受け取った珠那は、キャップを開けて、

「本物か」

　といった。

「本物？」尚輝が顔をしかめる。「お、おい、まさか五月さんがドラクルで、おれたちに毒を仕込んだとかそういう……」

「なんでもないよ。気にするな」

　珠那はお茶をひと口含ふくんだ。するとまじまじとペットボトルを見やる。

「今度はなんだよ」

「これが美味うまいの？」

「まあ、苦手な人は苦手だろうけど。お茶を飲んだのはじめてかよ？」

「いや」

　珠那はまたひと口飲んでからキャップを閉めた。話がそれ以上広がりそうもなかったので、

「学校のほうの進展はなかったよ。悪かったな、使えなくて。でもここまで来ると、もう学校にはいないんじゃないか、って気にもなる。で、そっちは？」

　尚輝は一応聞いてみた。

　かすみの様子にも変化は見られなかったから、今日いちにち、こちらのほうも特に変わったことはなかったのだろう、と決めつけていたのだが、

「昼過ぎごろ、一度、かすみの目が覚めた」

　と珠那はいった。あまりに当たり前のように口にするから、

「そう」

　と返事しかけたが、

「えっ！」

　尚輝は先ほどの若月に負けず劣おとらず大声を出してしまった。珠那が眉まゆをひそめる。

「うるさいな」

「ば、馬ば鹿か。そんな大事なこと、最初にいうべきだろ。お茶なんか飲んでる場合か」

「おまえが渡したんだろ。変な奴やつだな」

　珠那はまたむくれかけた。

　ともあれ、かすみが目を覚ました。

　長いことドラクルから吸血されず、またかすみ自身も吸血していなかったため、心身がドラクルの影えい響きようを離はなれつつあるのだ。

　かすみは自分がベッドで縛しばりつけられている状じよう況きようと、見知らぬ女性が室内にいるという状況に、当然パニックに陥おちいったが、珠那が落ち着いた声こわ音ねで一つ一つ説明していったという。もちろん、真実を洗いざらい語ったわけではない。母親の五月についていたような──そしてついさっき尚輝が若月に話していたような──噓が繰りかえされただけだ。

　いわゆる霊れい感かんらしいものはかすみにはまったくなかったらしく、突とつ然ぜん「悪い霊に憑かれた」といわれてもなかなか信じがたかっただろうが、何日も眠りつづけている現実を次し第だい次第に理解していくと、ほとんど放心状態に陥ったらしい。

「安心してほしい。ぼくはこの道のプロだ。頼もしい助手もいる」

　珠那はそう請うけあったという。助手とは、つまり、黒宮尚輝のことだ。

「お、おまえ、おれのこといったのか」

「もちろん。おまえ、彼女の前ではヒーローでいたいだろ？　気を遣つかってやったつもりだぞ」

　それこそ、さっき若月をからかった少年と変わらないような態度で珠那はいった。

　初デートすらまだしていない男の子が部屋にあがり、あまつさえ何日も寝ね顔がおを見られていると知ったかすみの恥はずかしさといったら、どれほどのものか。尚輝はドラクルより吸きゆう血けつ鬼きより、まず珠那の顔をぶん殴なぐりたくなった。というか、どうして女である珠那が、かすみにそれくらいの気遣いができないんだろう。

「おまえ、見かけによらず、モテないだろ」

「どういうつもりでいってるかは知らないけど、お生あい憎にくさま。一人、しつっこくぼくにつきまとってくる奴がいるんだよ」

　珠那は小さく舌を出してみせた。

　ともあれ、かすみが目を覚ましていられたのは一、二時間ていど。それからまた眠りに落ちて、いまにいたる。さっきかすみの母親が上じよう機き嫌げんなわけがわかった。珠那がそのとき母親も呼んで、娘と話をさせたんだろう。

「次はもっと長く起きていられると思う。その次はもっと。人間としての食事も摂とれるかもしれない。ただし、前にもいったとおり、たとえ心身の影響が薄うすまったところで、まったくもとの人間に戻もどれるわけじゃない。いったん吸血された人間がもとに戻るには、大本のドラクルか吸血鬼を斃たおさなけりゃ不可能だ」

　わかっている、と頷うなずきながら、尚輝はかすみの寝顔から視線を逸そらした。

　つまるところ、かすみも戦っている。人間として、それ以外の何者かになどなってたまるか、と全身全ぜん霊れいをもって戦っている。ただし、その戦いも、ドラクルがあらわれてしまえば水すい泡ほうに帰するだろう。やはり彼女は身体からだを両断されてでも『主あるじ』のもとに這はいよろうともがくだろう。そんな光景は二度と見たくない。

　なら、自分も戦うしかないのだ。

　そんな決意を新たにしたばかりだったというのに。

　唐とう突とつに、この状況が一変した。

　放課後も学校に残っていたから、東雲宅で一時間も過ごさないうち、すぐに尚輝の帰宅時間も迫せまった。

　立ちあがって鞄かばんを手に取ろうとしたところ、

「さっき、ちがうドラクルの情報が入った」

　珠那も同じタイミングで壁かべ際ぎわから身を離しざま、そんなことをいった。

「ちがうドラクル？」

「こことはそう遠くない場所だ。ひょっとしたら、かすみを襲おそった奴が居場所を変えたのかもしれない。そこで新たな『しもべ』をつくっている可能性がある。ぼくは、そこへ向かうとするよ」

　近所のコンビニでもいってくるような口ぶりだったが、尚輝は当然あわてた。

「ちょ、ちょっと待ってくれ。珠那がここを離れるとすると……、ここは、東雲さんは、どうするんだよ？」

　と、

「獲え物ものが喰くいついてこない餌えさのそばにこれ以上いたって、仕方ない」

　珠那はいつものように、まるで馬鹿を相手にするみたいに肩かたをすくめた。瞬しゆん間かん、

「ちょっと待て」

　尚輝の抱いだいた反感がそのまま声に出た。もちろん、その理由は自分が馬鹿にされたからなんかじゃない。

「どういう意味だ」

　尚輝がいうと、珠那はわざとらしく目を丸くした。

「いくらおまえが馬鹿でもわからないはずがない。かすみを餌としてドラクルをおびき寄せ、これを狩かる。ぼくたちはずっとそのためにここにいたはずだろ。ちがった？　そしてその作戦はもうすでに失敗した、ってことさ」

「失敗って──、ここを放ほうっておいたら、東雲さんはどうなる。おまえがいったんだろ、いつ彼女が吸血鬼としての本能に目覚めるかわからない、って。もし彼女が突とつ然ぜん誰だれかを襲ったらどうするんだよ！」

　思わず尚輝は感情的に怒ど鳴なってしまったが、

「そこだよ」

　と珠那はあくまで冷静にいった。

「ドラクルが『しもべ』を放置しておくことは考えにくい。本能の制せい御ぎよが難しい初期段階の『しもべ』ならなおさらだ。おまえがさっき指し摘てきしたように、かすみだって放置していれば人を襲う。それも、〈閨ねや〉のようにひそやかにやるんじゃなくて、飢うえに任せたまま、人目のあるところでもお構いなしにね。そうなれば当然ドラクルの存在が明るみに出てしまう。それを恐おそれるドラクルは、時には、足あし枷かせとなった『しもべ』を自ら手にかけることもある。だから、かすみを生かしておいてさえいれば、あの金仮面がここを離れるつもりにせよ、しばらく身を隠かくしておくつもりにせよ、必ずその前に接せつ触しよくしてくるはずだとにらんでいた」

　尚輝はごくっと唾つばを飲んだ。珠那の言葉ばかりが原因じゃない。珠那がこのとき、ドラクルに対たい峙じしているときとそっくりの目つきをしたのだ。

「だけど、どうやら奴にこちらの足もとを見られたみたいだ」

「足もと？」

「ドラクルのことが社会に広まるのを恐れるのは、ぼくたちハンターも同じだよ。人間の多くが自分たちを捕ほ食しよくする存在のことを知ったら、そして『彼ら』が人間社会にまぎれ込んでいるのだと知ったなら、果たしてどうなると思う？　一いつ般ぱん人になりすましたテロリストが隣りん家かにいるかもしれない、とすでに世界中に蔓まん延えんしつつある恐きよう怖ふが、いまの何十倍にも増す、ってことさ。ドラクルを狩り出すために社会の仕組みさえ変わるかもしれない。そうなれば、ドラクルもこの時点での全面戦争を決意する恐れがある。いずれにせよ、犠ぎ牲せいはいまの比じゃなくなるはずだ」

「…………」

「金仮面がこちらの足もとを見た、っていうのはそのことさ。わざわざ自分が処分する必要もない。かすみが餌として使えないと判断したなら、ハンターのほうで片づけてくれるはずだと踏ふんだんだろう。思ったより頭がいい奴だよ、まったく。ドラクルの思おも惑わくどおりになるのは癪しやくだけど、ぼくだって確かに『しもべ』を放置しておくことはできない。だから」

　いいざま、珠那はかすみを拘こう束そくしていたサークルウィップを解いて、右手に構えた。

「……だから？」

　嫌いやな予感がする。尚輝は知らず知らずのうちに右のポケットに手を突つっ込んでいた。アクリの感かん触しよくがある。当然だ。だが、それを、なんのために、誰だれに向かって使おうというのか？

　答えはすぐに出た。

　珠那は自分自身のアクリを構えながら、こういった。

「だから、この場でかすみを殺してしまおう」




　　　　２




　最初、珠那がなにをいっているのか理解不能だった。いや、理解はしていても、理性がそれを認めるのを拒こばんだ。

「おまえにも、先にいっておくべきだったかもしれないな」

「な、なにを」

「ぼくはいままで、ぼくに牙きばを剝むいた『しもべ』は一人残らず狩ってきた。もともとは人間だから、なんて理由で容よう赦しやはしなかった。いちいち相手の正体に気を遣っていたんじゃぼくの身がもたない。じゃあ、なぜかすみは殺さず、生かしておいたか？　さっきもいったばかりだ。そう、ドラクルを誘さそい出すための餌、餌といって悪けりゃただの囮おとりに過ぎない。それが無む駄だに終わったいま、『しもべ』をここに残しておくことのほうがはるかに危険だ」

「や、奴は来る。もう一度ここに来る。だから」

「おまえになにがわかる？　それを、かすみにも保証できるか？」

　尚輝は唇くちびるを嚙かんだ。

「いまここで命を絶たれるほうがかすみのためだ。そうだろ？　家族や友人を襲わずに済む。いまなら、まだ人間として死ねるんだから」

「待て」

「血を求める本能が芽生えてからじゃ遅おそい」

「待て！」

　それこそ血を吐はくような思いで尚輝は叫さけんでいた。右手のアクリはすでに熱を放っている。尚輝の感情に呼応しつつあるのだ。

「いいよ、待ってやるとも」

　珠那はごくあっさりいって、尚輝を拍ひよう子し抜ぬけさせるところだったが、「ぼくはなにもせずにこの場を去ることにする。ただし──、そのときはおまえがやれ」

「お、おれが？」

　妙みようなことをいわれて、尚輝は目を丸くした。

「そうだよ。アクリは預けておいてやる。だからぼくがいなくなったあとは、かすみと恋こい人びと関係にでも夫ふう婦ふにでもなんでもなって、常に彼女といっしょにいろ。いっときたりとも目を離すな。普ふ通つうの人間でいられるうちはそれでよし、ただしもし本能が芽生えたときは、いちばん近くにいるおまえが真っ先に狙ねらわれるだろう。人間としての情はこの場合関係ない。吸血鬼化した人間が自分の恋人や、自分の子供にまで牙を打ち立てた例は無数にある。そしておまえはそのときアクリを振ふるってかすみを殺せ」

「──」

「それができる？　おまえに、かすみの命を奪うばう覚かく悟ごはあるか？」

　返答などできない。できるはずがない。だが、だからといって、

「もし覚悟がないなら、口を挟はさむな。見ているのがつらいんならこの家を出ていけ。アクリも置いて、それですべてを忘れるんだ」

　その提案に乗っかることも、できようはずがない。

　珠那が鞭むち状になったままのサークルウィップを片手に、ベッドに一歩近寄ろうとした。

　瞬間、グローブ型のアクリを右手に出現させた尚輝が、珠那とベッドのあいだに立ちはだかった。

「それはなんのつもり？」

　珠那が、半ば面おも白しろそうにいった。

「さ、させない。そんなことは」

「へえ。じゃあ、かすみをいつでも殺せる覚悟が固まった、って意味だな」

「それは」

「何度もいわせるなよ。覚悟がないなら口を出すんじゃない。任務の邪じや魔まとみなせば、おまえも排はい除じよする」

　珠那はアクリの構えを改めた。かすみにではなく、その矛ほこ先さきを尚輝に向けようとしている。

　目から感情の色が消えた。

　公園で見たことのある、あの冷たいまなざしが正面から尚輝を見み据すえた。

　尚輝はすくみあがりそうになった。珠那の強さははじめて見たときから知っている。人間離ばなれした動きをするかすみを、難なくあしらっていた。そんな珠那に、ボクシングでさえ一度も勝てなかった自分が太た刀ち打うちできるとは思えない。戦うどころか、たった一いつ瞬しゆんで勝負が決まる恐れとてある。

　珠那の目は冷れい徹てつだ。『覚悟』と自ら口にするからには、彼女にはあるんだろう。任務のためとあれば、誰にでも武器を向けるその『覚悟』が。かすみであろうと、尚輝であろうとも。それが、人間以上の存在と戦う日常を過ごしているハンター。珠那にどんな過去があって、どれほどの意志をもってハンターをつづけているのかはわからないが、少なくともその目にためらいはない。

　尚輝の身体はすでに小刻みに震ふるえている。逃にげろ、とまた誰かが頭のなかで囁ささやいた気がした。

（まだつきあってもいない女の子のことで死ぬなんて馬ば鹿からしい。逃げちまえ。そして、珠那のいうとおり、全部忘れろ。なにもかも夢だった。そうじゃないか？　おまえ、一度は『死んだ』んだぜ。これが夢じゃなくてなんなんだ。さあ、家に帰ろう。そして明日あしたも学校へいこう。女の子ならいっぱいいるさ。同じクラスの佐さ藤とうだって、可愛かわいいじゃないか──）

「わかったよ」

　と、ひと言いえばいい。たったのひと言。が、

「頼たのむ」気づけば、尚輝は震え声でいっていた。「頼む、頼む、頼む」

「なにを？」

「東雲を殺さないでくれ、珠那。三日──いや、あと一日でいい。おれが必ずドラクルの正体を突き止めるから。それまで、待ってくれ」

「もう十分時間は使った。さっきいったはずだろ、ちがうところにいっている可能性のほうが高いんだ。そっちを追いかけたほうが確実だ」

「そんなことはない、一日あれば、必ず、見つけ出せる」

　もはや会話にもなっていない。

　不意に、珠那が冷れい笑しようした。

「『頼む』といいながらおかしな態度だな。それは、ひょっとしてぼくを脅おどしているの？」

　尚輝はすでにファイティングポーズを取っていた。とはいっても、肩は震え、足あし腰こしが揺ゆれて、拳こぶしの位置も定まらない。生しよう涯がいでいちばん無様なファイティングポーズだった。

「いうことを聞かなけりゃぼくを殴なぐり殺す、とでもいいたげだな。ぼくに勝てると思う？」

「勝てるかよ。勝てねえよ、勝てるはずがない」

「なら、どけ」

「勝てないけど、どかない」

「滅め茶ちや苦く茶ちやだ」

「おれを殺すと寝ね覚ざめが悪いぞ」もはや涙なみだ声ごえで尚輝はわめいている。「死んだあとも呪のろってやる。おまえに取り憑ついて、四六時中つきまとってやる。おまえの着き替がえだって覗のぞくからな。シャワーしているとき、なにかが後ろにいるんじゃないか、って思うときがあるだろ。あれ、おれだからな。夜中にゴトゴト音を立てて眠ねむれなくさせてやる。恋人とのデートだってずっといっしょだぞ。おまえのあられもない姿を……」

「おまえたちは、時々本当におかしなことをする」

　珠那が心底あきれかえったように小首を傾かしげた。「家族ですらない、交際もしていない女の子が、命を懸かけるほど大事？　いや、命を懸けたって無駄に終わることは自分だって承知しているのに？」

「なんだっていい。頼む、珠那。ドラクルはおれが見つける。だから、東雲を殺さないでくれ」

　尚輝はその場に平へい伏ふくしそうな勢いでいった。と、珠那が小さくため息をついた。

「ここでおまえを殺しても、寝覚めはともかく、死体を片づけるのが面めん倒どうくさい」

　冷たいまなざしも消えた。途と端たんに、尚輝の身体が軽くなった。意識もしていなかった──というより意識する余よ裕ゆうもなかった──のだが、この瞬間まで、胸がいまにも押しつぶされそうなほどの圧あつ迫ぱく感を覚えていたのだ。ひょっとしたらそれが殺意だったのかもしれない。

　それが消えたということは──、尚輝の泣きそうだった表情がぱっと明るくなった。

　サークルウィップが縮小し、リングの形状に戻もどると、彼女の細い手首におさまった。

「ありがとう！」

「礼をいわれることじゃない。ぼくは、『しもべ』を放っておくことに決めたんだ。ぼくが去ったあと、ここでどれだけ被ひ害がいが出ようが知らんぷりする、って意味さ。わかる？　ここでどれだけ死者が出ようと、『しもべ』が瞬またたく間に増加しようと。おまえはかすみの命だけじゃない、ここにいるすべての人間の命を背負ったことを忘れるな」

　尚輝は多少ならず戦せん慄りつに打たれながらも、顎あごを引いた。

　すると、珠那はそのまま部屋の出入り口に向かった。

「も、もういくのか」

　あまりにあっさりした振る舞まいに、尚輝が思わず呼び止めかけた。

「ほかに用がある？」

　珠那が顔だけを振り向かせる。不ふ機き嫌げんそうに眉まゆが寄っていた。尚輝はなにか言いかけて──そこではじめて自分がまだ拳を構えていたことに気づき、構えを解いてから──その場にて深々とお辞じ儀ぎした。いつかのかすみのように。

「ありがとう」

「礼をいわれることじゃない、っていったろ」

「いままで、東雲を守ってくれてありがとう。おれの命も、救ってくれてありがとう」

　まさかこんなに呆あつ気けなく別れが来るとは思っていなかったものの、それだけは口にしておこうと思った。珠那がいなければ自分はかすみの『しもべ』と化せられ、かすみもドラクル化が進んでいたのはまちがいないのだから。

　珠那は一いつ瞬しゆん呆あつ気けに取られた顔をしたが、すぐに黒々とした目で尚輝をにらみつけて、

「馬鹿か、おまえ」

「もう慣れたな、そんな風にいわれるのも」

「馬鹿」

　と珠那はもう一度いってから、

「さっきぼくがいったことを忘れるな。ぼくが時間を浪ろう費ひした結果の予測だけど、昼間にあの金仮面がこの部屋にやってくる可能性は低いだろう。さらに昼間なら、かすみもまだ人間としての理性を保っていられるはずだ」

　最後のアドバイスのつもりだったろうか、尚輝がなにか返事をするより早く、「じゃあな」とも「さよなら」ともいわず、珠那は部屋を去っていった。

　ドアが閉じる音がすると、室内は尚輝と、眠りつづけているかすみの二人だけになった。

　不意に、辺りが空くう洞どうと化したような気がする。

　右手のアクリはいつしかもとに戻っていた。

　尚輝はしばらくのあいだ無言でたたずんでいた。彼にとって珠那は異世界への案内人であり、小生意気な小こ僧ぞうのようでもあり、そして怖こわい先せん輩ぱいでもあった。ボクシング部のお歴々とも比べようがないほど。

　自分はまだ異世界に取り残されているというのに、当の案内人であったはずの彼女一人だけが去っていったなどとは、なんだか信じられない気持ちがする。いや、珠那は戦いの世界からいなくなったわけじゃない。別の戦場へ赴おもむいただけだ。

　やがて尚輝は一つ息をついて、鞄かばんから携けい帯たいを取り出し、家に電話をした。

　母親が出た。相変わらずの言い訳だが、「友達の家で勉強会をする」といって、返事を待たずに電源を落とす。

　尚輝はそれから、いつも珠那がやっているように、窓まど際ぎわへと移動した。

　今夜は──、というか、今夜からは、自分しかいない。たった一人でかすみを守りとおさなければならない。

　窓の外に意識を集中させながらも、しかし思考は別の方向にさまよいがちだった。

　これからどうするか？

　珠那は、昼間のうちはドラクルがやってくる可能性が低く、また、かすみも吸きゆう血けつ鬼き化する恐おそれがない、といっていた。それはつまり、ここで無む駄だな時間を過ごしているより、陽ひのあるうちは外へいってドラクルを捜さがせ、という意味だろう。

　じっと立っていると不安ばかりが募つのってきそうになる。何度か、開いた窓の外めがけてパンチを撃うち込んだ。左ジャブを繰くりかえす。ついで、右ストレート。ジャブと右のワンツーパンチ。身体からだがほぐれてきたら、ノーモーションでいきなり右を撃つ。

　今夜は息があがらない。このまま何時間でもつづけられそうな気がしたものの、消しよう耗もうしすぎては意味がなかった。きりのいいところでやめて、窓を閉める。

　何気なくかすみのほうを見やろうとして、その視線が途と中ちゆうで止まった。勉強机の上に、昨日まではなかったものが置かれている。可愛らしい便びん箋せんが折り畳たたまれていた。不ふ審しんに思って手に取ってみる。

『黒宮くんへ』

　と書かれていた。

（えっ）

　と声が出そうになる。

　恐る恐る開いてみた。

　まちがいなくそれは、東雲かすみからの手紙だった。

　今日、「昼過ぎごろ目が覚めた」と珠那がいっていた。そのとき、事情を──真実の大半を伏ふせられた事情を──聞かされたかすみが、また眠ってしまったときに備えて、珠那の『助手』をやっているという尚輝宛あてに書いたものなのだろう。

　手紙の前半には、当とう惑わくするかすみの心情が綴つづられてあった。

『こんなこと、わたしもはじめてだから驚おどろいています。でもなにより驚いたのは、黒宮くんに除じよ霊れいをやられる知りあいがいたってこと。わたしがボーっとしていて聞きそびれていたのならごめんなさい。でも、確か教えてくれなかったよね？』

　当たり前だ。

　尚輝は苦笑いをしてしまう。

『放課後はずっとこの部屋にいて見張ってくれているのだと聞かされて、これも驚いています。ありがとう。本当、黒宮くんには助けられてばっかりだね。でも、恥はずかしいな。もう遅おそいかもしれないけど、あんまりジロジロ見ちゃ駄だ目めだからね。引き出しとか開けないでよ。絶対だよ』

　わかっている。というか、これほど念を押されると引き出しのなかになにがあるのやらむしろ気になるのだが、さすがに確かめる気にはならない。

『わたし、もうずっと長いこと寝ねているんでしょう？　喉のども渇かわかないし、お腹なかも空すかないし、変な気分。でも、珠那さんがいうには、もう少しで霊を祓はらえるらしいから、わたしも頑がん張ばります。というか、わたしはグーグー寝ているだけなんだけどね　笑』

　尚輝は一いつ瞬しゆん手紙から視線を逸そらした。

　文面が明るい。

　明るすぎて、読み進めるのがつらくなりそうなほどだ。

　目が覚めてみたら見知らぬ人間が枕まくら際ぎわに立っていて、あなたは霊に憑かれて何日も寝たきりでいたのだ、なんて知らされた場合、自分だったらどんな心境に陥おちいるだろう。混乱するはずだ。恐ろしいはずだ。泣きたくもなるはずだ。

　一枚目が終わって、便箋をめくると、早々に尚輝は驚かされた。

『そういえば、長いこと寝ているあいだに、黒宮くんの夢を一度だけ見た気がします。ボクシング部に入ったきっかけを教えてくれたんだけど、あれってわたしが夢のなかでつくった想像かな？　本当だったら面おも白しろいな、と思います。次に目が覚めたら答えあわせしようね』

　金仮面の襲しゆう撃げきがあった日のことだろうか。確かに、尚輝はボクシング部のことなどをかすみに話した。あのとき、彼女は人間としての理性と『しもべ』としての本能を戦わせていた真っ最中だったはず。そのときの記き憶おくがかすかにでも残っているのだろう。

『いまさらだけど、デート、いけなくてごめんね。いっぱい迷めい惑わくかけてごめんね。治ったら遊びにいこうね。真由ちゃんやお母さんが心配するくらいいっぱい遊びにいこうね。そして、ありがとう。わたしを守ってくれて。嬉うれしいけど、あまり無理はしないでね』

　二枚目の便箋は下半分が大きく空いていた。

　尚輝の目が丸くなる。おかしなイラストが描えがかれていた。

　かすみの手て描がきなのはまちがいない。

　ひと言であらわすなら、ボクシンググローブの形状をしたキャラクターだった。

　本来親指をおさめる部分がなぜか左右両方についている。最初はキャラクターの手を意味しているのかと思ったが、よく見たら、小さな羽根の形をしていた。ナックルのところには、海外のアニメで出てくるブルドッグそっくりの目が描かれており、その目の位置からして頭頂部にあたると思われる部分には、これもなぜだかトサカめいたものが生えている。

　小さく字が添そえられていた。

『ヘタレン……じゃかわいそうだから、バンタムくん』

　とあった。

　尚輝は噴ふき出した。

　ヘタレン、というのは、若月真由がカラオケボックスで尚輝のことを呼んだ言葉だ。ヘタレボクサーの略だというが、実際は略にもなっていない。それをかすみは覚えていてくれたのだ。いかにもなにかのキャラクターっぽい名前だから、かすみがボクシングにまつわる絵にしてくれたんだろう。東雲かすみがこれまでの人生でボクシングに興味があったとはとても思えない。きっと、机の上にあるパソコンを使って、グローブの形状を調べたうえで描いたのだ。バンタムというのは、尚輝が試合をするときの階級の名前だが、尚輝が教えた覚えはない。若月にでも聞いたんだろうか？　いや、若月だって詳くわしくはないはず。きっと、ボクシングに関する知識をこれもネット上で漁あさって、それっぽい名前を偶ぐう然ぜんにつけたと思われた。

「凄すごい顔になってるぞ、おまえ」

　ポケットにしまったばかりのアクリを握にぎりしめる。同じグローブの形状に変化するこのアクリに、キャラクターのイメージを重ねたのだ。

　もう一度笑おうとして、しかしできなかった。手紙を持っている手が急に震ふるえて、「バンタムくん」のところにぽつりと涙なみだが落ちた。

　よかった。

　──とこのとき尚輝は思った。

　東雲かすみとクラスがいっしょになったとき。桜色に染まった窓辺に立つ彼女の姿に見み惚とれた。それからは、ただ見ているだけだった。その姿、控ひかえめな笑い方、そして出会ったときと同じ、春の陽ひ射ざしみたいな雰ふん囲い気きに惹ひかれた。友達みたいに話せるようになってから、ますますのめり込んでいく自分を感じてはいた。

　でも、まだ、これほどだとは思っていなかった。

　これほど好きになれるなんて。

　よかった。

　命を懸けられる人でよかった。

　この人のためなら、不良とだって、ドラクルとだって、珠那とだって戦える。そう思える人でよかった。

　逃にげずにいられるから。

　いくら『ヘタレン』だって、この人のためなら、逃げずに最後まで戦える。

　尚輝はふたたび窓際に戻もどった。

　夜はまだ長い。

　しかし、尚輝にとっては、朝を迎むかえるまでわずか一瞬のことのように感じられた。
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　陽射しがかすみの寝ね顔がおを照らし出した。

　夜をなんとかやり過ごした、という安あん堵ど感かんとともに、尚輝はかすみのその寝顔に言葉ではあらわしきれないほどの幸福感を覚えた。

　世界広しといえど、東雲かすみの寝顔が朝あさ陽ひに照らされる瞬しゆん間かんをどれほどの人間が目にすることができるのだろう。

　この先、きっと何人もいないのではないか、という自分の思いつきににやけかけた尚輝だったが、つまりは将来に複数いることもあり得るわけで、そんな思いつきに一人で気を悪くした。

　かすみがまぶしくないようにカーテンを閉とざしてやってから、時計が七時を少しまわったところで階下におりてみた。

　かすみの母親が朝食を準備してくれていた。

「あの人は食べてくださらなかったけど、黒宮くんはどう？」

　あの人、というのは当然珠那のことだろう。そういえば放課後以外の時間帯も、珠那はずっとこの家にいたのだ。彼女が食しよく卓たくを囲んでいる姿が想像しにくいのも事実だが、しかし食事を断りつづけているのだとしたら、いったい、いつ、なにを食べていたんだろう。

　珠那はちょっとした用件で外出している、と五月は思い込んでいる風だったし、尚輝もあえて訂てい正せいはしなかった。せっかく娘むすめが復調する兆きざしを見られて元気になっているところに、余計な心配をかけたくはない。

　尚輝は焼きたてのトーストだけもらって、念のため五月に携帯の番号を教えたあと、学校へ向かうことにした。

　かすみを一人残していくことに不安はあったが、一応、珠那のお墨すみつきもある。陽のあるうちは部屋でじっとしているより、外でドラクルを捜したほうがいい。

　いったん自分の家へ帰って、母親から小言を聞かされながら今日の授業の準備をする。

　普ふ段だん、当たり前のように繰りかえしていた朝の風景。

　通学路を進んで、見慣れた校舎のなかへと入る。

　当然といおうか、授業のあいだは集中力がなかった。

　それぞれの教師からきっちり一回以上は怒おこられた。

　が、気にもしていられない。

　休み時間になるたびに、校内をうろつきまわった。わざと人ひと気けのない場所にまで足を運びもした。

（一人になるな）

　と以前珠那にいわれてはいたが、こうなればもう自分が囮おとりになってでも、『敵』をひきつけねばならない。

　昼休みが終わり、残りの授業も瞬またたく間に終しゆう了りようした。

　進展はない。

　尚輝は焦あせる気持ちを抑おさえながら、いったん東雲邸ていに電話しようと思った。変わった様子がなかったか確かく認にんをしなければ。

　会話の内容を聞かれたくなかったので、携けい帯たいの入った鞄かばんを手に教室の外に出ようとしたとき。

「黒宮くん？」

　クラスの女子に声をかけられた。これまで一度も話したことはない。眼鏡をかけた、おとなしい、いかにも優等生タイプの女子だった。

　古文研究会の一人だ。その子は男子に自分から声をかけるのも恥ずかしいのか、やや顔を赤くしながら、

「黒宮くん、何度か、うちのクラブ、見てたよね？　落合先生がね、興味があるようなら体験入部してみないか、っていうんだけど、これからどうかな？」

　そう誘さそいかけてきた。

　尚輝は深く息を吸い込んだ。

　なにかが動いた証あかしなのか、そうではないのか。

　なにも手がかりがない以上、賭かけてみるしかない。携帯をおさめた鞄を机の上に投げ出すと、

「ちょっと興味があったんだ」

　と笑え顔がおを取り繕つくろった。




　何てことだ。

　失敗した。

　古文研究会にある種の意気込みを持って参加した尚輝だった。

　集まっていた生徒は五名。全員が女子だった。本当ならもう一人男子生徒がいるらしいのだけど、この日は休み。

　顧こ問もんの落合は、これはもう何度も確認したとおり、尚輝が予知夢だと錯さつ覚かくしたあの場面で見た、男子生徒から人気ナンバーワンの教師などではなく、四十代後半の、公私ともども厳しそうな雰囲気のある女性教きよう諭ゆ。

　しかし、いまだ尚輝は彼女の疑いを完全に晴らしたわけではない。というよりも、取っかかりが彼女にしかない、というのが正直なところだったが、こうして尚輝を誘い込んだことからして、やはり彼女には裏があるのではないか。

「東雲さんは今日もお休みなのね」

　クラブがはじまる前、そんな白々しいことを口にした。

　活動は二時間足らずで終わった。尚輝はほとんど暗号に近い古文を眺ながめていて、ほかの生徒が訳した文章を読みあげるのを耳にしているだけだったが、終わると同時に緊きん張ちようした。

（黒宮くん、ちょっと話があるからつきあってちょうだい）

　そんな風に落合からいわれて、人気のないところに誘い込まれる。そしてそこで、

（小こ僧ぞう、いつまでわたしを嗅かぎまわっているつもりだ？　放ほうっておいてもよかったが、面めん倒どうだからここで『しもべ』に変えてくれる）

　とドラクルの正体を明らかにした落合に牙きばを剝むかれる。尚輝は一瞬にして右手をアクリ・グローブに包んで、最初の一いち撃げきを防ぐ。広い場所での戦いは危険だ。前回──といおうか、なんといおうか──の戦いですでに学習済み。ドラクルは自分に有利な場所に誘い込もうとしているはずだから、一撃を防いだのちは急いで場所を変えねばならない。どこがいいだろう？……

　と、ここまで想像を巡めぐらせていたのだが、落合は、

「黒宮くん、今日どうだった？　よかったら明日あした以降も参加してちょうだいね」

　とだけいって、資料をまとめると、さっさと席を立ってしまった。

「せ、先生」

　とっさに尚輝も席を立って追いかけてみたものの、話すべきことなどなにも見当たらない。

「なにかしら？」

　落合が不ふ審しんそうに眺めてくる。

「先生は……あの、ひょっとしたら金色に光る仮面をお持ちじゃないですか？」

　右手のアクリを強く握った。あの『予知夢』において、ドラクルは「アクリの気配を覚えている」といった。アクリの反応が強まれば気づいてくれるかも──、と思ってのことだったが、

「はい？　いったい、なんのこと？」

　落合はいよいよおかしなものを見るような目で尚輝を見ていた。

　くそっ、と尚輝は自分を罵ののしりたくなった。失敗だ。落合にこだわりすぎた。彼女はドラクルじゃない。

　すでに外は薄うす暗ぐらい。

「なんでもありません」

　ともいわず、尚輝は無言でその場を駆かけ去った。

　可能な限り、校内をまわった。すでに多くのクラブがあと片づけをはじめている。

　どこかにいないか？

　人間の血を吸う化け物が、このなかに潜ひそんでくれていないものか？

　おれは一人だぞ、と尚輝は叫さけびたくなった。一人きりだ。だから襲おそってこい！

　三階まで一気に階段をあがり、一周してまた降りていく。

　その途と中ちゆう、ひょいと横合いから足をかけられた。

　転びそうになったところ、階段を一つ、二つすっ飛ばしながらジャンプを繰くりかえし、なんとか着地する。

　振ふりかえると、そこで見覚えのある上級生が笑っていた。そこそこハンサムだが、あまり笑い返したくなるような笑顔じゃない。

　木村誠二だ。

　それも、一人じゃなかった。四、五人はいる。いずれも木村と似た雰囲気がある。暴力性を見た目からして漂ただよわせているような、いわゆる不良生徒だ。

　いつもならすくみあがるところだったろうが、尚輝は軽く失望した。

　なんだ、ドラクルじゃない。

　なら、用もない。

　尚輝はその場を去ろうとしたが、

「おい、黒宮。先せん輩ぱいに挨あい拶さつもなしかよ？」

　木村が声をかけてきた。仲間といっしょに階段をぞろぞろとおりてくる。

「なにか……用ですか」

「なにか用ですか？」尚輝の口ぶりを真似まねて木村が笑う。「用なら、ずっとあったんだよ。おまえがちょろちょろ逃げまわらなきゃ、もうとっくに終わってたんだけどよ。あの図書室で終わらせてやってもよかったのに、余計な邪じや魔ま者ものが入ったからな。だけど今日は大だい丈じよう夫ぶそうだな？」

　木村誠二は、一昨年おととしの四月、尚輝が入学したてのころ、クラスメートに絡からんでいた上級生だ。尚輝が止めに入ったところ、その暴力の矛ほこ先さきが自分に向いたので、ほとんど反射的に脛すねを蹴けっ飛ばして、逃げた。

　木村よりよっぽど怖こわい先輩方のいるボクシング部に入ることで難を逃のがれたのだが、そういえば、そのボクシング部の先輩を最近この木村がぶっ飛ばしたという噂うわさが入った。

　強くなったらしい。

　そしてボクシング部の先輩より強くなったということは、もう誰だれにも気き兼がねしないでいい、というようなことらしかった。

　が、いまの尚輝には余計なことだ。時間を取られたくない。

「あのときは、すいませんでした」

　尚輝はぺこりと頭をさげた。「あんまり木村さんが怖かったので、咄とつ嗟さにあんなことをしてしまいました。ごめんなさい」

　そういうと、背を向けて、立ち去ろうとした。その背中を思いきり蹴られた。前によろめいて、土下座するみたいな姿勢で倒たおれ込む。

　蹴ったのは木村ではなく、その取り巻きの一人らしかった。尚輝に近づくと、乱暴に立ちあがらせた。尚輝の襟えり首くびを摑つかみあげる。色黒で、無ぶ精しよう髭ひげを生やした顔を間近に突つきつけてきた。

「木村が、用がある、っていってんだよ。手て前めえの都合で終わらせんじゃねえぞ」

「すいません。でも」

「でも？」

「こっちも用事があるんです。話なら、明日にでも聞きますから。絶対に逃にげません。だから、今日は許してください」

「はあ？」無精髭の男は耳を傾かたむける振りをした。「わかりました、じゃあ今日はもうお帰りください、っていうと思ったか。笑えねえよ、馬ば鹿か」

　頭を小こ突づいた。小突く、といってもそこそこ力がこもっている。尚輝の頭が揺ゆれた。すると木村が不ふ機き嫌げんそうにいった。

「おい、おまえは手を出すな」

「だってよ、こいつが生意気すぎるんだよ」

　もう一度殴なぐった。

　さらにもう一度殴ろうとしたところ、ぴたりとその動きが止まった。されるがままになっていた尚輝がはっとなる。木村の右みぎ腕うでが伸のびてきたかと思うと、無精髭の胸倉を摑み、そして持ちあげていた。無精髭の足が宙を浮ういている。なまじの力ではない。

「手を出すな、っていったんだぜ、おれは。こいつをやるのはおれなんだよ。そういわれてんだからさ」

　たちまちのうちに顔を真っ赤にした無精髭が足をばたつかせる。「ご、ごめん」とかろうじて聞き取れるていどの声で彼がいうと、木村は乱暴に解放してやった。音を立てて背中から廊ろう下かに落ちた無精髭が呻うめき声をあげる。

　尚輝が見ると、ほかの上級生たちは、一様におびえた顔をしていた。

　皆みながこの木村誠二を恐おそれているのだ。尚輝はとある直感を抱いだいた。ドラクルの正体を探さぐるべく、校内の噂を集めていたとき、木村のものもあった。それを無視したのは大きなまちがいだったのだ。

「さあ、黒宮」

　木村がゆったりとした口調で笑いかけてきた。

「おれと遊ぼうぜ」

　めくれあがった唇くちびるの裏側から、小さく牙が覗のぞいて見えた。尚輝はそれで意を決した。




　このまま校舎の裏手側とか、彼らのような素行のよくない生徒が溜たまり場にしているような場所に連れ込まれるのかと思っていた。

　それだけに、木村が誘ゆう導どうした場所はあまりに意外。

　ボクシング部の練習場だ。

　先頭を木村、後ろを無精髭をはじめとしたほかの上級生に挟はさまれる形でやってきた。

　すでに練習は終わっていて、部員の姿は見当たらない。外から見える内部も真っ暗だ。なら鍵かぎもかかっているはずだが、木村は普ふ通つうにノブをまわしてなかに入った。

　と、灯あかりがついた。尚輝は、誰かが入り口付近にいるのに気づいた。

「す、すまん、黒宮」

　そういって謝ったのは、なんと部の先輩だった柴田だ。尚輝がもっとも恐れた入学当時の三年生よりはまだ話せるところもある先輩だったが、それでも怖かったことには変わりない。部内におけるボクシングの実績はトップクラスだった。

　そんな柴田だったが、木村とのタイマンで敗れたという噂があった。

　事情を推察するに、その木村に脅きよう迫はくされたのだろうか。柴田はほかの部員がいなくなったあとも部室に残って、木村たちの到とう着ちやくを待っていたのだ。おそらくはいいつけどおりに。

「おれは暴力が好きじゃないんだよ、黒宮」振りかえって木村がいった。「だからボクシングで勝負をつけようぜ。優やさしい先輩でよかったよな。ボクシングなら素人しろうとのおれより、ずっとやってたおまえのほうが有利だからさ」

「気をつけろ、黒宮」柴田が口を挟んだ。「こいつ、普通じゃない。いきなりあんなに強く──」

　柴田の身体からだがくの字に折れ曲がった。何度か見たことがある。ボディーブローは柴田の得とく意い技わざだった。いつも彼の相手をした後輩たちが──尚輝を含ふくめて──ああやってリング上に沈しずめられてきた。ただし、今回ボディーを深くえぐられたのは柴田のほうだ。

「余計なこといってんじゃねえ、柴田。おまえはいわれたとおりのことをやりゃいいんだ」

　柴田はぺこぺこと謝った。あんな先輩の姿を見るのははじめてだ。よほど手ひどいやられ方をしたんだろう。

「さあ、やろうぜ。スパーリングってのか？　時間は無制限。どっちかがリングの上にぶっ倒れたら負けだ」

　木村はやはり牙を覗かせながら楽しげに笑った。
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　尚輝は自分で、木村は柴田に手伝わせて準備をした。

　リングシューズを履はいて、拳こぶしにバンデージという布を巻き、その上からグローブをつける。

　ただし尚輝も木村も上着を脱ぬいだきりで、シャツと制服のズボン姿だ。

「そいつはいらねえよ」

　柴田が持ってきたヘッドギアを、木村は無造作に放ほうり投げた。頭を守るための防具で、高校ボクシングでは着用が義務づけられている。ついでに、口にはめて歯を守るマウスピースも木村は断った。

「で、でも、それじゃスパーリングにならない」

「うっせえな、マジになんなよ。ただの遊びじゃんか。なあ、黒宮。おまえもそれでいいよな？」

　有う無むもいわさぬ口調だったが、尚輝は素す直なおに頷うなずいた。木村は「へっ」と笑って、

「ずいぶん大人しくなったな？　ボクシングじゃ楽勝だと思ってんのか？」

　木村が笑えば、ほかの上級生たちも笑う。彼が『変わった』という噂があってからまだ日も浅いのに、徹てつ底ていした統制ぶりだ。

　木村が先にリングインした。つづいて尚輝もあがる。

　白いキャンバス地に足を踏ふみ入れたとき、久しぶりの空気がした。この上で、尚輝は汗あせを散らし、文字どおり血ち反吐へどを吐はいて、うずくまったり転がったりした。あまりにやる気を見せないと先輩方にどやされるので、尚輝もそれなりにフットワークを使ったり、パンチを放ったりしたが、一度だって、

（よし、勝ってやろう）

　と意気込んでリングにあがったことはない。せいぜい、

（あんまり痛くならないで終われるといいな）

　というのが関の山。

　今回はどうか。少なくとも、

（痛くないままで終わる）

　ことは不可能だと思った。

「レフェリーもいらないよ」木村がコーナーポストにもたれかかりながら笑った。「よし、柴田。ゴングを鳴らせ」

　柴田がいわれるがままにリング脇わきのゴングを鳴らし、調子のよさそうな上級生の一人が、

「ボックス！」

　と下から叫んだ。

　まず木村が距きよ離りを詰つめてきた。体格は尚輝と同じていど。図書室で絡んできたときと印象はさほど変わらない。鍛きたえあげたボクサーに比べれば、特に肩かたや背中の厚みに欠けている。

　一応、見よう見まねの摺すり足を使ってきたが、尚輝はすぐにその側面にまわり込みざま、すばやくジャブを放った。

　手て応ごたえあり。二発のジャブが二発とも命中。木村の鼻周りが早くも赤くなっている。木村はこれを堪こらえてなおも詰めてこようとしたが、尚輝はさらに側面に移動して回かい避ひ。木村が向きなおったところ、正面からすかさずワンツーパンチを撃うち込んだ。

　木村は「ワン」のジャブはガードしたが、「ツー」のストレートにその腕うでを弾はじかれた。その隙すき間まを縫ぬうようにもう一度右ストレート。

　──を撃とうとして、なぜか尚輝は自分のガードをあげざま後ろにさがった。

　木村がにやっと笑う。

　懲こりもせずにのしのしと近づいてきた。距離が詰まると拳を振ふるってくる。が、さばくのは難しくない。木村は喧けん嘩かには慣れているかもしれないが、しょせんボクシングに関しては素人だ。その動きはあきれるほど鈍どん重じゆうで、先手を打つのはたやすい。パンチも大おお振ぶり。ボクサーのパンチは基本的に予備動作を限りなく少なくしたうえで、さらに相手との最短ルートに沿って撃たれる。が、木村のそれは力を込めようとしているあまりにモーションが大きく、腕の振りも遅おそい。

　今度も、尚輝は相手の大きいパンチを誘さそい出したうえで、いったんバックステップを踏んで安全圏けんに逃れる。木村はパンチをすかされた状態で、足あし腰こしが定まらないまま前進しようとしたものだから、もはや構えもガードもあったものじゃない。尚輝は鋭するどく踏み込んで右のパンチを囮おとりに使ってから、左のフックを顔面に撃ち込んだ。

　木村がよろめく。それでも前進をやめない。尚輝は相手の右側へ移動した。右のストレートを伸ばしかけて──また、やめる。距離を置いた。

　さっきのも含めると、ＫＯパンチを撃てる絶好の機会を二度も逃している。

（なぜ）

　と問われても、尚輝自身、その理由がわかっていない。

　身体がそう命じたから、としかいえなかった。

　より強い右を撃ち込むには、左のパンチを撃つときよりも相手の懐ふところに踏み込む必要がある。それを、

（危険だ）

　と脳が判断したのだ。

　素人のはずの木村相手に。

　またもにやついた木村が前進。まるで斧おのを振るうような仕草で拳を撃ち込んでくる。一、二発は難なくかわした。が、尚輝ははっとなる。大振りの割に、連係が速い。三発目がすぐ目の前をかすめたかと思うと──、

　四発目が来た。直樹は反射的にガードをあげた。鉄の棒で殴られたような衝しよう撃げきが腕に来た。その衝撃を殺しきれず、尚輝は後方によろめいて、しまいには尻しり餅もちをついた。

「おおっ」

　とリング下で見守っていた上級生たちが喝かつ采さいをあげる。

「ダウンだ！」

「ボクシング部からダウンを取ったぞ」

「はしゃいでんなよ」リング上で木村はぺろっと唇を舐なめた。「当たってねえよ。『スリップ』って奴やつだよな、黒宮。ほら、立てよ。つづきをやろうぜ」

　余よ裕ゆうしゃくしゃくで、シャドーボクシングの真似まね事ごとをしている。尚輝は時間をかけて立ちあがった。腕が重い。多分、さほど時間も経たたないうちに赤く腫はれてくるだろう。いままで経験がないほどに重いパンチだった。木村の身体つきからすると信じがたい。

「ボックス！」

　尚輝が立ちあがったタイミングと同時に、また上級生が声をあげる。

　木村がさらに詰め寄ってきた。今度は接近を待たずに、尚輝は後ろにさがった。リング上で木村を中心にした円を描えがくような動きで、相手との距離をなるべく一定に保とうとする。

「逃にげてんなよ！」

「撃ちあえ、撃ちあえっ」

　ブーイングが飛んだが、構ってはいられない。なにせ階級を五つほどはすっ飛ばしたようなパンチ力だ。まともに撃ちあうほうがどうかしている。

　が、木村はパンチのみならず、その突とつ進しん力も徐じよ々じよに速度を増していた。簡単にさばけていたはずが、ともすれば懐に入られる。すると例のパンチが唸うなりをあげて飛んでくる。眼前でハンマーを振るわれているようなものだ。なんとか距離を取る。するとまた詰めてくる。これを繰くりかえす都度、木村の追い足は速度が増すばかりか、動きが的確になってきた。

　気がつけば、ロープ際ぎわにまで追い込まれていた。

　尚輝はパンチを二、三発撃つ振りをして、上体を屈かがめるダッキングという姿勢になって、木村の腰こしにしがみついた。いわゆるクリンチの状態だ。が、乱暴に振り払はらわれた。これも尋じん常じようじゃない力。

　身体の泳いだ尚輝めがけて、ハンマーの一いち撃げきが見み舞まわれた。ガードをしていたのに、腕ごと頭を砕くだかれた気分だった。頭ず蓋がい骨こつのなかで脳が揺ゆさぶられる。腰が落ちかけたところ、アッパー気味の拳が飛んできた。これもガードしたが、衝撃が鼻っ面つらにぶち当たり、次いで首の後ろへと抜ぬけた。鼻と口のなかに鉄を舐めたような味が広がる。尚輝は前のめりに倒たおれた。

　上級生の歓かん声せい。柴田があわててゴングを打ち鳴らした。ボクシングに詳くわしければわかる。あのダウンの仕方はもう立ちあがれない。脳のう震しん盪とうを起こしたような状態になっている。

　が、

「まだだよ」木村は残ざん忍にんな声をあげた。「勝手に終わらせてんじゃねえよ。黒宮、なあ、まだだろ？　いつまで寝ねてんだよ」

　倒れたままだった尚輝に近づくと、いきなりその腹を蹴けりあげた。尚輝の身体が一いつ瞬しゆん宙に浮ういた。朦もう朧ろうとしていた意識が覚かく醒せいしたかと思うと、地じ獄ごくの苦しみに見舞われて悶もん絶ぜつする。

　木村はその尚輝の喉のどをグローブ越ごしに摑つかんで、腕一本で無む理り矢や理り起きあがらせた。

　喉を摑んだ手をぱっと解放するなり、すでに血を流していた尚輝の鼻っ面に頭ず突つきを見舞う。尚輝の脳がさらに揺さぶられて、またも腰が崩くずれてキャンバスに転がる。

　柴田があわててリングにあがろうとした。

「お、おい。もうそれはスパーリングじゃない。ボクシングをするっていうから許可したんだ。それ以上やるなら……」

　そこを、ほかの上級生たちに羽は交がい締じめにされた。力ずくでリングからおろされる。

「すげえ」

　もみくちゃになるなかで一人の上級生がつぶやいた。目が純じゆん粋すいなまでに輝かがやいている。

「すげえなァ、木村」

「本当におれたちもそんな風になれるのかよ？」

　ほかの生徒も頰ほおを紅潮させながら木村を見あげていた。木村誠二はまるで少年たちから憧あこがれのまなざしを浴びるスーパーヒーローのようだった。

「なれるさ。おれのいうとおりにしておけば、必ずな」

　木村はいいながら、悶絶していた尚輝の身体からだを、もう一度蹴りあげようとした。すると尚輝は自分でごろごろと転がって、リングの端はしまで来たところで身体を起こした。

「そう来なくちゃな」木村は薄うすく笑った。「まだ、こんなもんじゃねえんだよ。黒宮、もっと楽しもうぜ」

「──」

　尚輝は苦しげに息を吐いている。頭もボディーも、両方効いていた。ボクシング部にいたころの尚輝なら、大げさに苦しんで突つっ伏ぷしているところだ。そうしていれば顧こ問もんの石いし神がみが止めてくれる。が、

「おまえは……」尚輝はそういった。「おまえは、誰だれにそんな風にしてもらった？」

「なに？」

　尚輝は、確信した。

　ドラクルはこいつじゃない。こいつも『しもべ』に過ぎない。第一、ドラクルがなり代わっているなら、二年近く前の因いん縁ねんなどにこだわってはいないはずだ。それでも、ドラクルが芝しば居いをして接近してきた恐おそれがあった。さらに、尚輝が『最初に』戦った落合愛理は、「男を『しもべ』にする趣しゆ味みはない」といっていたはずだ。そういった不確定要素が多すぎたため、尚輝はいったん普ふ通つうに拳こぶしを交えることで相手を測ろうとした。

　しかし、木村が尚輝に向けていた憎ぞう悪おは本物のものであり──、つまりは人間が人間に向けるものでしかなかった。『しもべ』なのはまちがいないだろうから、どうやら『今度の』ドラクルは男女にこだわっていないらしい。

「答えろよ」

「誰にモノいってんだ、手て前めえ」

　木村の顔から余裕が消えて、憎にくしみに歪ゆがむ。顔中にぴくぴくと太い血管が浮きはじめた。

　尚輝は「はっ」と鼻で笑った。

「手前だよ、馬ば鹿か。一年生に脛すね蹴けりあげられて、だけどボクシング部の連中が怖こわくておれに手出しできなかったヘタレ野や郎ろう。さぞ周りから馬鹿にされたんだろうな。でも、自分の力じゃどうにもならなかった。そんな屈くつ辱じよくに耐たえていたところ、自分じゃなくて、ほかの誰かに圧あつ倒とう的な力をもらった。それにはしゃいだおまえは、喜び勇んでおれのところに来た、ってわけか。ボクシングで叩たたきのめして土下座でもさせるつもりだったかよ？　くだらねえ。こっちは、手前なんかにゃ端はなから用事はねえんだ」

「貴様──」

　このとき、リングの下にいた上級生たちの顔から表情が消えた。怒おこったのではない。むしろ真っ青になっている。木村誠二を本気で怒らせるとどうなるか、多少なりとも知っているらしい。力を見せつける機会があったのだろう。木村誠二本人の、というより、ドラクルの『しもべ』としての。

「や、やめろ、黒宮」

　柴田の声。

「殺されちまうぞ、おまえ。謝っちまえよ」

　名を知らない上級生の声も震ふるえている。

「いいぜ、黒宮尚輝」

　木村が舌なめずりした。血管の下に虫が這はいずってでもいるかのように顔中が蠢うごめいて見える。

「おまえがそのつもりなら、ここで死ね。そうしても構わない、っていわれてるんだからよ」

「誰にだよ？　手前の尊いご主人さまにか？」

「ああ、ああ。そのご主人さまにさ」

　挑ちよう発はつに怒いかりくるうかと思いきや、木村は素す直なおに認めると、

「東雲かすみ、っていうのか」

　その名前を口にした。

　尚輝は目をみはった。

　木村は下げ卑びた笑いを浮かべている。

「おまえにゃ似合ってねえ女だよな。図書室でも同じこと思ったけどよ。デートするつもりだったんだろ？　残念だったな」

「どういう意味だ」

「噂うわさで知ったんだよ。おまえが、あの、二年でいちばんの美人とデートするんだ、ってな。だから、出かける途と中ちゆうだった東雲をおれが連れさった。そしてご主人さまにお捧ささげしたんだよ」

　尚輝の激しい呼吸が一瞬止まった。

　まさか。

　いまの言葉は本当だろうか？

　ここに来て噓うそをいうとも思えない。

　東雲かすみがドラクルに狙ねらわれたのは、偶ぐう然ぜん目をつけられたわけではなく──、

　木村誠二が復ふく讐しゆうのために、尚輝とデートの噂があったかすみをドラクルに差し出したから。

　つまり──、

　おれのせいなのか、と尚輝は愕がく然ぜんとなった。

　そんな尚輝の様子を見て、木村は顔中に血管を浮き立たせたまま、げらげらと笑った。

「その顔を見たかったんだよ、黒宮。おまえのその顔をさ。確かにいい女だよな、あれは。手前を殺したあと、ご主人さまに頼たのんでおれのモノにしてやるよ」

　あとはもう、言葉はなかった。

　木村はキャンバスを蹴りつけ、尚輝めがけて疾しつ駆くした。

　ぎりぎりまで絞しぼった矢や弦づるから矢が放たれるような勢い。

　対する尚輝はコーナーポストにもたれかかるようにして立っているのがせいぜいだ。動かない。いや、動けない。

　ハンマーの一撃が目と鼻の先にまで迫せまった。

　尚輝の頭がスイカみたいに粉ふん砕さいされる──、

　直前に、尚輝はダッキングした。

　いかにパワーとスピードが常人離ばなれしていようと、ボクシングの素人しろうとであることには変わりない。木村はダッシュをかけるのが早すぎた。一定の距きよ離りさえあれば、いかにその速度が常人離れしていようが、タイミングを読むのは容易。

　木村の一撃をかわした瞬しゆん間かん、尚輝の右拳が膨ふくれあがった。

　ボクシンググローブが薄い布切れみたいにちぎれ飛んでいく。その代わりに、炎ほのおに似た光こう沢たくをした別のグローブがあらわれた。

　尚輝は例のペンダントを拳にずっと握にぎり込んでいたのだ。

　ダッキングをした状態から、すばやく立ちあがる勢いを借りての右アッパーカット。

　あやまたず、木村の顎あごをとらえた。

　一撃を振ふり抜かれて、木村の身体がよろめく。それでも踏ふみとどまったのは、『しもべ』として強化された肉体のゆえか。が、もう尚輝にも容よう赦しやがなかった。鋭するどくステップイン。それと同時に左のジャブ三発。鼻っ柱を弾はじかれ、なお一歩後方によろめいたところへ、今度こそ渾こん身しんの右ストレート。

　ぐぶっ、と嫌いやな声を洩もらしつつ、木村は仰あお向むけに倒れた。口からなにかが飛んで、リングの下に突き刺ささった。それを見て上級生たちが悲鳴をあげる。血にまみれた木村の牙きばだった。

「寝てんな、クズ」

　尚輝は右手を伸のばして、さっきとは逆に木村の身体を強ごう引いんに起こした。アクリのおかげか、尚輝とほぼ同じくらいの体重のはずが軽々と持ちあがる。そのまま小こ突づき飛ばして、コーナーにまで追いやった。

「なあ、おい」

　尚輝は右の拳を立てつづけに振るった。

　木村の顎が弾はじけ飛び、頰が変形して、腹部に拳がめり込んだ。

　木村は何度もその場にうずくまろうとするのだが、尚輝はそれを許さない。そのたび持ちあげては、またサンドバッグ状態にする。

　上級生たちが呆ぼう然ぜんとなってそれを見あげていた。柴田だけが唯ゆい一いつ理性を取り戻もどして、

「ま、待て、黒宮。それ以上やると、死んじまうぞ！」

　そう声をあげたのだが、

「死なねえよ、先せん輩ぱい。こいつらは、喉を搔かき切られたって、死なないんだ」

　尚輝が振り向いてそういうと、柴田が息を吞のむのがわかった。柴田にしてみれば、突とつ然ぜん人が変わったようにしか見えない、という意味では、木村も尚輝も同等だったのだろう。実際、いまの尚輝は、自分でも信じられないくらいに気持ちが昂たかぶっていた。まだ何発でも拳を振るわねば気が済まない。自分のなかにこれほど凶きよう暴ぼうな部分があったとは思いもしなかったことだが、いまはそうせねばならない目的がある。

「おい、木村。なあ、先輩。教えろよ。おまえのご主人さまは、誰だよ？」

　左のフック二発で遊んだあと、本命のアクリ・グローブによる鳩尾みぞおちへのボディーストレート。身体を折り曲げつつ、木村は口から汚お物ぶつを吐はいた。

「おまえの血を吸って、おまえを『しもべ』に変えたドラクルは、学校のなかにいるのか？」

　一応、声は抑おさえて、木村にしか聞こえないようにしゃべっている。

　また崩くずれ落ちそうになった木村の身体を右手で支えた。さらに右のフック一いつ閃せん。木村の首がねじ切れそうな勢いで横を向いた。

「いるとしたら誰だ。誰になりすましている？　生徒か、先生か？」

「く、く、くろ、くろ、みや」

「聞こえねえよ、馬鹿」

　もう一度ボディーへ。開いた木村の口から、今度は血が洩れた。徐じよ々じよに黒くなっているのがわかる。木村は両手をあげて必死で身体を守りながら、ようよう絞り出したような声で、

「わ、わ、わからない」

　といった。

「ふざけてんのか、手前」

　尚輝が拳を掲かかげると、木村は恐ろしいほどの速さで首を左右に振った。

「仮面で、顔を隠かくしていた。お、おれだって、突とつ然ぜん襲おそわれて、仲間に入れられたんだ。正体まではわからない。本当だ、信じてくれ」

　信じられない。

　尚輝は、身体が切断される危険を冒おかしてまで「ご主人」である金仮面にすがりつこうとしていたかすみの姿を覚えている。それほど『しもべ』がドラクルを慕したう気持ちは強いのだろう。庇かばい立てしている可能性は十分にあった。

　それから尚輝は何度も木村を立たせては、殴おう打だと問いかけを繰くりかえした。

　しかしどれだけ顔を変形させても、どれだけ口から黒い血を吐かせようとも、尚輝の欲しい情報は得られなかった。木村はすでに意識が半ば飛びかけている。

　尚輝のほうからも怒りはとっくに消え失うせて、あとは焦あせりばかりが先立った。

「おい、一つだけ聞かせろ。その金仮面の奴やつは、また東雲さんを襲おそうつもりでいるのか」

「わ、わ、わ」

　もはや聞き飽あきた。「わからない」というのだろう。尚輝が苛いら立だって胸倉を揺ゆさぶると、「た、ただ、ただ」と、木村はすでに腫はれあがって変色した唇くちびるをあわただしく開閉させた。「い、いままで、黒宮を襲うのは禁じられていた。まだ正体があかされてはならない、と。だ、だけど、き、きょう、今日ならいいと、許可が出たんだ。黒宮と、もう一人のハンターを分断する、と、いって──」

「分断？」

　尚輝は最後の最後で、自分が殴なぐられたような顔をした。「おい」と詳くわしく聞きだそうとしたが、そのときには木村はすでに気を失っていた。どさりとコーナーに倒たおれ込む。尚輝はもう無む理り矢や理り起きあがらせようとはせず、しばらく同じ箇か所しよに立ちつくした。

「今日、黒宮を襲え」

　と命令されていたということは、そして珠那と自分を分断するつもりだったということは──。

（今日、ドラクルがかすみのもとへいく）

　という意味ではないのか。

　尚輝は右手のアクリをもとに戻し、もう片方のグローブとシューズをあわただしく脱ぬいだ。

　すでに上級生たちは、柴田を除いて逃にげ去っている。その柴田もしばらくは茫ぼう然ぜん自じ失しつしていたが、尚輝が上着を引っつかむと、

「お、おい、黒宮。木村は……」

　どうするんだ、といいたげに近づいてきた。

「先輩もすぐ外に出て、鍵かぎを閉めて」

「で、でも」

「木村は放ほっといても目を覚ます。だけどそのときがいちばん厄やつ介かいだ。だからここに閉じ込めておく」

　説明している時間ももったいない。

　珠那に喉のどを切り裂さかれたかすみとちがって、木村に致ち命めい傷しようというほどのダメージはない。傷の治ち療りようにさほど時間はかからないだろう。正直、練習場に置き去りにしたからといって、人間離れした『しもべ』をどれほど閉じ込めておけるかはわからないが、いずれにせよ、

（今日で終わらせる）

　という思いが尚輝にはある。終わらせなければならない。

　そして今日終わるということは、ドラクルを斃たおすということだから、木村だってもとに戻るはずだ。

　尚輝はまだもの問いたげな柴田をそこに残して、一人駆かけ出していた。
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　電車とタクシーを併へい用ようして東雲しののめ宅へと急いだ。駅構内で五月さつきに電話をかけようとしたが、そのときになって携けい帯たいを入れた鞄かばんを教室に置きっぱなしにしていたのを思い出した。

　気が急せいていたとはいっても、自分の馬ば鹿かさ加減に腹が立つ。

　ついでに苛立ちが募つのった。

　車内では、木き村むらが口にした言葉が脳のう裏りでリフレインをつづけていた。

　ドラクルはハンターを分断する、といっていたようだが、かすみの家にもう珠じゆ那なはいない。タイミングが悪すぎる。まさか珠那がいなくなったその瞬間にドラクルが動くなんて。

　自分一人でドラクルと戦えるだろうか。

　脳内で何度もシミュレーションした。あの、屋上での戦いを何度も思い返す。斬きられた感かん触しよくはまだ首に残っていた。

　だが、それ以前の問題として──戦うよりなにより──すでに間にあわなかったら？

　この想定が尚なお輝きにはいちばん応こたえた。すると今度は珠那の言葉が脳裏によみがえってくる。

「ドラクルが『しもべ』を放置しておくことは考えにくい。時には、足あし枷かせとなった『しもべ』を自ら手にかけることもある──」

「くそっ」

　尚輝は自分を罵ののしった。何度振り払はらおうとも、「もう遅おそいのでは」という最悪の予感がよぎる。

　考えても無む駄だなことだ。そんなことはわかっていながら、もう一つ、どうしても尚輝には振り払えない言葉があった。

「おれのせいだ」

　木村は、尚輝への復ふく讐しゆうのためにかすみをドラクルに捧ささげた、といっていた。

　自分が格好をつけて木村から友達を守ろうとしなければ。

　いや、かすみをデートに誘さそおうなんて思いあがったことさえ考えなければ。

　東雲かすみは、いまでも普ふ通つうに女子高生としての生活を送れていたはずだ。

　ずっと寝ねたきりになることも、身体からだから黒い血を流して苦痛の叫さけびをあげるなんてことも、決してなかったはずなのだ。

　それなのに、尚輝は、自分が東雲かすみを守ってやっているつもりになっていた。彼女の騎士ナイトを気取って、必ず助けてやろう、なんて決意していた。

「おれのせいだ、おれのせいだ」

　自分自身でもわからないうちに胸の葛かつ藤とうが声となって洩もれている。

　尚輝はさらに木村との殴りあいで鼻血を出していた。拭ぬぐいも洗いもしていないから、固まって、鼻の周囲に赤くこびりついている。そんな男が目を吊つりあげてひとり言をブツブツいっているものだから、いつしか電車のなかでは彼の周りだけぽっかり空くう洞どうが生じていた。

　ようやくのことでかすみの家まで辿たどり着いた。学校をあとにした時点で外は真っ暗だった。つまりはドラクルの時間。

　車から飛び出した勢いのままチャイムを押したが、出てきた東雲五月は笑え顔がおだった。

　それも、これまでにないほどの笑顔だった。

　ということは、家にドラクルがやってきてかすみを連れ去った、なんてことはないらしい。

　それだけで相当に安あん堵どした尚輝だったが、

「ありがとう」

　とエプロン姿の五月は、なぜか開口一番そういった。それから目を丸くした。

「黒くろ宮みやくん、どうしたの、その顔？　喧けん嘩かでもした？」

「あ、いえ」

　尚輝はそういわれてはじめて鼻血のことに気づいた。五月が持ってきてくれたタオルで拭いながら話を聞くと、今日もかすみは目を覚ましたという。

　夕暮れどきだったのだが、そこへ、ちょうど見み舞まいの客が訪おとずれた。

　若わか月つき真ま由ゆだ。その名前を耳にして、尚輝は眉み間けんに皺しわを寄せた。「かすみを頼たのむ」と尚輝にいってはいたが、やはり幼おさな馴な染じみが心配でたまらず、今日もやってきたのだろう。

　五月もいつもなら珠那に厳命されていたとおりに追い返すところだったが、かすみがちょうど目を覚ましていたこともあり、また当の珠那もいなかったため、娘むすめに若月のことを告げたらしい。するとかすみも「会いたい」というので、彼女を家にあげたのだ。

　尚輝が驚おどろいたのはそのあとだ。

　一時間もしないうちに、かすみは若月といっしょに階段をおりてきて、

「遊びにいきたい」

　と母親に訴うつたえかけてきたというのだ。いつの間にやらかすみはちゃっかり着き替がえている。

　思い返してみれば、かすみを拘こう束そくしていたサークルウィップは珠那が回収していた。つまりかすみは自由に動ける。

　当然、五月は反対した。

「あなた、何日も眠ねむりっぱなしだったのよ。いきなり外出するなんて無理しないほうが」

　が、かすみは「自分は元気だ」ということを懸けん命めいにアピールして、

「遠出しないから。ご飯の時間には帰ってくるわ。ねえ、お母さん、お願い」

　幼い子供が甘えるような顔をしてまで訴えてくる。五月も、久しぶりに起きあがってきた娘の姿に喜びを抑おさえきれなかった。

「本当に遠くへいっちゃ駄だ目めよ」

　と、何度も釘くぎを刺さしてから、二人を外に送り出した。

　尚輝は一いつ瞬しゆんぞっとなった。

　いくらドラクルの影えい響きようが薄うすれつつあるとはいっても、いつ『しもべ』としての本能が芽生えて家族や友人に牙きばを打ち立てるかわからない、と珠那はいっていた。さらに、ドラクル自身がかすみを狙ねらって動き出したかもしれないこのタイミング。

　すぐさま若月に連れん絡らくを取るべきだ。しかし、携帯は教室に置いてある。

「お電話、お借りします」

　と東雲宅に入ったはいいものの、若月の番号は携けい帯たい電でん話わに登録しており、いつも操作一つで呼び出していたので、改まってみると番号が思い出せない。

　五月に聞いてもわからなかった。

　尚輝は階段をのぼって、もう通い慣れた感のあるかすみの部屋に入った。

　いつもとちがうのは、ベッドの上にかすみ本人がいないこと。

　代わりに、パジャマがきれいに折り畳たたまれてあった。

　かすみはもともと携帯を持っていない。ということは、どこかに若月の番号を書きつけたメモなりノートなりがあるのではないだろうか。あるいはパソコンのデータ内か。

　勝手に私物を漁あさるのは多少なりとも気が引けたが、いまはとにかく二人の安全が第一だ。

「ええい」

　ひと声あげて、嫌きらわれる覚かく悟ごを決めると、思いきって勉強机の引き出しを開けた。

　まず、テスト用紙の束がきれいに揃そろえられていた。それをどかすと、下に少女マンガが何冊か。本ほん棚だなもあるはずなのになぜここにあるのかわからない。外に出しておくのは恥はずかしいと思ったんだろうか。どんな内容なのかいまは気にしないことにしてさらに漁る。最初の引き出しにはなかった。次の段に、ノート類があった。一冊ずつ手に取ってぱらぱらめくる。幸い、二冊目の最後のページに、電話番号が一覧でメモしてあった。一番下に書かれているのは他ほかならない尚輝のものだ。若月の番号を見つけると、滅めつ多たなことでは取り出したこともない生徒手帳にこれを書きつけて、もう一度階段をおりてリビングにある電話に番号を入れた。

　数回コールすると、若月が出た。

「若月か？」

「あれ、五月さんかと思ったら。なんでナオ？」

「事情はあとだ。かすみ──東雲さんはいっしょか？」

「うん、いっしょ」

「馬鹿、どうして病やみあがりの子をつれて出歩いてるんだよ。すぐ帰ってこい」

「馬鹿ってなに？　やっと友達が目を覚ましたんだよ。そりゃ嬉うれしくなるに決まってるでしょ。帰ってこい、って命令口調も気に食わない。そんなに気になるんなら、ナオがこっちに来りゃいいじゃん」

　そういうと、若月は一方的に居場所を告げて、電話を切った。尚輝は舌打ちする。もう一回かけようとしたが、すぐに思いなおした。考えてみれば、この家にさえ帰ってくれば絶対に安心、というわけでもないのだ。じゃあどこがいちばん安全か、と自分に問いかけてみれば、いまのところは自分の近くだ、という結論に達した。珠那に比べれば頼たよりないことは承知のうえだが、少なくともドラクルに通じる武器を持っている、という点において、尚輝は自分以外の人間を知らない。

　尚輝はいったん二階へ駆け戻もどって、テスト用紙やノートを引き出しのなかに戻そうとした。と、引き出しの一番下にあった淡あわい緑色の冊子に目が留まった。

　中学校の卒業アルバムだろう。そういえば確か、かすみと若月は同じ中学校だったはずだ。

　──数分後、また尚輝は階段を駆けおりた。

　玄げん関かん口まで急ぐと、五月が、

「あら？　これからお出かけするの？」

　と聞いてきた。夕食の準備中なのだろう、いそいそと台所を駆けまわっている。

「ええ、あの、ちょっと……かすみさんを迎むかえにいってきます」

「やっぱり、外出を許したのは軽けい率そつだったかしら」

「いえ、すぐに、帰ってきますから」

「そう。娘をお願いします。ねえ、黒宮くん？」

「えっ？」

「今日、家うちでご飯食べていかない？　かすみは数日ぶりの食事だからお粥かゆくらいしか出してあげられないけど、真由ちゃんも誘って、ちょっとしたお祝いをやりましょうよ。そうそう、もちろん、珠那さんも。黒宮くんから連絡してくれるかしら」

「わかりました」

　尚輝は笑顔をつくった。

　その実、右の拳こぶしは限界に近い力で握にぎり込まれている。

　ドアを開けると、風のような勢いで外へと飛び出た。




　若月が告げた場所は、駅前の大通りを一本脇わきに入ったところにある商店街だった。とはいっても、ほとんどの店てん舗ぽがすでに店じまいをしている。いわゆるシャッター通りだ。ぽつぽつと白く灯ともった街灯が、人ひと気けのない通りをかえって不気味に浮うきあがらせていた。

　屋根つきの左手側にはシャッターが並び、道路となる右手側にも車はほとんど通らない。さらに一本路地に入ればスナックの並ぶ通りがあって、そちらはまだかろうじて活気を残している風だったが、いずれにせよ女子高生が遊ぶような場所じゃない。

　小走りに通りを駆かけていた尚輝は、雑居ビルの前で足を止めた。ほかの店舗の例に洩れず、こちらもテナントはあらかた退去したあとだ。見ると、三階のところにだけ白い灯あかりが点ついている。

　怪あやしげな雰ふん囲い気きなのはいうまでもない。

　尚輝は右ポケットを探さぐると、そこに手を入れた姿勢のまま、ビル脇の通路奥にある階段から三階を目指した。

　静かだ。階段をのぼる足音がいやに大きく聞こえる。

　本来なら鍵かぎが閉まっているだろうドアが簡単に開いた。

　一歩踏ふみ入れるなり、尚輝は驚いた。

　なかには仕切りも壁かべもない。だだっ広いコンクリートのみの空間。電気が通っているのが不思議なくらいなのに、中央の蛍けい光こう灯とうのみが白く灯っている。

　そのほぼ真下に、若月真由が立っていた。傍かたわらにはオフィスで用いるような椅い子すがあり、そこに東雲かすみが座っている。

「遅かったね、ナオ」

　若月が笑いかけていた。

「そうか？」尚輝も笑い返す。「急いで来たんだぜ、これでも」

「あんまりナオが遅いから、かすみ、寝ちゃったじゃん」

　若月がいうとおり、かすみは椅子に腰こし掛かけたまま目を閉じて、軽くうなだれている。尚輝にはもう見慣れた感のあるかすみの寝顔だ。

「まだ身体からだが本調子じゃないんだよ」

　いいながら、尚輝は二人のもとに近づいていく。ポケットには手を入れたまま。

「無理させやがって」

「かすみがどうしても、っていったからだよ。電話でもそうだったけど、わたし一人を責めないでいいと思うな」

「わかった、わかった。それで？　ここでなにしてたんだよ？」

「別に。誰だれにも邪じや魔まされずに語らっていただけ。将来の夢とか、理想の彼氏像とか、いわゆる女子トーク？」

「へえ。そういや、若月の夢ってなんだっけ。改まって聞いたことない気がする」

「ナオが興味あるのはかすみのことだけでしょ」

「そんなことない。おれ、若月にすごい興味があるんだ」

「馬ば鹿かいって──ちょっと、ナオ？」

　すでに十分近づいたが、尚輝は足を止めない。ずかずかと若月との距きよ離りをさらに詰つめた。胸と胸が触ふれあう寸前まで来る。若月はうろたえた風に顔を背そむけた。

「こら、ナオ。なに調子に乗ってんの。あとでかすみにいいつけるからね」

「いえばいい」

　近い位置にある若月の顔にふたたび微笑ほほえみかけた。右手をポケットから抜ぬき放ちざま、

「いえるもんならな」

　思いきり右フックを振ふるった。目標は若月の左こめかみ。フックは腕うでをＬ字に曲げて横から撃うつパンチだ。いまは距離が近いために、相手からは死角からの攻こう撃げきになるはず。

　一いつ介かいの女子高生なら一発ＫＯされるべきところだったが、尚輝が振るった渾こん身しんのパンチは宙に流れた。

　若月はというと、後方へ勢いよく跳ちよう躍やくしていた。あまりに素す早ばやいので、尚輝は目の前から消えたようにしか見えなかった。とんぼを切ってから着地した若月は、眉まゆを吊つりあげた。

「ちょっと。いきなりなにすんのよ!?」

「東雲さんと二人っきりにさせてくれよ。おまえは邪魔なんだ」

「だからって女の子に殴なぐりかかる？　大体、ナオは──」

「もういい」

　尚輝は椅子で眠りこけているかすみを、背後に庇かばうような位置に立ちながら身構えた。

「もう芝しば居いはやめろ。ドラクル、いい加減に正体をあらわせ」

　尚輝の右拳はすでにアクリに包まれている。

　若月真由は一瞬きょとんとしたような顔になって──それから、唇くちびるをほころばせた。

　かすかにめくれあがったその唇の裏側から、牙が覗のぞいて見えた。




　　　　２




「見み抜ぬいていたの？　いつから？」

　若月──ではなく、若月の姿をしたドラクル──は、いままでとはあきらかにちがう、あでやかな声で笑った。

「おれを舐なめるなよ。とっくの昔っから知っていたさ。いつ狩かってやろうか悩なやんでいたくらいだ」

「噓うそつきね」表情や所作、なにからなにまで若月に似ず、女性っぽい。「あなたの殺気なんてこれまで一度も感じなかったわよ」

　そう、噓だ。

　確かに不信感を抱いだくだけの要素はいくらかあった。「尚輝に任せる」といっていたはずの若月が、ちょうど尚輝が木村に因いん縁ねんをつけられているあいだに東雲宅に近づいたこともそうだ。『ちょうど』というなら、かすみが目を覚ましたタイミングだって都合がよすぎる。そして「今日、ハンターを分断する」といっていたドラクル。

　確信を持ったのは、かすみの部屋で卒業アルバムを見たときだった。急いでかすみのもとに駆けつけねばならなかったというのに、尚輝は妙みように引っかかるものを覚えて、それを開いた。

　当然ながら、卒業写真がずらずらと並んでいる。尚輝が探したのはしかし『東雲かすみ』ではない。『若月真由』だ。

　予想どおりというべきだったろうか。『若月真由』の文字の上で微笑んでいるのは、学校で言葉を交かわしていた若月真由とは別人だった。

　そしてこの瞬しゆん間かん、落おち合あい愛あい理りのときと似たような現象が起こった。

　いままで『若月真由』といえばカラオケボックスでかすみとの橋はし渡わたしを約束してくれた以降の彼女でまちがいなかったはずなのに、ここで別人の写真を目もく撃げきした途と端たん、この『別人』こそが『若月真由』その人だという認にん識しきに塗ぬり替かわった。

　一年生のときは同じクラスだった。改まってそのときの場面を思い返してみるに、このアルバムに載のっている若月の顔が思い浮かんでくる。どうしていままでまったくの他人を彼女だと思い込んでいたのか不思議なくらい。

　答えは簡単だ。

　ドラクルが若月真由になりすましていた。そして、自分こそが若月真由だという認識を周囲の人間に植えつけていた。当然、魔ま術じゆつによるものだろう。

　珠那め、と、尚輝はここにはいないハンターに恨うらみ言をいいたくなった。彼女は、ドラクルが広こう範はん囲い、そして長期にわたって人間の認識を操あやつる魔術などあり得ない、といっていたのだ。なにがあり得ない、だ。おれどころか、幼おさな馴な染じみのかすみさえ騙だまされていたじゃないか。

「まあ、わたしの正体を見破るなんて、ナオにしちゃ上出来ね」

「手て前めえがナオ、って呼ぶな」尚輝は炎ほのおと同じ色、そして炎と同じくかすかに揺ゆらめく右拳を掲かかげながら歯を剝むいた。「大体、余よ裕ゆうぶってる場合か？　かすみを囮おとりにおれをおびき寄せて、おれを騙したまま殺すつもりだったんだろ。なのに見破られて残念だったな」

「ナオを殺す？」

　もう一度、ドラクルはきょとんとした顔になった。さっきは芝居だったようだが、どうやら今度は本物だ。若月真由になりすましていたドラクルは、さも楽しそうな笑い声をあげた。

「あなたを殺すためだけだったら、こんな手間はかけないわよ。だって、あなたなんていつでも殺せたもの」

「なんだと？」

「二人きりになるチャンスなんて、学校でも、外でも、いつだってあったでしょ？　わたしがその気になっていたら、あなたはいまごろ『しもべ』としてわたしにひざまずいているか、すでに葬そう式しきを終わらせたあとよ」

「つ、強がるな。木村に聞いた。おれと珠那の分断を狙ねらっていたくせに」

「そうね。あのハンターは確かに厄やつ介かいだわ。一度は確かに殺したはずなのに、何事もなかったかのようにわたしの前に舞まい戻ってきたんですもの。だから念には念を入れて囮を用いたのは事実だわ。わざと離はなれた場所で『しもべ』をつくって、あの女ハンターを遠ざけた。でもね、それだって、あなたを殺すためなんかじゃなくって、わたしのちょっとした楽しみを邪魔されたくなかっただけ。用事が済んだなら、あの女も『しもべ』にしてあげるわ」

「楽しみ？──用事？」

　いいながらも、尚輝は拳をあげたまま相手との距離を目測している。殴りかかるには遠い。一歩、二歩、じりじりとした足取りで近づく。

「そうよ、せっかくここに来たのだから、いろいろと試ためしてみたかった。普ふ通つうはできないことをいろいろとね」

　ドラクルとこうして相対するのははじめてではないが、たとえばかすみの部屋で迎むかえ撃ったときや、真実かどうかも定さだかではない屋上でのときは、あくまで殺意の応おう酬しゆうがあった。だからドラクルというのがいったいどういった存在なのか──、要は、人間とどこがどうちがうのか、などということは考える余裕もなかった。

　しかしこうして得々と語りあげる姿は、人間と変わらないように見える。一見、人間と変わらないからこそ、時折見える牙きばの列や、血に飢うえて爛らん々らんと輝かがやいている眼光が空そら恐おそろしくもある。

「まずはスタンダードに、人間になりすますスリルとロールプレイ。人間の記き憶おくを盗ぬすんで人間としての日常を過ごすのはとても刺し激げき的だった。だって、いまじゃもう味わうことのできない体験だもの。かつての仲間たちは皆みな、こうして人間の支配していた『日常』に溶とけ込んでいたのだわ。いつ正体がさらされて、この『日常』から排はい斥せきされてしまうかわからない恐きよう怖ふを抱きながら。そう思うと余計に気持ちが高こう揚ようしたわ」

　天を仰あおいだドラクルの表情はうっとりとしている。よく知っている──という風に刷り込まれていただけだったが──顔だけに、性的な愉ゆ悦えつにも浸ひたっているようなその表情が生々しくてならない。尚輝は相手の言葉に耳を傾かたむける振りをしながら、さらにじりじりと歩みを進めている。

「知れば知るほどに人間とは興味深かったわ。たとえば、わたしたち〈竜りゆうの民たみ〉であれば、お互たがいが敵か味方かなんて血の交こう換かんをしさえすれば一いつ瞬しゆんにして理解できる。人間が相手ならなおのこと。吸血すればすべての意志を制せい御ぎよ下におけるのだもの。だけど人間はつたない言葉でしか自分をあらわせない。そうでないなら、身体の動き、表情、歌声や絵画、文字を並べたものという、人間ならではのやはりつたない表現でしか自分をあらわすことができない。あなたたち人間は『人生』と呼ぶそのほとんどの時間を無む駄だに費ついやしている。だって、あなたたちの無力な言葉ではわかりあおうとも永遠にわかりあえはしないのだから。なのに、時に絶望に駆られながら、時に酔っぱらった賢人が汚物といっしょに吐き出すと同等の希望をももって、コミュニケーションを探りつづけている。それが『文化』？　人間の『文化』？　なんて寂さびしく、なんて愚おろかで、なんて無駄で、なんて愛いとおしい！」

　その一瞬、宙を仰いでいたドラクルの視線がまっすぐに尚輝へと向けられた。ぎくりとして足を止める。

　どこか狂きよう気き的な笑えみが尚輝の臓ぞう腑ふを冷たくした。

「面おも白しろいわ、人間。どうしようもなく残ざん忍にんなくせに、ぬくもりのなかでまどろむような平和をも愛する未成熟な生き物たち。誤解しないでね、ナオ。わたし、あなたやかすみと送る学校生活が本当に楽しかったのよ。あなたたちの歌もいいわね。わたしの知っている歌はもともとの若月真由の記憶にあったものばかりだけど、何曲かは自分で覚えたわ」

　そういうと、ドラクルは流行はやりの歌を口ずさみはじめた。確かカラオケでも歌っていた。

「でも、楽しい時間もそろそろおしまい」ドラクルは歌をやめて、もう一度尚輝に微笑みかけた。「遊びはいつだって終わりがあるものよ。わたしがここにいられる時間ももうそれほど長くはない。だから、最後にもう一度、ナオとかすみに遊んでほしくて」

「遊ぶだと」

「そう」

　若月真由とかつて認識していた別の生き物の笑みが深くなる。えくぼがあるのだということに改めて気づいたが、それよりも本能的な危機感を尚輝は覚えた。予感という奴やつだ。まだ距離がある。が、ステップインの速度を速めれば、無理はない。いまやるべきだ。というよりもいましかない。なにを企たくらんでいるにせよ、ドラクルの目的を叩たたき壊こわすには。

　瞬間、尚輝はドラクルめがけて突つっかかった。

　ドラクルの顔は笑みを刻んだまま。動かない。やれる、と尚輝は確信した。左足を深く踏ふみ込んで右拳こぶしを解き放つ。

　ドラクルの笑顔を貫つらぬいた。その残像を。

　高く舞いあがったドラクルは尚輝を眼下にしていた。それも一瞬。すぐさま降り立つ。尚輝ははっとなって振り向いた。ドラクルは、最初に尚輝を待っていた場所──すなわち、椅い子すの上で眠ねむっているかすみの傍かたわらにいた。

　手がかすみの肩かたにかかっている。揺り起こしたとも見えないのに、そのときかすみの目が開いた。

「あれ……？」

　とつぶやいて、肩に触ふれている『若月真由』を見つめる。『若月』は頷うなずいた。

「おはよう」

「え？　あれ……真由ちゃん？」

「ほら、ナオもいるよ」

　ドラクルが椅子を回転させた。かすみと尚輝、二人の視線が結ばれる。尚輝は走り出そうとしたが、しかしドラクルとかすみの位置が近い。盾たてにされては手の出しようがなかった。

「本当だ」

　寝ねぼけているのか、かすみが微笑ほほえむ。

「待て」

　例の予感に駆かられて尚輝が叫さけぶ。

　するとドラクルは、まるで内ない緒しよ話ばなしをするかのように、背後からかすみの耳もとに顔を寄せた。ピンク色の唇が耳たぶをかすめるほどに近い。

「ナオ、必死な顔をしてるでしょ」

「本当だ。どうしたの？」

『幼馴染み』の息いき遣づかいがくすぐったいのか、かすみがふわふわとした笑みを浮うかべる。

「わたしたちの仲がいいから心配なんじゃない？　ナオも馬ば鹿かだよね。別にわたしがかすみを取るわけじゃないのにね」

「待て」

　尚輝はふたたび走り出していた。ドラクルはその姿を正面に見み据すえながら、いままでより大きく唇くちびるを開いた。犬歯のあたりが獣けものの牙そっくりになっているのがはっきりと見て取れた。

「わかったよ、ナオ。かすみを返してあげる」

　待て、と叫ぶことももうできない。

　あの牙を打ち立てられては──血を吸われては──、かすみは、またも吸きゆう血けつ鬼き化が進む。

　せっかく、時間をかけて理性を取り戻もどしつつあった。時折眠りから覚められるようになっていた。普通に暮らしていれば当たり前に与あたえられるはずのその時間は、しかしかすみにはまだ限られている。そのわずかばかりの時間を使って、母親と会話した。尚輝に手紙を書いた。自分のおかれている状じよう況きように恐怖し、混乱をきたし、取り乱しても少しも不思議ではない状況下、尚輝に、

「無理はしないで」

　と書いた。

　もう少しでもとに戻れる、とおそらくは珠那がいったその言葉を信じて。

　その『もう少し』は手の届く距きよ離りにまで引き寄せられていたはずだった。尚輝がドラクルめがけて拳を振ふり抜ぬいてさえいれば。

　しかし──ドラクルの牙がかすみの首筋に沈しずんだいま──『もう少し』は永えい劫ごうに近い時間へと置き換かえられた。
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　寝ぼけている風だったかすみの目が見開かれた。さらに牙は沈む。びくりと華きや奢しやな肩が震ふるえた。震えはすぐに全身に伝でん播ぱしたが、ドラクルはその肩を抱だいて押さえ込むようにしながら、吸血をつづける。最初に恍こう惚こつとした表情になったのはドラクルだが、後ろから親友と信じていた人物に嚙かみつかれるという状況にありながら、やがてかすみの表情もそれに近いものへと変へん貌ぼうしていった。

　見たくはなかった顔だ。

　夜の公園で尚輝を誘さそいかけていたような、あんな顔。この世の悦よろこびを知り尽つくしたような、そしてもう一度どうしても味わいたいのだと願っているような、そのためならば力ずくでもやり遂とげてみせるという決意をも秘ひめた、傲ごう慢まんで、卑ひ屈くつで、淫みだらな顔。

　尚輝は走りながら可能な限り手を伸のばした。この手が伸びてドラクルを突き倒たおすことができれば。まだだ。まだ。いや、あと数歩──あと一秒もあれば、この手が届く！

　しかし、瞬間、手を伸ばしたその姿勢のまま、尚輝の身動きが止まった。自分の意志ではない。止められたのだ。

　尚輝は自分の手に、不可思議な鎖くさりが巻かれているのを見た。その鎖、まるで氷でできているかのように冷たく、白い。見ると、いつしか尚輝の両足も同じ種類の鎖で拘こう束そくされている。

　鎖は、コンクリートの床ゆかのあちこちから伸びていた。かといって床に固定されているわけではない。そのような形けい跡せきは見られない。尚輝はいまになって、床のあちこちが白く輝いているのを視し認にんした。

　アクリか、と半はん狂きよう乱らんになる寸前、かろうじて残された理性が、尚輝にそう囁ささやきかけた。もともとひと塊かたまりであったものを砕くだいているのか、あるいは最初からそういった形状なのか、細かい粒つぶ状じようのアクリが床一面にちりばめられていたのだ。そしておそらくはドラクルの意志一つで、この粒は鎖状に変化して獲え物ものめがけて跳とびかかっていくのだろう。

　しまった、と尚輝は自分の失敗を悟さとった。あのときの『予知夢』にこだわりすぎた。今度のドラクルは落合愛理とは別人なのだ。つまりは、得意とする魔ま術じゆつもアクリもちがって当然だ。それを念頭に置くべきだった。

「わたしが」

　牙を引き抜きながらドラクルが笑った。牙から滴したたる血の雫しずくが、束つかの間、ねっとりした糸を引いて、かすみの首とのあいだを橋のようにつないだ。

「いつでもナオを殺せた、って意味、わかってもらえたかしら」

　牙を抜かれて、やがて雫の橋もぱちんと赤い泡あわ状になって消えたとき、かすみは支えを失った人形のようにがくりとうなだれて、ついでに椅子から前のめりに崩くずれ落ちた。

「かすみ！」

　尚輝は声の限りに叫ぶ。

　長い髪かみに覆おおわれた頭がかすかにうごめいた。つづいて、細い手足も小刻みに揺ゆれる。尚輝の呼びかけに応じたかのようだったが、しかし、尚輝の顔からは血の気が引いた。かすみは手で床を摑つかもうとしてか、コンクリートを爪つめで引っかいた。その痕あとが残った。つまりはコンクリートを爪でえぐったのだ。

　そうやって床に何本もの線を引きながら、ゆっくりと東雲かすみが立ちあがっていく。

　ギクシャクと、まだマリオネットを操あやつるのに慣れていない人にん形ぎよう遣つかいに糸を引かれているみたいに。

　まず内うち股また気味の足が立った。手はまだ床についている。コンクリートの床のみを見ていた顔が、時間をかけながら前を向いた。長い髪が左右に割れて、かすみの顔があらわれる。

　それを東雲かすみといえたろうか。顔中に太い血管が張り巡めぐらされて、その下を小さな虫が絶えず這はいまわっているかのよう。目は人間の限界を超こえて吊つりあがり、白目の部分の血管も太くなっていたためか、赤い光を放っているように見える。唇は笑っているかのような形で開いていたが、その内側に、主人たるドラクルと同じものがあった。

　牙きば。

　尚輝は叫びを放とうとしたが、喉のどに渦うずを巻いたまま声にはならない。

「いい子ね、かすみ」

　そんなかすみの背中を抱きながら、ドラクルが尚輝のほうを見た。「見てごらん、かすみ。ナオ。黒宮尚輝くん。わかるわよね？」

　かすみの真っ赤な目も尚輝のほうを向いた。どんな感情を放射しているのだろう。もはや人間の枠わく外がいにある生き物の気持ちは、見た目では決して汲くみ取れない。

「あなたのことが大好きで、あなたのためなら死んでもいいと思っている男の子よ。可愛かわいいでしょう？　可愛いわよね。いいわ、かすみ。あなたにあの子をあげる。思う存分血を吸ってあげなさい」

　ドラクルの手がかすみの背中を離はなれた。

　とともに、前ぜん屈くつ姿勢だったかすみの背筋が伸びる。そのまま身動きが取れずにいる尚輝めがけて跳びかかってきた。
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　跳びあがったかすみの姿が蛍けい光こう灯とうを覆い隠かくしたため、一瞬、尚輝は暗がりに包まれた。

　その一瞬ののちにはかすみの牙が首筋に突き刺ささっていたはずだが、このとき、なぜか尚輝の手足に巻きついていた鎖がみずから拘束を解いていた。

　尚輝はあわてて体勢を取り戻しつつ、バックステップを踏んで躍おどりかかってきたかすみから遠ざかった。

　が、間かん髪はつをいれずかすみは距離を詰つめてくる。

　大人しくしろ、といわんばかりに長い手足を振るってきた。尚輝は側面に移動して蹴けりをかわし、顔面に降りかかってきた腕うでは、アクリ・グローブで防いだ。いずれも強打だ。『しもべ』としての段階が進んでいるせいか、リング上でやりあった木村をも上まわるかもしれない。

「や……」

　やめろ、と叫ぶ間とてなかった。

　次から次にかすみは打だ撃げきを見み舞まってくる。そのうち移動が追いつかなくなって、手足ともにグローブで弾はじかねばならなくなった。アクリの効果か、触れただけでほとんどの衝しよう撃げきは殺してくれるのだが、しかし逃にげの一手を打っているだけでは、いずれ尚輝のほうが先に消しよう耗もうしてしまうのは目に見えている。

　くそっ、と尚輝は奥歯を嚙みしめた。なんとか隙すき間まを縫ぬって反はん撃げきするしかない。さすがにかすみの顔面は殴なぐれない。なら、ボディーだ。ボディーを撃うって動きを止める。その隙に高みの見物を決め込んでいるドラクルに襲おそいかかる。

　かすみが、まるで空手の貫ぬき手てのように指をまっすぐ伸ばしたまま正面から突きかかってきた。さっそく好機が来た。これをダッキングでかわしつつ、がら空きになったボディーを撃つ。女性の身体からだとは思えないほど強きよう靭じんな手て応ごたえがしたが、かすみの身体がくの字に曲がった。効いてはいるようだ。しかし浅い。動きを止めるにはもう一発──、

　と思いかけた瞬しゆん間かん、尚輝は逡しゆん巡じゆんした。いくら身体が化け物につくり替かえられているといっても、かすみを殴りつけることそのものに抵てい抗こう感、もっといえば嫌けん悪お感かんがあった。

　脳のう裏りに、普ふ段だんと同じ東雲かすみの姿がある。さっきまではそれに近い状態だったはずだ。いまならまだ間にあうのではないか、とどこかで思ってしまった。

「かすみ」

　さらに飛んでくる手足をよけながら、尚輝はやっとの思いで叫んだ。

「戻ってくれ、かすみ！　一いつ瞬しゆんでいい、その一瞬で片づけるから──。負けないで！」

　次に飛んできた貫手を、尚輝はアクリ・グローブで弾くのではなく、受け止めた。そのままかすみの手を抱かかえた。かすみは振りほどこうとしたが、尚輝も必死になってかすみの動きを押さえ込もうとする。獣じみたかすみの唸うなり声が間近に聞こえるなか、

「頼たのむよ」尚輝は歯を食いしばりながらも、なんとか笑え顔がおをつくろうとした。「そんなじゃ、家に帰れないだろ？　お母さん、ご馳ち走そうをつくって待っているんだ。いっしょに帰ろう」

　かすみの顔がはっと硬こう直ちよくしたのを、尚輝は見み逃のがさなかった。希望が陽光のように射さし染めた気がした。やっぱり、理性がまだ残っている。

　が、

「かすみ、その男の血を吸いなさい」

　背後からドラクルの声が飛ぶと、一瞬にして理性の芽生えが消し飛んだ。

「その男の血を吸ってはじめて、おまえはわたしと一体になれるのよ」

　次の瞬間、尚輝の腹部にかすみの膝ひざ蹴げりが飛んだ。スパーリングでもらった経験のあるボディーブローの比ではない。全身が麻ま痺ひしたかのように動けなくなって、尚輝は仰あお向むけに転がってしまった。

　そこへかすみが圧おしかかってくる。女の子一人の体重など、普段なら簡単に振りほどけるはずだったが、ダメージがあるのと、かすみの力が常識離ばなれしているせいで、尚輝は床に押さえつけられた。

　首筋に嚙みつかれようとするところを、かろうじて右のアクリ・グローブで退けたが、力が入らない。

「どうしたの、ナオ？」遠くからまたもドラクルの声。「かすみはもうあなたの血を求めているのよ。どっちかにしなさいよ。かすみのことを思って血を差し出すか、それともかすみを殺してわたしに挑いどみかかってくるか。どっちかにしない限り、あなたが苦しむだけだわ」

　かすみの口から吹ふきこぼれた唾だ液えきが尚輝の顔面に落ちた。冷たい。体温のかけらも感じないほど。

　ふたたび牙が打ち立てられんとする。これも防いだが、さっきよりもさらに力がない。アクリには所有者の意志を汲み取って、ひとりでに動く習性があるものの、所有者自身の意志が薄うすれつつあるのではパワーの半分も発揮できないようだった。

「まだかすみを元に戻もどせると思っている？　無理よ。さっきもいったはずだわ。あなたたちていどの無力な言葉、無力なつながりなどでは、〈竜りゆうの民たみ〉の主従は決して断たてない」

　三度目を退けたところで、ついにアクリ・グローブが消えた。右手がもとに戻る。

「あら」ドラクルが、残念そうな声をあげるのが聞こえた。「観念したのね。思ったより呆あつ気けなかったわ」

　かすみがさらに襲いかかってくる。尚輝はとっさにまたも右手をあげた。しかしアクリはない──と思いきや、これまでのどの発現よりも早く、拳こぶしが炎ほのおの色に包まれた。

　とはいえ、それで殴りかかろうというのではない。あくまで突つき出しただけだ。

　いまのかすみならやすやすと振り払はらって、尚輝の首筋に喰くいつくことができたはずだった。

　ドラクルもそれを予感してか、より高い笑い声を放った。

　その声がすぐに消えた。

　かすみが動かない。ただ、真っ赤にたぎったような目を見開いている。

「かすみ、どうしたの。まだ人間としてのつまらない理性が残っているのか。早く血を吸いなさい！」

　ドラクルが叫さけぶと、かすかに身じろぎはするのだが、なかなか動こうとしない。顔中の血管が蠢うごめきつづけている。

　見開いたその目でかすみが見つめているのは、本来なによりも欲よく望ぼうをそそるはずの人間──ではなく、目の前に突き出されたアクリ・グローブだった。

　いままでのものとは形状がちがう。グローブだというのに親指を入れる箇か所しよが左右の二箇所にある。それは羽の形に似ていた。そしてナックルの上の部分にわずかな切れ込みが左右一いつ対つい入ったかと思うと、数回上下に動いてから、くわっと搔かき開いた。それは、漫まん画がのキャラクターのように大きな目だった。

「挨あい拶さつしな、バンタムくん」

　尚輝は、弱々しくかすみの顔を見あげながらいった。「おまえの生みの親。つまり、おまえのママだよ」

　尚輝の新たなグローブは、目に当たる部分をぎょろぎょろとユニークに動かして、まるで声が出せない代わりに、ただもう懸けん命めいに自分の存在をアピールしているかのようだった。

「あ……あ……」

　かすみが呻うめく。身体を圧あつ迫ぱくするようだった力が抜ぬけていた。

　瞬間。

　尚輝は最後の勝負に出た。

　かすみの描かいた『バンタムくん』をイメージどおりに出現させたところで、それでかすみを取り戻せると信じたわけじゃない。ただ一瞬の隙があればよかった。尚輝は突き出していた右の拳を引くなり、それでコンクリートの床ゆかを殴りつけた。

　本来その姿勢でどれほどのパワーが発揮できるものやら怪あやしいが、主人の意志を汲んだアクリが、通常の何倍もの力を殴りつけたその一点に凝ぎよう縮しゆくさせてくれた。

　結果、尚輝の身体が浮ういた。上に乗っていたかすみの身体ごと。

　一メートル近く浮ふ遊ゆうするなか、尚輝は虚きよを衝つかれたかすみの身体を振ふりほどき、そして着地と同時にダッシュをかける。

　目指す先はいうまでもない。

　ドラクルはちっと舌打ちすると、床に向かって手を振りかざすような仕草をした。

　するとふたたび床のあちこちが輝かがやき、氷に似た鎖くさりが飛び出してきた。

　先ほど尚輝を拘こう束そくしていたアクリだ。

　それに気づいて尚輝は足を止めた。

　ドラクルのほうは気づいたろうか。

　尚輝はまたも右のグローブを消していた。代わりにペンダントを左に握にぎり込んでいる。

　はじめて左の拳に出現させたグローブをもって、まず正面から来た鎖を撃ち払う。

　つづいて右、さらに左。

「なにっ」

　ドラクルが狼ろう狽ばいの声を発した。

　ジャブだ。

　いまとなっては『予知夢』でも『幻まぼろし』でもなんでもいいが、とにかく尚輝は屋上でもう一人のドラクルと戦った経験を決して忘れてはいなかった。

　人間一人を吹き飛ばすほどの風を巻き起こすあのドラクル相手に、尚輝はアクリで風を引き裂さくという戦法を取った。が、アクリを右拳に装着していたため、接近してきたドラクル相手に拳を撃ち込むのが若じやつ干かん遅おくれた。右のパンチは威い力りよくこそ強いが、そのぶん敵に届くまでの速度が落ちるし、また連射が難しい。

　そこで今回はボクシングでもっとも速く、もっとも連射の利きくジャブを選せん択たくした。

　肩かたと背中をリラックスさせながら、撃ち込んだ拳の先せん端たんにだけ力を集中させるイメージをもって拳を送り出す。右の軸じく足あしは軽くひねるていど。送り出すのと同じ速度で拳を引き戻し、さらに次の標的めがけて撃つ。

　尚輝の腰こしから上が、右に左にとねじれては鎖が次々撃ち落とされていく。が、氷の鎖は四方八方から襲いかかってくる。尚輝の背後から迫せまってきた鎖があった。当然、背後は死角だ。目ではとらえられない。

　しかし尚輝は左から迫った鎖を打ち払った直後、右の軸足を中心にしてターンすると、背後から迫っていた鎖を正面にとらえてパンチを見舞った。

　これも経験済みだ。たとえ目では追いつけずとも、アクリならばこちらに敵意のある魔ま力りよくを自動的に感知してくれる。経験という意味では尚輝のみならずアクリもそうなのだ。先ほどはこの鎖による不意打ちに不覚を取った。そのため、アクリは同じ轍てつは踏ふむまいとして鎖の気配を記き憶おくしていたのだろう。

　あたかも先せん輩ぱいや顧こ問もんの先生が次々位置を変えながら掲かかげるミットにジャブを撃ち込むように、尚輝は鎖すべてを打ち払った。

　とともに、ドラクルめがけて走った。

　ドラクルは足もとに残しておいたアクリから鎖を解き放ちざま、それを手にして攻こう撃げきを防ごうとした。しかし尚輝が顔面を狙ねらうと見せかけたのはフェイント。ぴくりと拳が動いたと見えたときには、すでに軌き跡せきを変えて敵の腹部めがけて叩たたき込まれている。

　ドラクルが呻いて、やや腰を引いた。さらに左を撃つ。今度は鎖で弾かれたが、尚輝は体勢をほとんど乱さぬまま、追つい撃げきの拳を休めない。

（左だ。左を撃て）

　尚輝はまるでここがリング上で、その下から怖こわい先輩や石いし神がみ顧問が怒ど鳴なり声をあげているかのような錯さつ覚かくを抱いだいた。

　左のジャブはその速さと連射の利く性能ゆえ、攻撃のみならず、突とつ進しんしてきたり、連続してパンチを撃とうとしたりする相手を阻はばむための牽けん制せい、つまりは防ぼう御ぎよにも使える。とにかくボクシングで、

（左を撃て）

　と徹てつ底ていして教え込まれるのはそのためだ。

　部活動の練習も左にはじまって左に終わった。特に入部当初は、ジャブだけを千発、二千発も撃うたされる。尚輝は決してやる気のある部員ではなかったけれど、こんな練習をほぼ毎日つづけていたのだ。ジャブだけは身体に染しみ着いている。後天的な本能として根づいているんじゃないかとも思う。多分、この先、尚輝が信号無視の車に撥はねられるようなことがあったとしても、ぶつかる直前、尚輝はやっぱりフロントガラスめがけてジャブを放つのではないだろうか。

　尚輝はさらに距きよ離りを詰つめて左を見み舞まった。ドラクルは鎖を手になんとか防ごうとするのだが、左の速度に追いつけない。時折、頰ほおに当たり、胸に当たり、顎あごをかすめる。尚輝はピンと来た。こいつは屋上のドラクルほどじゃない。接近戦ではおれのほうに分がある！

　なら勝てる、と喜びの感情を抱いたのも束つかの間。

　背後から肉にく食しよく獣じゆうによく似た声が聞こえた。迫ってくる。

　かすみだ。

　先ほど、一瞬、理性と本能の狭はざ間まに立った彼女だったが、なにしろ『しもべ』は身体を輪切りにされてでもドラクルを恋こい慕したうほどだ。主人の危機に際し、それこそ後天的な本能のほうが上まわっている。

　尚輝めがけて疾しつ走そうしてくる。

　このまま背中に跳とびかかってくるだろう。そして今度こそ首に牙きばを打ち立てるつもりだ。

　だが、尚輝は振りかえらなかった。

　どのみち、二人を同時に相手にできるほどの力は自分にはない。

　だから、ドラクルにのみ集中する。かすみが駆かけつけるまでのわずか数秒──いや、『しもべ』の脚きやく力りよくならもう数秒もない──で、ドラクルを斃たおす。

　それができなければ敗北。

　あまりにシンプルで、あまりに危険な賭かけ。

　尚輝は左の速度をさらにあげた。部活動で左のみの練習をやらされていたとき、

（このままじゃ左ひだり腕うでがちぎれるんじゃないか）

　とすら思ったことがある。前日の練習による筋肉痛のせいで、普ふ段だんの生活をしていても腕があがらないほどなのに、さらに今日もまた同じ練習を課されるのだ。

　が、いまは、

（ちぎれてもいい）

　と思った。どうせ、命を懸かけて誰だれかと戦うなんて、おそらく今日が最初で最後だ。ボクシングだってもう二度としない。

　だから、ちぎれたっていい。いいや、ちぎれてしまえ。

　左の速度はもはや尚輝自身の目でも追いかけられないほどだ。と、雨あられと降り注いだ拳がドラクルのこめかみをとらえた。女性の姿をした化け物があきらかに足もとを乱した。瞬しゆん間かん、尚輝はすばやく左から右へとアクリを移し替かえた。

　右のストレートを撃ちおろす。

　いや、その寸前、首の後ろに凄すさまじい気配を感じた。全身が総毛立つ。

　かすみが来る。

　間にあわなかった！

　と絶望的な思いで覚かく悟ごした瞬間、その気配が急速に遠ざかった。

　結果として、尚輝は右を振り抜くことはできず、ドラクルにもいったん距離を取られてしまったのだが、かすみに吸血されることもなかった。

　見ると、かすみはコンクリートの床に突っ伏ぷしている。その身体からだに巻きついているのは、サークルウィップ。

　長く伸のびたその先せん端たんを手にしているのは、いうまでもない。珠那だ。

「そんな」

　とドラクルが動どう揺ようした声をあげた。

　珠那がここに突とつ然ぜんあらわれた理由などは、あとまわしでいい。

「やれ、尚輝！」

　いわれるまでもなかった。

　すぐさま前方へ向きなおった尚輝は、ドラクルめがけて駆け出す。ドラクルもわれに返って、恐おそるべき反応速度で手にしたままの鎖を放った。

　瞬間、尚輝はダッキングした。それはしかし誤りだった。鎖は地を這はうように襲おそいかかってくる。鎖が顔面にぶち当たる寸前、尚輝は、再度右の拳こぶしで床を殴なぐりつけた。

　その凄まじい反動でバンタム級の身体が軽々と宙を舞まう。

　ドラクルは視線を上向けたが、鎖は伸びきっている。もはや逃にげることはできなかった。

　上空から叩き落とされたストレートは、ドラクルの頭ず蓋がい骨こつを割った。その手て応ごたえがあった。仮にも相手は女の子の姿をしていたが、尚輝に容よう赦しやはなかった。ここで放ほうっておけば、またもかすみはアクリに傷つけられてでも主人を守ろうとするかもしれないのだ。

　頭から、そして目、鼻、口から、多量の黒い血を噴ふきこぼしつつ、ドラクルは惨みじめなダンスを踊おどるようにギクシャクと動いて、やがて仰あお向むけに倒たおれた。
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　着地した尚輝は、荒あらい息をしながら、ドラクルの姿を見おろした。もうぴくりとも動いていない。拳をもう一度掲げたが、

「死んだよ」

　と背後から声が聞こえた。尚輝は振り向こうとせず、

「本当か？」と半ばしゃがれたような声で聞いた。「本当に、終わったのか？」

「アクリで頭を叩き割られたし、首の骨も折れているみたいだ。いくらドラクルでもさすがに蘇そ生せいは無理だ。そんなに気になるんなら、こっちに来たらどう？」

　そういわれて、はじめて尚輝は振り向いた。

　かすみの傍かたわらにしゃがみ込んだ珠那が、その身体からサークルウィップを解き放っている。

　尚輝はまるで泣き出す寸前みたいな顔になった。

　急いで、彼もまたかすみの近くに片かた膝ひざをついた。すぐさま抱だき起こそうとするその手を珠那の手が押しとどめた。

「焦あせるな。見てごらん、かすみの顔を」

　東雲かすみの顔からは太い血管が消えている。目を閉じてはいるが、かすかな呼吸音が聞こえてくる。

「これほどドラクルの近くにいて反応しないってことは、つまりはあのドラクルが死んでいるなによりの証あかしだ。そしてそれはつまり、かすみの体内を巡めぐっていたドラクルの血から意志が消えたということも意味する」

「つまり……、つまり？」

　焦って先を促うながそうとする尚輝に、珠那は珍めずらしく苦く笑しようめいたものを浮かべると、すっくと立ちあがるなり、その肩に手を置いた。

「おめでとう。そう、つまり、かすみはもとどおりになった、ってことさ」

　瞬間、尚輝は張り詰めていたものが音を立てて引き裂かれたように感じた。

　両膝とも床ゆかについて、さらに顔を両手で覆おおって、まるで女の子みたいな姿勢で泣き崩くずれた。

　長いことそうした。

「うーん……」

　と、かすみがそのとき声を発したので、尚輝ははっとなって泣きやんだ。かすみは寝ね返がえりを打った。さぞコンクリートの床は固いだろうに、気にした様子もなく、なにやら幸せそうに眠ねむっている。

　尚輝は笑いを誘さそわれた。

　今度はしばらく笑い声が止まらないほどだったが、やがてすべての感情の発ほつ作さがおさまると、目を拭ぬぐい、洟はなをすすってから、立ちあがった。

　腰に手を当ててなにやら所在なげにしていた珠那に、

「おい」

　と一転してドスの利いた声を出した。

「おお、怖こわ」と珠那は軽く肩をすくめた。「なんだよ、命の恩人に向かって」

「どうしてここにいる？　ほかのドラクルを追ってたんじゃなかったのか」

「また、一から全部説明しなきゃわからないか？　どうしてぼくはこんな馬ば鹿かを相手にしなくちゃいけないんだろう。これはきっと前世から引き継ついだ罰ばつなんだな」

「あいつを……おびき寄せるためか？」

「なんだ、わかってるんじゃないか」

　珠那自身がいっていたとおりだ。ハンターが待ち構えている場所に、そうそうドラクルも姿をあらわしはしない。ただし『しもべ』を放っておくとも考えにくい。そのため、珠那はあえて敵が仕し掛かけた囮おとりに引っかかった振ふりをして、いったんかすみの部屋から遠ざかった。若月真由になりすましたドラクルはそれを確かく認にんしたうえで、『しもべ』の木村誠せい二じを利用して尚輝を学校に足止めし、その隙すきにかすみを外へと連れ出した。

　が、それがわかっても──というより、それがわかるから、なおさら尚輝の怒いかりはおさまらない。

「おまえ、いっていたよな。ドラクルが『しもべ』を放置するはずがない、もし邪じや魔まになるようなら殺してしまうことだってある、って」

「いったね」

「だったら、かすみだって殺されていたかもしれないだろ！　あの──若月の振りをしたドラクルは、おれとかすみを使って、おかしな遊びをしようと企たくらんでいた。だからかすみも生きてはいたけれど、もしそうじゃなかったら、いまごろ……」

「忘れるなよ。ぼくだってかすみを殺そうといったんは決意したんだぞ」

　珠那の目がすっと細まった。「あれだって別に芝しば居いじゃない。ドラクルを滅ほろぼすのがなによりも優先されるんだ。今回の件でおまえもわかったはずだ。あいつら一人を放っておいただけで、どれほどの被ひ害がいが周囲に出るか」

「それは──」

　尚輝は視線を落とした。アクリがもとに戻もどりつつある。

　リング上で殴りあった木村誠二の姿を思い出した。その取り巻き連中も、「おれもおまえみたいになれるのか」と熱に浮うかされたように口にしていた。ドラクルに襲われずとも、自分から進んで『しもべ』になろうとしていたのだ。放っておいたら、学校丸ごとドラクルの『巣』にされていたっておかしくはない。

　尚輝はいったん深呼吸すると、

「あと」

　とまた珠那をにらみつけた。

「まだあるの？」

「ある。おまえ、こうもいっただろ。いくらドラクルでも、長い期間、広こう範はん囲いにわたって、そこにいるすべての人間の認識を操あやつるなんて絶対無理だ、って」

「そうもいったね」

「こいつを見てみろよ」尚輝は自分の流した血に溺おぼれている風なドラクルの姿を指差した。

「おれは、長いことこいつを知りあいだと思い込んでいた。幼おさな馴な染じみだったかすみも騙だまされていた。おれや彼女だけじゃない、おれの学校の連中は全員、違い和わ感かんなく、外見もちがうはずのこいつを若月真由だと信じていた。これは、どういうことだよ？」

　珠那はまたなにか小こ馬ば鹿かにするようなことをいうと思いきや、ほっそりした顎あごに指を当てて、考え込んでいる風な態度を取った。

「確かに、妙みようだ」

「おい」

「これに関しては噓うそをいったわけじゃない。それほどの魔ま力りよくなんてあり得ないんだよ」

「じゃあ、ドラクルが、『始祖』みたいな研究でパワーアップしたんだ」

「たとえそうだとしても、もしそんなことが可能になるほどの力があるなら、別の用よう途とにだって使うはずだ。しかし、このドラクルがやったことといえば、いままでの連中と大差ない。騙していた人間が広範囲にわたっていただけのことだ。不自然すぎる」

「ドラクルは人間じゃないんだろ。これだって何度もいわれたよ。おれたちの常識に当てはめて、自然か、不自然か、ってのも、ちがう気がする」

「そうかな」珠那は顎から手を離はなし、尚輝のほうをちらりと見た。「いきなりドラクルがそれほどの力を手に入れたとも考えられないから──、そう、たとえば、『世界』そのものがドラクルに味方しはじめた、とか」

「世界が、味方？」

「いままで、世界は人間に味方してたんだ。繁はん殖しよく力の高い人間に禁断の知ち恵えをも与あたえて、大部分においては夜をも駆く逐ちくさせたんだからな。人間が生まれて以降、ドラクルには不利なことばっかりさ。だから、世界はバランスを保とうと、ドラクルに味方しはじめた。そう考えたらどう？」

「そっちのほうがよっぽど不自然だ」

　尚輝は珠那の真似まねをして肩かたをすくめてやった。

　人間を捕ほ食しよくする化け物から女の子を守ったばっかりなのに、その化け物のほうが人間よりも不利だった、みたいな話は受け入れがたい。

「まあ、ただの思いつきだよ。それより尚輝、ぼくに恨うらみ言をいうのもいいけど、そろそろお姫ひめさまが風邪かぜ引いちゃうんじゃない？」

　いわれてみて、尚輝はあわててかすみの身体を抱かかえあげた。軽い。涙なみだが出るほどだ。

「先に出てて。ちょっとやることがある」

　珠那にいわれて、尚輝はかすみを抱えたまま階段のほうに進んだ。一度だけ後ろを振りかえると、珠那はドラクルの死し骸がいの近くにしゃがみ込んでいた。意図はわからない。ともかく、ハンターに関しては最初から謎なぞだらけなので、さして気にもせずに尚輝は外へ出た。

　ビルの近くにバイクが停とめてある。

　ほどなくして珠那もおりてきた。

　言葉もなく、そのバイクに跨またがる。さっそくエンジンをふかそうとするので、

「ちょ、ちょっと待った」

　尚輝はあわてた。てっきり、以前のようにかすみをバイクに乗せて運んでいってくれるものだと思っていた。

「かすみの家にいかないのか？」

「なんのために？」むしろ、意外そうに珠那はいった。「もう、ぼくにとってはなんの用もない場所だ」

「いや、だって……せっかくドラクルを斃たおしたのに、本当に、報ほう酬しゆうはいらないのか？」

　前に、五月にもそういっていたが、それはあくまで彼女を信じさせるための方便だと思っていた。

「じゃあ、ハンターっていうのはどうやって……」

「これも、前にいったろ。ハンターのすべてを打ち明けるような義務はない。ぼくはいくよ。お姫さまをきちんと家まで送り届けろよ。まあ、その途と中ちゆうにどこかに寄ってご休きゆう憩けいしようが、ぼくには関係ないけどね」

「ば、馬鹿」

「ははっ、赤くなった」

　珠那は朗ほがらかに笑った。一度、馬鹿にされて大笑いされたことはあったけれど、戦いのとき以外でそんな風に笑う珠那を見るのははじめてだ。

「このアクリはどうする？」

　まだ握にぎり込んだままだったペンダントを見せる。珠那はバイクの上で頭をそっと左右に振った。

「どうせ一度リセットされたものだ。一から育てるのも面めん倒どうくさい。おまえに預けておく」

「預ける、か。この先、珠那が取りに戻ってくるなんてことがあるのか？」

　あっては困る、と思ったか、あってもいい、と思ったか、尚輝自身にも定さだかではない。

　珠那は、

「さあ」

　といっただけだ。

「わかっちゃいると思うけど、アクリを不必要に使えば、その気配をドラクルに悟さとられるぞ。それだけは忘れるな」

「わかった」

「じゃあ」

　エンジン音が高まった。

　バイクが加速していく瞬しゆん間かん、

「黒宮尚輝」
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　珠那がはじめてフルネームを呼んだ。

「よくやった。おまえを選んでよかった。大好きだよ」

　尚輝がその言葉に反応を見せるより早く、珠那を乗せたバイクはライトの光を前面にぶ厚く投げかけながら走り出した。

　エンジンの唸うなりとともに遠ざかっていく。

　車体が闇やみに吞のまれ、ヘッドライトがやがて見えなくなっても、尚輝は長いことその場にとどまって見送っていた。
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　三月の空は青く澄すんでいる。

　遠えん慮りよがちに浮いている淡あわい雲を数え終えてから、尚なお輝きは駅前の喧けん騒そうに視線を戻した。

　──あれから、二週間ほどが経たっていた。

　東雲しののめかすみはすでに登校を再開している。何日も寝ね込こんでいたのが不思議なくらいの回復力だ。母親の五月さつきは当然喜んで、しかし礼をいうべき一人である珠じゆ那ながすでにいなくなっていたので、謝礼したいという気持ちがすべて尚輝一人に向いた。見た目、結構ぶ厚い茶ちや封ぶう筒とうを手て渡わたされそうになったが、尚輝は固辞した。しかし五月の気持ちはおさまらず、わざわざ黒くろ宮みや家の電話番号を調べて、尚輝の母親にまで礼を述べようともしたので、あわてて尚輝は受話器をもぎ取らねばならなかった。おかげで、

「あんた、クラスメートの女の子になにをしたの？」

　母親の要いらぬ邪じや推すいを招いてしまった。

　ともあれ、かすみがもとの生活に戻った以上、すべてが丸く収まった──とはいかない。

　一連の事件にまつわる謎はまだ多く残されていた。

　ドラクルの一人は斃したものの、結局のところ、この世界中にドラクルはいったいどれほどの数で生息しているのだろう。これからの人生で会うことなどもうあり得ないというくらい少ないのか、それとも、この駅前の喧騒で石を投げればドラクルに当たる可能性もあるというほどには多いのか。

　そういえば、『斃した』とはいっても、尚輝が止とどめを刺さしたあのドラクルの死骸はどうなったのか。いくらシャッター通りに打ち捨てられたも同然のビル内とはいえ、いずれは見つかってしまうのではないだろうか。人類の大半がドラクルの存在を知らないとすれば、当然死骸も人間のものとして扱あつかわれる。となると、警察が殺人事件として捜そう査さする。事件の容疑者として自分の存在が突つき止められてしまったらどうしよう。尚輝はぞっとなる。いや、確かあのビルから出るとき、珠那は「先に出ろ」と尚輝たちを外へ追いやっていた。あのとき、なにかしらの処置を施ほどこしたのではないか。なにしろ珠那はハンターだ。獲え物ものを狩かるごとに警察に目をつけられていたのではやっていけないはずだから、なにか特別な方法を心得ている可能性が高い。

　もっとあれこれと珠那から聞いておくべきだった、といまになって嘆なげいてももう遅おそかった。

　さらに──、

　尚輝を悩なやませる謎の筆頭が、若わか月つき真ま由ゆだ。

　雑居ビルでの戦いから一夜明けた日、気になった尚輝は若月のクラスにまで足を運んだが、休みということだった。

　その日は金曜だったので、土、日を挟はさんで、次の月曜日。ふたたびクラスに寄ったところ、

「おす」

　と背中から肩を叩たたかれた。

　振ふり向くと、若月真由がいた。裾すそをまくった腕うでを見せつけて、

「あーあ、全然色が抜ぬけない。そのうちまた夏が来て、また焼けちゃうんだろうな」

　といつもどおりのことを口にする。と、若月はじっと自分を見つめる尚輝に気づいて、「ん？」というように自分の顔を指差した。

「そういや、うちのクラスの子に聞いたけど、金曜、わたしを捜さがしてたって？　その日、ちょっと体調悪くてさ。で、なにか用事だった？　あ、またあのこと？」

「あのこと？」

「かすみとのデートでしょ？　でもお膳ぜん立だてまでしてあげたんだから、あとはナオの問題だよ。自分一人でなんとかしなよ」

　そうなのだ。

　いま学校にいる若月真由は、当然、ドラクルではない。

　ということは、尚輝がここのところ接していた若月とは別人の姿をしている。が、これも当然、いまの若月こそが本来の若月真由なのであり、尚輝自身が一年生のときも、クラスメートの若月はいまの姿をしていた。

　つまりはドラクルが入れ替かわった瞬間から、尚輝やかすみをはじめとした、周囲の認にん識しきが乱されていたことになる。

　では、そのあいだ──ドラクルが若月真由として振る舞まっていた期間──真実の若月真由はどこにいたのか？

　これを聞こうにも、当の若月は覚えていないようだった。というよりも、彼女は彼女で、『自分が入れ替わられていた』という事実に気づいていないのだ。

　尚輝の記き憶おくにある限り、カラオケボックスでかすみとの橋はし渡わたし役を頼たのんだときは、すでにドラクルとしての姿をしていた。

　ところが、いまの会話でもわかるとおり、若月はそのときの記憶を持っている。『自分が尚輝に頼まれて、かすみと仲良くなるように協力してあげた』と思い込んでいる。

　これはなにを意味するのか。

　ドラクルが若月真由として過ごした記憶をいちいち本物の真由に伝えていたのか？　珠那との会話ではないが、これはあまりに不自然だ。

　そしてさらに厄やつ介かいな事実がある。

　落おち合あい愛あい理りのときと同様、ドラクルと入れ替わっていた期間、彼女に接していたすべての人間が、そのときの記憶を真実の姿と勝手に入れ替えている。

　わかりやすくいうと、それこそカラオケボックスでかすみが接していたのは当然ドラクルなのだが、いまになってかすみがそのときの様子を思い返したとき、記憶のなかでは真実の姿に入れ替わっているようなのだ。

　つまるところ、若月本人も含ふくめ、誰だれも入れ替わった事実に気づいていない。

　ただ一人、尚輝を除いては。彼だけは、若月と入れ替わっていたドラクルの姿も鮮せん明めいに覚えている。

　これらすべてを強ごう引いんに説明づけようとすれば、

「結局は、ドラクルの魔ま力りよくだ。人間の自分にはとてもじゃないが理解できない力が働いているのだ。自分だけがドラクルの姿を覚えているのは、当のドラクルの正体を見破ったから、魔力が作用しなかったのだ」

　ということになる。

　が、いま一つしっくり来ない。ここで珠那が最後に口にした言葉が脳のう裏りをよぎる。

「世界がドラクルに味方しているのだ」

　という。

　そのときは聞き流した言葉だったが、いまにして尚輝はぞっとさせられることがある。

　そう、諸もろ々もろのことを考えると、これらの事実は都合がよすぎるのだ。

　誰にとって、というと、それは無論ドラクルにとって。

　人間にひそかに入れ替わって社会に溶とけ込み、人間を吸血して不老不死の肉体を維い持じさせている彼らは、なによりも正体が暴あばかれるのを恐おそれている。そんな彼らにとって、周囲の人間の記憶を丸ごと操作できる──ドラクル本人がいなくなったあとでさえ！──この謎なぞのシステムは、あまりに都合がよすぎるのではないか。

　尚輝はもう以前のままの彼ではない。人間以上の存在が、世界をも味方につけながら、社会の闇に潜んで人間を食しよく糧りようとして狙ねらっている、その事実を知ってしまった。

　正直、一人で抱かかえ込んでおくにはあまりにも衝しよう撃げきの大きすぎる事実だ。誰もが平和そうな顔をして歩いていたり、なにも知らないまま将来のことを話していたりするのを目にすると、時々たまらなくなる。大声をあげて叫さけびたくなる。

「気をつけろ！　おまえの隣となりにいる奴やつは実はまったくの別人かもしれないぞ。明日あしたには、いや、今日にだっておまえはそいつに血を吸われて、同じ化け物にされてしまうかもしれないぞ！」

　と。

　しかし──そんな思いに駆かられた直後は、いつも脱だつ力りよくしたみたいな気分に見み舞まわれる。

　どうしようもない。

　そうだ、あまりに大きな事実ゆえ、尚輝のような一いつ介かいの高校生にはどうしようもないことだ。

　自分にできることは、かすみのときにそうだったように、知っている誰かがドラクルに狙われたとき、それを守ることだけだ。命を懸かけてまでそうするべきかどうかは、親密さの度合いによるだろう。かすみであれば、当然身体からだをなげうってでも守り抜く。仲のよい友人でもそうするかもしれない。でも、たとえば狙われたのがボクシング部の上級生なら？　木き村むら誠せい二じなら？　顔は毎日見ているけれどほとんど話したことがないクラスメートだったら？

　尚輝は迷う。迷った挙げ句、介かい入にゆうしない可能性もある。ドラクルに狙われているまま放ほうっておくということだ。

　冷たい言い草かもしれないが、尚輝は自分のことを無む償しようで命を捧ささげられる人間だとは思っていない。そして目についた人を片っ端ぱしから守れるほどの力があるとも信じちゃいない。

　守りたい人だけを精いっぱい守る。これが限界だ。

　そしてそれでいい、とも思う。

　春休みを一週間後に控ひかえた日曜日の今日も、尚輝はドラクルという恐るべき存在を知る数少ない人間でありながら、街中をパトロールするでも、この事実をたとえばネット上で公表するような準備をするでもなく、デートの待ちあわせをしている。

　相手は、もちろん東雲かすみ。

　ふいになったままの初デートをやりなおそう、と約束した二人は、今日、あのときと同じ駅前で待ちあわせている。

　時計を見る。約束の時間まであと十分ほどもあった。

　緊きん張ちようはある。

　あるけれど、あまりに天気がいいのと、春の風が気持ちいいので、ちょっとした眠ねむ気けを誘さそわれて、尚輝は大きく伸のびをした。

　そのときだ。

　雑ざつ踏とうのなかに、尚輝は見知った人間を見つけた。

　眠気が一いつ瞬しゆんにして吹ふき飛んだ。こちらに歩いてくる。尚輝はあわてて建物の陰かげに隠かくれた。顔だけを出して様子を窺うかがう。

　学校の教師だ。

　なにも、デートをする現場を教師に見られたくない、ということじゃない。そもそも、尚輝以外が『彼女』を見たとき、学校の先生だとは認識しないだろう。

　尚輝だけが知っている女性教師──といえば、落合愛理だ。ドラクルに入れ替わっていたときの。

　動どう悸きが速まった。

　やはり、あれは夢でも幻まぼろしでもない。落合愛理に入れ替わっていたドラクルは実在していたのだ。

　尚輝は確信をしたが、同時にこんがらがった。『彼女』が本当にいたとするなら、謎がまた増えるばかり。

　自分は、本当に『彼女』に殺されたのか？　殺された直後、なぜ時間が逆ぎやく戻もどりしたのか？　そして、かすみを吸血したドラクルが『彼女』であったなら、若月と入れ替わっていたドラクルとの関連は？　かすみには二人も主人がいたことにならないか？

　尚輝は『彼女』を目で追いつづけた。

　距きよ離りがあるから、雑踏にまぎれると顔かたちが判別しづらくなる。本当に落合愛理だろうか？　他人の空似だったのかもしれない。しかし最初、正面から見つけたときは確かに彼女本人に見えた。女子生徒にまちがえられるほどだったあの愛らしい容よう貌ぼうはよく覚えている。学校中の男子生徒が『彼女』に夢中の『時期』があったのだ。

　だいぶ離はなれているにもかかわらず、尚輝はずっと息を殺していた。

　やがて『彼女』は駅につながる階段をのぼっていった。

　このままでは見失ってしまう。どうするべきか。尚輝は強い葛かつ藤とうの只ただ中なかに身を置いた。その瞬しゆん間かん、

「わっ」

　と後ろからどやしつけられ、心臓が口から飛び出ていきそうな思いをした。実際、何ミリか口からはみ出した気さえする。

　振り向くと、笑え顔がおの東雲かすみがいた。が、尚輝の表情がよほど驚おどろいていたのだろう、

「ごめんなさい。そんなにびっくりされるとは思わなくて」

　と申しわけなさそうに謝った。

「い、いや。ちょっと、うん」

　尚輝はもごもごと口のなかで言い訳をした。

　パジャマや制服姿でない彼女を見るのは久しぶりだ。黒のタートルに、長い丈たけの青いスカート──ミモレだとか、ミディだとかいうのをテレビで見たことはあったが、尚輝にはどっちやらわからない──はシンプルであっても、楚そ々そとしたかすみには似合っている。

「どうして隠れてたの？」

「ああ、いや。東雲さんが来たら、おれが後ろからそっと近づいて脅おどかしてやろうかなあって。逆になっちゃったけど」

　乾かわいた笑い声をあげながら、まだ尚輝は迷っている。

　いや、迷うことなどないはずだ。

　デートは中止にして、『彼女』を追いかけるべきだ。『彼女』を問い詰つめれば、尚輝が抱えているもやもやの大半が解消されるかもしれない。

　階段を走って追いかけて、肩かたを後ろからぐいと摑つかんで、聞いてみればいい。おまえは誰だ、金仮面じゃないのか、若月に化けていた奴とはどういう関係だ、そして──、

「おれを殺したのを覚えているか？」

　って。

　尚輝は軽くため息をついた。

「あのさ、東雲さん」

「うん？」

「実は」

「うん」

「──実は今日、どこいくかまったく決めてなくて」

「そうなの？」

「たくさん候補を考えたし、どこもネットや雑誌で調べたんだけどさ。当日になったら、どれもこれもなんかしっくり来ない感じがして」

「あるよね、そういうの」

「だから──」

　尚輝はいったん深く息を吸った。「だから、まずは、歩きながら、お昼食べられるところ探そうか？」

「賛成」

　かすみは微笑ほほえんだ。

　それで十分だった。

　いま、東雲かすみといっしょにいられる時間より大事なものがいったいどこにある？

　たとえ追いかけて捕つかまえたところで、あの女が落合愛理本人であるとは限らない。結果、人ちがいだったらどうする。初デートを二度も棒に振ふることになる。

　尚輝は、かすみと肩を並べて歩きながら、だからいまはこれでいい、と頭のなかで繰くりかえした。

　いまはこれで。

　春の風が、二人のあいだを穏おだやかに吹き抜ぬけていった。
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　そこは、黒宮尚輝が知るはずもない、とある場所。

　だだっ広い空間の大半が闇やみに占しめられている。

　じっとしていると、いや、まっすぐ歩いていたって平へい衡こう感かん覚かくを乱されそうなほどの闇のなか、唯ゆい一いつ、白く輝かがやいている部分があった。

　四角形のその白い輝きの内側では、さっきから同じ映像が繰りかえし流れている。どうやらこの空間の端はしに設置された巨きよ大だいモニターのようだ。

　尚輝が見たらさぞ驚いただろう。

　そこには、だだっ広いビルのなかで鎖くさりを振るうドラクルと戦う彼自身の姿が映し出されていたのだ。

　いったい誰が、どこから撮さつ影えいしたものなのだろう。当然、あのビルのなかには尚輝が知っている人物以外には何者の姿もなかったはずだ。

　そのモニターの前に腰こし掛かけている人ひと影かげがある。モニターに白く照らされた顔はやや年配の男性のようだ。彼がなにか機械の操作をすると、映像が一瞬にして切り替かわった。

　尚輝は今度こそ声を失ったにちがいない。

　それは、学校の屋上を映し出していた。

　朝早い。低く垂れ込める雲の下、尚輝と、あの落合愛理に化けていたドラクルが拳こぶしと剣けんとを交えている。

　男がさらにもう一つ操作をすると、雑居ビルと屋上、それぞれの映像が左右に並んで映し出された。決して同じ時間軸じくのなかには存在し得ないはずの戦いが、いま目の前で同時に繰りひろげられている。

　すると、年配の男の背後にわだかまっていた闇が、もう一つの人影をモニターの投げかける光のなかへと吐はき出していた。

　男はそちらを見ようともせず、

「首しゆ尾びは、まずまずといったところか」

　といった。

　新しくあらわれた人物がなにかいうより早く、彼は傍かたわらからとあるものを取り出した。

　金色の仮面だ。決して崩くずれることも、変わることもない笑顔が刻みつけられている。

「これがあとどれくらい必要になるかと思ったが、案外少なくて済んだな」

「ああ」

　男の背後にあらわれた人影が口を開く。低く押し殺したような声は、男のものか女のものかも判別できない。

　二人、しばし無言で映像を眺ながめていた。

　屋上のほうでは尚輝が首を刎はねられ、ビルのほうでは尚輝の右ストレートが上からドラクルの頭部に叩たたき込まれた。

「やるもんだな」

　男が感かん嘆たんの声をあげた。どちらへの賛辞かわかりかねたが、

「まだまだあんなものじゃない。これからだよ──」

　背後にいた人物の声が、そのとき笑みを含ふくんだ。一歩進み出たその人物は、映像のなかで勝敗による明暗がくっきりわかれた二人の黒宮尚輝に、

「なあ、ナオ」

　そう呼びかけていた。







　あとがき




　いまでこそ著者もいい歳としですが、当然、自分にもこの本を手に取ってくださる方々の平均年ねん齢れい（※推定十～二十代？）の時代もありましたし、毎日、不平不満をこぼしながらもそれなりに楽しく学校に通っていた時期もあるのです。

　……が、これも当然、いまでいう『リア充じゆう』にはほど遠かった自分のこと、毎朝教室の机に鞄かばんを置くたびに、

「突とつ然ぜん、後ろから誰だれかに殴なぐられて、気がついたらアーサー王のいるキャメロットにタイムスリップしてないかな」

　とか、

「いきなりクラス一の美少女に告白されたかと思ったら、次の瞬しゆん間かん、百年戦争時代のヨーロッパに召しよう喚かんされてないかな」

　とか、

「まあ、なんでもいいから、いまの文明がいきなり崩ほう壊かいして、弱肉強食の世界になるのだけど、自分には実は秘ひめたるパワーがあったために悪を倒たおすことができて、助けた美女たち（プレイメイトやらグラビアを飾かざる肉感的な淑しゆく女じよたち！）から英えい雄ゆうにまつりあげられるなんてことにならないかな」

　とか、あり得ない妄もう想そうを頭に巡めぐらせては、灰色の現実から逃とう避ひを図はかっていたものです。

　小学生時代の話じゃないですよ。中学～高校生のときです。下手をしたら高校を卒業したあとになったって、安アパートの天てん井じようを眺ながめながら、

「この天井にいきなり美女の映像が浮うかびあがって、『わたしを助けて、異次元の勇者さま』なんて呼びかけられないかな」

　などと真しん剣けんに妄想を巡らせていたのだから筋金入りです。

　赤面するほど幼よう稚ちな野や郎ろうだとは自分でも思いますが、まあ、この当時では尻しりを拭ふく紙ほどの値打ちもなかった妄想の数々が、ある意味では現在の職業の下地をつくったといえなくもないわけで、つまり、結果的に時間の浪ろう費ひにはならなかった──、ということにしよう、うん。




　今回お届けする『ブラッディ・ギアス』は、そんな青あお臭くさい妄想たちのうち、顧かえりみられることもなく泡あわのごとく消えかけていた一つを、半ば力ずくで胸のなかに呼び戻もどして執しつ筆ぴつしたものです。

　──嫌いや々いやながらつづけていたボクシング部をすっぱり辞やめた主人公が、学年一の美少女とお近づきになるものの、あるとき、その美少女が別人のような姿になって襲おそいかかってくる。窮きゆう地ちに立たされた主人公を救ったのは、自分を『ハンター』だと名乗る美女だった。かくして、主人公は美少女を守るため、人類を捕ほ食しよくする謎なぞの敵に、ハンターの美女とともに立ち向かうことになる……。

　ひと言でいえばありきたりな導入です。実に子供らしい妄想です。

　が、今回、自分はどうしてもその『ありきたり』で『子供らしい妄想』を形にしてみたかった。

　十代。

　当時からしてあきらめてはいたけれど、でも世界にはまだ自分の知らない顔があるかもしれないという、淡あわい期待がなくもなかった時代。

　そのとき胸が焦こがれるほど憧あこがれたものや、そのとき「くそっ」と唾つばを吐はきかけたくなったものや、知ったかぶりをしていきがっていた自分自身を含ふくめて──それらを思うとき、身み悶もだえするほど気き恥はずかしくなる現在の自分をあえて見ない振ふりをしながら──、思いのままに書いてしまいたかった。

　なにやら謎めいた仕し掛かけの多そうな設定も、結局は妄想を具現化したいがための舞ぶ台たい装置でしかありません。

　初はつ恋こい、ボクシング、謎めいた美女、モンスター、決けつ闘とう、そして世界を覆おおうミステリー。

　列挙するだけでも赤面するとともに、なにやら胸がワクワク昂たかぶってくるようなこんな要素をすべて突つっ込んで、ええい、とにかくこれが杉すぎ原はら智とも則のりの十代だ。文句あるか。
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